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空間･社会･地理思想6号59-112貢. 2001年

Space, Society and Geographical Thought

通称｢吉田の会｣による地政学関連史料

本邦に於る官撰地誌編纂の概要(室賀信夫)　　　　　　　･日日(64)

印度支那半島に於る英仏の侵略とその政策(室賀信夫:昭和14年12月)日日-(67)

皇取地誌に関する意見(昭和15年2月5日)

皇戦地誌とは如何なるものとなすべきや(浅井辰郎)

皇戦地埋草について(柴田孝夫)

地誌は如何にあるべきか(松井武敏)

皇戦地埋草の意義(別技篤彦)

皇戦地誌をして如何なるものたらしむべきか(野間三郎)

皇取地誌についての私見(室賀信夫)

皇戦地埋草素描(米倉二郎)

畢帆京理(無署名:昭和15年2月)

--(74)

･ - -(84)

東方問題の基礎条件(野間三郎:昭和15年8月)　　　　　　　-(89)

シンガポールの軍事地理的考秦(室賀信夫:昭和16年1月)　仙川(98)

西貢港の地政畢的位置に就きて(室賀信夫:昭和16年8月)　-･- (106)

解　題

水内俊雄.

通称｢吉田の会｣は.京都帝国大学文学部地理学教

室の小牧教授､室賀助教授を中心にして,軍部,将校

OBの｢皇戦会｣からの資金援助を受けながら.吉田

山の西麓,吉田上大路の民家を借り上げ.調査､読書

会,研究会,本の出版を行なってきた､非公然の集ま

りのことをさしている1939(昭和14)年から終戦時ま

で存在したモ今回の史料は東京方面の古本屋で見つけ

られた資料の一部であり.執筆者と内容からしてr吉

田の会｣が関わった作業を㊨のなかで活字化したもの

と推定される｡このような推定のもとに本雑誌に翻刻

することになったが､この史料の翻刻にあたっては後

述のような問題を含むことは承知の上で印刷に付し,

あえて日本の地政学研究に一石を投じることにした｡ ･

翻刻に至る経緯を述べると､駒沢大高講師の石崎尚

人氏が､東京方面の古本屋で｢軍事史料｣一式として

売りに出されたものを発見し,連絡を受けた神戸大助

教授･大城直樹氏がこれに着目し,入手したものであ

る｡ただし､軍事研究家から先約が入ってしまってい

たため,この度の入手史料は現物ではなく,石崎氏が

懇意の店主から売却前に譲り受けたコピーであるo　近

年に東京方面で逝去された当時の｢吉田の会｣のメン

+　大阪市立大学

バーの蔵書が古本屋に出回ったものと推測されるが.

確証は得ていない｡現物は,すべて縦書きタイプ印刷

で仮製本されており､軍部資金を背景にした潤沢な予

算のもと､会での発表が活字化され,当事者､軍関係

者をはじめとして少部数出回ったものと思われる｡今

回発見された史料はその一部に当たると思われる｡こ

のコピーは, 2000年10月の科研(基盤研究岱)(D r地改

学･植民地主義との関連から見た近代日本の国家形成および地

理･空間の思想｣代表水内俊雄)の研究集会(鹿児島市)

において.大域直樹氏によってコピーが配布されその

経緯が紹介された｡執筆者､内容からして地理学史上

一級の非常に貴重な史料であり,誰の目にも触れたこ

とのないものであるとの判断もあり,本雑誌に翻刻す

ることが研究集会で決定された｡

本来であれば.こうした経緯や解題めいたものは､

それにふさわしい人が当たるべきであるが,十分な調

査を行なう時間がなく,とりあえず史料として公開す

ることを優先するために,以下の手順を取った3　著作

権の間頓では､ご本人,ご遺族からの承諾は取ってい

ない｡この点に関しては､いく人かの方に相談したが､

その対応に対して一貫した意見や統一された同意を得

ることができず,水内の責任で､承諾を経ず翻刻,公

開に踏み切ることにした3　この点の責はすべて水内が

負うものである｡校正に十分な時間が取れず,ワープ
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ロの辞書制約もあり､翻刻も不完全なものにとどまっ

ていることお許しいただきたいc

以下に紹介する史料については.若干の情報整理と

筆者の推測や理解を述べてみたい｡もちろんこの推測

については今後論証してゆく必要があることは当然で

ある｡今回の史料については,表2に, ｢吉田の会｣を

中JL､とするメンバーによる著作や活動と一緒に整理し､

表1の全国的傾向の整理と対照させながら､どのよう

な位置付け.'=あるのかを探ってみたQ

山野正彦(1999, 1123頁)は, ｢1939年春から′ト牧教

授の指導下に,地理学教室教員と卒業生有志が集まっ

て,世界各地域の地理学･地政学を研究するグループ

が発足した｣と記しているD　これが｢吉田の会｣であ

り.浅井辰郎が述べる｢綜合地理研究曾｣ (75貢)で

ある｡表2に記したこの会の活動を見るに､当時教室

の講師であった室賀信夫は｢印度支那半島に於る英仏

の侵略とその政策｣と遷してすでに発表を活字化して

いるo　付記には｢本篇第四章に充つべきものなるか､

之については前同報告中に詳述したるを以て今省略に

従ふ｡前回報告中｢列強との関係｣の章を主として参

看せられ度し｣とあるように､研究会は昭和14(1939)

年7月以前の時点で既にスタートしていたようであるD

そしてこの報告は,昭和16年刊の『世界地理政治大系』

の『印度支那』となって引き継がれる｡野間三郎にお

いても,表2のように昭和15年8月にヨーロッパ.ロ

シア､トルコに関する｢東方問題の基礎条件｣を発表

するが.これも昭和17年刊で『土耳古･シリア･パレス

チナ･トランスヨルダン』の上辞につながる｡ r吉田の会｣

の第一の目標が､こうした時局にかなう地誌を刊行す

ることにあったことはこれで裏付けられようo

小牧自身に関して､京都帝国大学文学部の威風堂々

たる史学科の中で.地理学の｢学問｣らしさをどうも

発揮できなかった煩悶を､時局を利用して地政学に飛

びつくことで打破したかったのではないかと推測され

る.1そしてその打破の際に実践的に国家経略に携われ

るかのように思われた地政学を背景にした躍動する地

誌の開陳がもっとも早道のように思われたのではなか

ろうか｡表1のようにすでに東京の地理学者を中心に

多くの世界地誌関連の叢書,講座本類が公刊されなが

ら,京都ではいまだ発信されないという劣勢に対して,

′J､牧,そして室賀は｢皇戦会｣の資金をバックに.攻

勢に打って出たものではないかと推測されるo

今回の史料で最も注目すべきことは､地誌の革新に

ついて､そしてそこで語られる皇戦地誌､皇戦地理,

学戦というタームの頻出と.その内容の叙述を目にす

ることができたことであるo　もちろん皇戦とは,この

｢吉田の会｣の経済的支えであった軍部将校OBの｢皇

戦会｣という会名と密接に関係したし､ ｢皇戦会｣の地

理的研究機関として(後掲浅井辰郎分75頁),皇戦

が何たるかと表明することは危急であり,義務でもあ

ったろうことは容易に推測できる｡今回発見された資

料では,会の主だったメンバーの所信が昭和15年2

月の時点でそれぞれ表明されており,その意味で非常

に貴重な発言を知ることができるD

小牧をのぞき､この昭和15年において､皇戦地誌に

関する意見を述べたメンバーの最年長が室賀の33歳,

別技は32歳.学年では最年長であった米創ままだ31

義,そして最年少は川上喜代四の24歳であり､室賀を

はじめ米倉,別技.野間などはもう教職についていた

が､今で言う大学院生クラス年齢層の意見であったこ

とをまず念頭にしておきたい｡そしてこの発言は,樵

測ではあるが.会に出席していた陸軍将校あるいは将

校OBの前で述べられていた可能性もある【,大学院生

クラスが,軍将校の前で意見陳述をするという状況を

も十分に考慮しておかねばならないであろう｡

いくつかの推測を今後の研究課居という形で述べて

みたい｡まず昭和16年以降に大量生産される小牧地政

学の一端を今回の皇戦地諾意見に多くみることができ

るo　かの地政学の多くのエセンスはこの意見に述べら

れているのではなかろうか｡久武は筆者あての私信の

中で(2001年3月11日付の手穀)､ ｢ ｢皇戦地誌に関

する意見｣は.おそらく小牧実繁が書いたと思われる

｢学戦原理｣と対応しているものであろう｡とすると

1939年以前の室賀信夫の論稿や報告がこの皇戦地誌

に関する意見｣や　r学磯原理｣に与えた影響関係を推

測することができるo室賀信夫がやはり　r皇戦会｣の

実質的リーダーであったろうと思われる｣と推測して

いる｡すでに地政学的論考を昭和12年の時点であげて

いたとされる米倉や(村上, 1999).昭和10年にすで

に『太平洋を繰る国々』を執筆していた別技の動向と

ともに,今後論証されるべき課題であろうo

特にこの室賀の役割については,戦後の精微な地図

史研究を見ても.戦前における京都学派の『世界史の

哲学』に代表される.ヨーロッパの克服作業の中での

水内
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地政学に与えられたその地理学的批判という役割を室

賀が認識していたかもしれない｡今後の研究課題の最

も本質的部分に思われるo

文章全体に見られる､精神主義高揚の唱和に関して

揺,軍部将校の前での狙喪を許されない緊張感がそう

させたかも知れないという要素も感じられる｡しかし

いずれにせよ.主任教授の号令のもと､弟子たちが生

真面目にフォローしようと.短期間に相当な努力をし

て,担当地域に関する書物や資料を収集し読み込んで

いったのではなかろうか｡その努力とそれを補う博識

を30歳台前後に出しえた個人の資質と時代の状況を､

室賀を中心に今後解明してゆくことは非常に重要な作

業となろう｡

基本のトーンは近代ヨーロッパが作り上げてきたも

のの否定,それは学問的枠組みそのものに対しても.

そしてアジアの植民地になしてきたものに対しての両

者の否定であった｡そして歴史学だけでは達成し得な

い,総合の科学としての地理学が､近代ヨーロッパが

敢行してきた世界歪曲の現状を指摘し,それに代わり

うる革新の大東亜に行き渡る皇道宣布の学的尖兵とし

てふさわしいという論調に支配されている｡

それは室賀の表現では｢国家の倫理的意志と関係し

て打樹てらるべき｣ (後掲室賀分82頁)であり,野間

は｢かくて必然に我々の地理畢は大いなる希望と憤慨

を輿-るものであるが故に,今偏りに地理神話と呼ぼ

るゝもよいであらう｡神話と呼ぶ,それは合理性を鉄

く故ではなく.囲民の魂を永久に大いなるもの八宗り

立て､目標を見失はんとしては再びそこに掃って自己

の行手を見通し再出韓の途につくを得しめるが故にか

く呼ばれるのである｣ (後掲野間分80貢)c

千田(2000､ 206頁)は,室賀の昭和10年代の講義ノ

ートを閲覧した上で,表鰍こ｢邸燕帖｣とはられたあ

るノートを見つけて次のように述べる｡ ｢ ｢郵燕｣とは

境港簸軌からとったもので｢道理に合わないことc

道理らしく説くこと｣という意味である｡-･中略･-0

もしかしてこの貼りつけは､戦後になって.室賀は地

政学に向かったことに対する反省の念からなされたも

のではないだろうか｣｡反省ということばで室賀を括る

ことから抜け落ちる視座は気になるが､この室賀の念

を既に触れた京都学派の世界史の読み直しの中で位置

付ける必要があろう｡同時代に東京帝国大学の地理学

教室に学生として在籍していた石井素介氏からの筆者
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-の私信(2001年2月6日のメール)にもあるように,

｢この時代の思想状況については,表面に出た文章や

記録だけから簡単に一刀両断して貰いたくないものだ.

というのが率直な感想です｣という発言を､大学紛争

も経験しない筆者などは十分に考慮せねばなるまい｡

山野(1999)はより厳しく評している｡小牧およびそ

の門下生の当時の所産に対して, ｢古典の引用や二次

的な統計によった外国の記述は.フィールドの香りを

欠いた,生気のないものといわざるを得ない,古典の

知織の含蓄だけが虚しく感じられ,悲劇的ですらある｣

(1133真)a ｢実証主義者的･野外科学的スクールと,精

神主義者的･書斎科学的スクールの志向の相違｣ (同

1125貢)が,戦後の地理学の命運まで決したという結

論は.筆者には十分に納得されうる｡

山野が詳述した今西錦司学派との対照には本論では

触れていないが.山野の言う｢悲劇的ですらある｣と

いう解釈については少し異論があるc　むしろ､京都帝

国大学史学科の文献史学の大いなる伝統に､新興の地

理学に学問的拠り所をなかなか見出せなかったこと.

小川琢治の漢籍の素養と同時に自然科学看であったと

いうマルチタレントでとてもビッグな初代地理学の教

授の文学部に得てしまった後継のしんどさを物語る当

然の結果でなかったろうか｡それは地理学教室の悲劇

ではなく､ポスト小川の宿命であったのではなかろう

か｡こうした宿命からして文学部の地理学にまっとう

な意味でのフィールドワークを求めることは.史学科

地理学教室の性格からして,考古学以外に無理ではな

かったろうし(小牧が接した留学中の地理学やまた考

古学のフィールドワークはどのようなものであったろ

うか)､短期間のうちに現地に行くこともほとんどでき

ず､主任教授の意向に対処するとすれば,行かずして

文献だけで外国地誌を描くしか方途は他になかったの

ではなかろうれ

しかしこうした地理学に野外科学的スクールを引き

寄せる理系的雰囲気のあったことは,同時の地理学の

講義に地質学からの多くの出講があったことからもう

かがえ,それとは直接関係はしないが､川喜田二郎を

始めとする､フィールド学派を地理学教室から生み出

す学問の雰囲気があったのかもしれない｡なんとなく

自然科学に一番近いように思われて地理学を専攻した

という村上次男の回想(村上, 1999)にもうかがえよ

う｡それを野外科学的スクールと,書斎科学的スクー
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ルの志向の相違というはっきりした対立点として仕立

て上げるよりは､荘漠とした総合科学的な地理学が.

宿命的にそして自動的にフィールドワークをその内に

取り込まざるを得なかったし,かといってそれに対す

る専門技術や知識を教育されているわけでもなかった

のである｡そうした学問状況に. 30歳前後の気鋭の地

理学研究者といえども取りうる選択肢は限られていた

のではなかろうか｡今西らの探検学派に対しては,そ

の言葉の身体的にもつ意味からすると,それを身体化

できない地理学者にとっては.こうした探検の成果に

当面対抗してゆくには,東洋西洋に関する広範な歴史

的素養に加味した地政学的なアジテーションでしかな

かったかもしれないo

しかし科学としての地理学の確立を精神主義的に高

揚した｢吉田の会｣であったが.現在の社会科学的な

視角から地理学の科学性を見る限り,表1に見られる

ような経済学出身で地理学-のアイデンティティを有

していた江津譲爾や川上正鑑,あるいは石田龍次郎ら

の研究のほうにより多くの学問的な洗練.地理学的な

概念の精練化を感じてしまうのは筆者だけではないと

思われる｡またより政策的な関与として, ｢吉田の会｣

のメンバーに,総力戦を見通せるような生産･労働関

係や,国土計画に実際踏み込める教育や情報も有して

いなかったのが真相ではなかろうか｡政策的関与のな

いことを問うのはないものねだりと言ってもやむを得

ないであろう｡せいぜい別技の｢皇戦圏内の生産地域

の分散配置等経済的新秩序建設には必らず地理聾者の

意見を尊重せしむる如くする｣ (後掲別技分79貢)と

いった指摘が精一杯のところであったろうか｡

最後にこうした地政学に対する久武の所見の引用で

もって,この解題を閉じたいc　今日隆盛の批判地政学

の立場からこの日本地政学の問題を位置付け直さねば

ならないと筆者も痛感しているが,そのひとつは久武

(2000. 77-78頁)も指摘する,日本地政学が希求した大

東亜の｢本然の姿｣と,それを正統化する｢歴史的正

義｣の問題であるo ｢小牧や村上のいう｢本然の姿｣が.

即マルチカルチュラリズムというわけではないが､深

く即応しているのは事実である｡しかし.私が注目し

たいのは, ｢本然の姿｣が前提にしている｢経済的アウ

タルキー｣と｢同化侵蝕｣を拒否する,あるいは意図

することが持つ対外的な攻撃力ということ.そして｢本

来の姿｣に収赦される歴史の糸の選りすぐり方という

国内(民族内)の操作が同時におこなわれていくとい

うことであるo　いわば対内的な文化的距離の極小化が

同時に対外的にはそれが極大化されるということであ

る｣｡マルチカルチュラリズムは､しばしば極端なエス

ノ･ナショナリズムに結びつくことを意味するが,こ

うした議論の地平においては, ′J､牧も今西を狙上にの

せるだけでなく.当時の,そして現代日本,現代世界

の地政学的状況への真筆な思考がわれわれにも求めら

れていることを忘れてはならない｡
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表1通称｢吉田の会｣メンバー以外による地誌.地政学関係の主な著作など

昭和10年　昭剛3年　　8酌14年　　竺聖　昭机6年　　昭和17年　　　昭和18年　　昭和9年
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通称｢吉田の会｣による地政学関連史料

表2　通称｢吉田の会｣メンバーによる著作や活動など
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注

｢吉田の会｣のメンバーについては,浅井辰郎による｢別技篇彦

名誉会員のご逝去を悼む｣地理学評論70-9, 1998年による｡

表中の略記:

A本邦に於る官撰地誌編纂の概要

B印度支那半島に於る英仏の侵略とその政策
C皇戦地誌に関する意見

Cl皇戦地誌とは如何なるものとなすべきや

C2皇戦地誌とは如何なるものとなすべきや
C3皇戦地理単について

C4地誌は如何にあるべきか

C5皇戦地理畢の意義
C6皇戦地誌をして如何なるものたらしむべきか

C7皇戦地誌についての私見

C8皇戦地埋草素描

D拳戦原理(無署名:昭和15年2月)
E東方問題の基礎条件

Fシンガポールの軍事地理的考察
G西貫港の地政拳的位置に就きて

DTは『大東亜地政学薪論』での分担執筆地域
上のコアメンバー以外の執筆者は.藤田元春(支那).兼子

俊一(棄弓I).堀川侃(印度支那),吉田敬市(朝鮮水産),

村上次男(ハワイ).和田俊二(大洋州),河地斉-(章州)
村本達郎(ニュージーランド),車内芳彦(中支)

scは『世界地靭封缶硯で執筆予定の地域で未刊行分
地名に下線が入っているのは軍務先.出征先

参考文献:山野(1999)
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本邦に於る官撰地誌福井の概要

(報告室賀)

-,明治以前の官撰地誌

本邦に於る官撰地誌編纂の濫角掛ま周知の如く是を和

銅の古風土記に求むべし　是より先顔中紀四年の候に

四方の志を達せしむと見ゆるを以て其の初見となすも

のあれど.寧ろ之は賞際行政上の必要より烏されたる

地方記録にして､後世の太田文或は検地帳に類するも

のなるべしと推測せらる｡之に封し風土記は♯に一貫

せるイデオロギーを以て統一せられたる純然たる地誌

たる面目を存するもの.蓋し奈良朝に至って我が国家

ゐ体制全く整ひ国威漸く揚ると共に国家意識の勃然と

して昂揚するものあり.この時に昔って囲史を編纂し

て固体を明かにすると共に､之と並んで皇国の地誌を

集成し,この｢うましくに｣が如何に皇化に浴したる

かを額楊せんとせしは,誠に時宜を得たるものと認め

ざるを得ずD之を現存古風土記に就いて見るに､詔勅

に康じて諸国の産物,地の沃癖を牧故するも､尚諸国

に於る神々の説話を記載すること多く､大和朝廷によ

りて之らの国土が如何に経督せられたるかを明かにす

るに力鮎を置きたるものゝ如し｡古風土記中最も湊臭

を存すと稀せらるゝ常陸風土記に於てすら､その語る

ところは此の新附の地に於る大和民族の地理的韓展に

あり､かゝる国土-の認識ありてこそ､初めて皇化蝦

夷地を潤し,国威遠く粛慎に及びしに非ずや｡

然るに其後幾許もなく風土記散供し､平安朝以降又

地誌の撰述を見ず｡ (醍醐天皇の延長年間再び風土記を

録上せしむといふも.之に就きては筆者異見あり､姑

く取らず)昔時の知識階級も亦我が国土に関する正し

き認識を失ひ､却って儒生,僧侶等は外来文化の思想

戦に弦惑せられ.古束葦原中津団と稀-られし我国を

以て粟敬遠土の小固と観じ,偶ゝ日本を摩れたりとす

る者も併法弘通の園なるが故に勝るとなすb (かゝる中

世の連土観に就きては内田秀雄畢士の好論文あり,史

林二ニノー)思ふに俳教に於てはかの須新山を中心と

する雄大なる世界観あり,後世徳川時代に於ても印度

を中心とする世界固(南謄部Jll万園華美園)が我が国

僧侶の手によりて作成せられたる如き､その影響の長

く且つ深きを知るべし｡

一方支那にありては古く島貫あり,漢書以降歴代の

正史みな地理志を載せ,元以降明清に至るまで別に-

統志の撰述あり.世界を皐げて中夏の属国視せしこと

周知の事斉なるが,三千年以束不断に培はれたるかゝ

る思想が,今日に至るまで支那人の世界観に如何に有

力なる影響を及ぼせしかは論を侯たぎるところなりコ

さればこそかゝる畢戟に磨例せられ､自ら東夷と稀し

て漸づることなき日本人を出し,畏多くも皇室の御先

祖を呉の泰伯の有とする薯すら現はるゝに至りしなり｡

(鎌倉時代の僧揮園月の日本史に見ゆといふo江戸時

代に入り林道春等もこの説を支持せり)前述の連土思

想といひ,日本人にして而もかゝる驚くべき謬見に陥

りたるは.全く支那印度の総力鞄対地理畢に封向すべ

き-篇の皇国地誌を鉄除したるために外ならず｡幸に

この間にありて元蓮を研け､南北朝の正閏を明かにな

し得たりしもの､ *に我国を神国なりとする国民的信

念の支持ありしに由る｡而してかゝる信念を博へたる

ものは平安朝以来博士家に侍授せられたる日本書紀等

の史書にして､若し之らも風土記同様散逸したらんに

は.神皇正統記の-篇すら今日あるが如き形に於て存

せしや否やも計るべからず｡固より尊厳なる我が国体

は-,二史書の逸亡によりて云鳥せらるべきものに非

ずと錐も､なほ国史地誌の畢戦に於る極めて重要なる

意義を知るべきに非ずや｡

かくの如くにして我国の官撰地誌は風土記以束久し

きに亘り遂に中絶して又顧みられず,倭蓮の額展,隻

公の朝鮮征伐.或は御朱印船の海外貿易等によって漸

く海外意識の昂揚を見たるも,指導者その措置を誤ま

り.この間に得られたる地理的意識も､それが西欧に

於る昔時最新の知識と軒軽するところなかりしにも拘

らず遂に草間的に体系化せらるゝに至らずして巳み,

そのまゝ鎖国の時代に入れりo

江戸時代は園内交通の敬遠,一般文化の上昇に伴ひ,

多数の藩撰地誌を初め各種の地理的著作を族出せしめ

たるが,その体例に至りては多く漠土地誌のそれに倣

ひ.こゝにも筆戦に於る敗退の跡を見る｡且又その統

一的日本地雷志に於ては優に林羅山の本朝地理史略一巻

(寛永二十年)を存するのみにして.それも昔時東胡

せる朝鮮信使の求に鷹じて摸せられし小地誌に過ぎざ
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其後将軍吉宗時代の井草勃興に伴ひ､五畿内志の如

き統一的地誌の萌芽を見たるが.この機運はやがて幕

府の過大なる日本地誌編纂事業となりて結★せり=　即

ち文化七年大草頭林衡(述有)本邦地誌の風土記以束

室賀



本邦に於る官撰地誌編纂の概要

全く磨れたるを慨し､幕府に建議して昌平坂季問所に

地誌取調所を置き,多敷の畢徒を各地に派遣し,移し

き資料を蒐集し,まづ江戸府内,武威､相模等の地誌

を横せりc新編江戸府内風土記稿若干巻(今侍らず) ,

新編武蔵国風土記稿二百六十巻.新編相模風土記稿一

百二十五巻これなり｡更に伊豆の調査に及びしも不幸

にして中心人物たる林述膏殺し,幕政又漸く傾きて遂

に業半途にして中絶せられぬ｡初め述菅の地誌編纂を

企劃するや先づ資料の蒐集に努め,各種の地誌,地圏.

気候､社寺縁起､金石文等に至るまで凡そ地誌編纂の

用に備ふべき各種の典籍を網羅し,同時に松平冠山候,

間宮士倍等をして是が解題書を作成せしむ｡編集地誌

備用典籍解題二十八巻付録一巻は即ちその成果にして,

収載書二千鯨部,誠に誇るべき日本地理筆書誌なりと

す｡

かゝる用意の下に編纂せられたるこれらの地誌は､

その豊富なる資料とその正確なる書記性に於て音に千

古の償値あるもの,今日摸せられて明日棄てらるゝ錐

地理書と類を異にする所以も亦玄にあり｡一思ふに地誌

に於る資料-の高き評償は既に和銅の古風土記に於て

も見らるゝところなるが､その殊に精薮周到なる鮎に

幕府地誌の特色を存せりo然れどもその編纂の時たる

や恰も江戸時代の傭熟期にあり,この大編纂事業も確

然たるイデオロギーを有し得ず,空しく支那史話の後

塵を拝したるは最も遺憾なりといふべし｡

二.明治政府の地誌乍暮事業

述上の如き幕府地誌の精密なる書経的畢風を貴重な

る遺産として継承し,加ふるに明治維新の大理想を盛

りて和銅以束の間典を補はんとせしもの斉に明治政府

の地誌編纂事業にして,既に摩して皇園地誌といふ,

その意蘭するところを見るべきなりo　然れ共この大事

業も亦半途にして中絶するの巳なきに至りぬ｡今その

顛末の概略を記して参考に供せんとす｡

明治維新の大業成るや.二年勅して三代音録以降絶

えたる国史の官撰を命ぜられ.史局を者和畢講談所に

開設せしめられるC級裁は太政大臣三条書美にして,

これ今日東京帝国大草内に存する史料編纂所の濫勝と

す｡翌五年改めて太政官正院歴史課並に地誌課を置き,

修史と並ひて地誌を編纂せしめらるゝことゝなれり｡

これ*に沼津兵争校頭取陸軍小丞塚本明毅の三条候に
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建議するところその上文を起草せしものは河田熊氏に

して､地誌課開設と共に塚本氏は陸軍より縛じて初代

の地誌課長となり,河田氏亦之に従ふ｡爾後相携-て

この大業に壷痔せし両氏の功績は真に没すべからざる

ものあり｡

かくして同年九月太政官布告を以て皇園地誌編纂の

旨を宣すると共に直ちに府矧こ令して各種資料の蒐集

を開始せるが､恰も明治六年ウィーンに於て寓園博覧

曾開催せらるゝや.地誌課に於て伊能忠敬の*測園に

よる日本地園を作成し,之に略地誌を附して遠く攻囲

の首都に送り,同園政府より賞牌を送らるゝところろ

なる｡蓋し本邦方興の拳初めて異域に輝き､以て筆戦

の端緒たり得たりしも.事′トなるが如くにして而も逸

すべからざる意義を有すとなすべきなりo　この際地圏

に附したる略史を根幹として之に改訂を加-,日本地

誌捷要七十七巻成る｡その首巻二冊に塚本氏の上表文

を附して上に献せしは明治八年一月にして,その全く

刻成せられたるは十年春なりき｡

是より先.大牢五月官制に挙動あり.地誌課を内史

に属し､塚本氏少内史となり.業漸く緒に就かんとす

るの時､宮城大災に遭ひ.者幕府より引き継ぎ或は其

後蒐集せし地誌課の固書轟く烏有に蹄す〇紅葉山文庫

者蔽の伊能忠敬書測勝原本の如き貴重なる資料を失ひ

しも*にこの時にありo昔時者の落牌想ふべきに非ず

や｡然れ共課員等この災厄に屈せず再び資料の蒐集に

専念し漸くにして略ゝ者態に復するを得たりしも.其

後頻りに官制に挙動あり､地誌課は正院より内務省地

理寮に移され.次で修史局(歴史課の後身)に合併せ

られしも,塚本氏と修史局線裁伊知地正治と話合はず.

明治十年十二月急に地誌編纂のこと虜せらるゝに至り.

塚本氏.河田氏共に官を辞す｡この間地誌課再び災あ

り､大なる抱負を以て出額せし皇園地誌の事業も備に

辛苦を嘗めしこと,昔時者の鳥に同情の念を禁じ能は

ぎるものあり.幸にしてこの事業は直ちに内務省地理

局に引継がれ塚本氏等入官に復するを得て日本国郡沿

革考其他敷部の書を編纂し,又各種の地園を刻せしが､

明治十八年最大の功労者たりし塚本氏遂に宿願たる皇

国地誌の刻成を見ずして卒し.地誌編纂の方針にも若

干の嬰更を見るに至れり｡

是より先明治八年皇貸地誌編纂の方針を決定し.各

府矧こ編輯費用を給し,管下の各村にて村誌を撰して

郡に集め､各郡にて又郡誌を撰して之を上らしめ,然



66

る後之を基として地誌課に於て各国誌を纂輯し,以て

全国地誌を大成せんとせりo然れ共各府鯨の調査遅々

として進捗せず,遂に明治十六年地理局樫井勉氏この

計壷を優して各地の調査資料並に関係蘭書類を地理局

に収納し.塚本氏の没後樫井氏自ら局員を率ゐ安房に

至りて寒地調査を行ひ､安房圃誌三巻を撰して明治十

九年之を上梓せり｡次で局員を関東を中JL､とする各地

に派遣し､十九年秋より二十二年春に至って東京,武

威､相模､上線.下線､常陸､上野.下野.甲斐､三

河,尾張等の諸国誌を脱稿するに及びしが,恰も局長

樫井氏徳島綜令に持出して再び中心人物を失ひ.右の

稿本いづれも公刊せらるゝに至らず,翌二十三年地誌

課は文部省に移管せられ､更に帝国大草に属して史話

編纂掛となり､重野安樺博士の統括するところとなり

しも,僅に前記地誌提要の補修等に止まり､見るべき

成績を奉げ得ずして二十六年遂に史話編纂掛も停止せ

られ,地誌課開創以来孤垂を守りし河田氏も官を辞し､

かくして二十年間に亘る皇国地誌編纂の事業も全く中

止の巳なきに至れりc

かくの如く塚本,樫井､河田氏等の苦心にも拘らず,

上司人なく皇園地誌の本義を解せずして地誌課を冗物

祝し､各府鯨亦之に熱意を示さず,編纂の昔時者亦運

営の方途を誤り.遂に奈良朝以東の大業を中絶せしむ

るに至りしは痛恨に堪へずといふべし｡而してこの事

業に於て地誌として世に残せしものは前記の如く日本

地誌提要と安房囲誌の二部のみにして,前者は食卒の

間に作成せしもの､後者もその内容は維新政府の事業

たるに相席せざるものゝ如く.いづれも地誌として高

く評贋せらるべきものに非ず｡蓋し安房園誌の如きは

府鯨の遅滞を憤りし横井氏の拙速主義の所産とも見る

べく､苦心蒐集せし資料を考慮するの逗なかりし篤.

遂に後人を益すること少き小地誌たるに終りしは惜し

むべきところとなす｡後代の学者がこの地誌課の事業

中大に裡益せらるゝところは寧ろこれらの地誌よりも

之が編纂の準備として行はれたる各種の予備的副産物

にして,例へぼ塚本氏の三正綜覧の如き,又河田氏の

地誌目録の如き然り,殊に地誌目録は恰も前述の幕府

に於る編集地誌備用典籍解題にも比すべきもの､二千

四百部に達する地誌の書目として今日に至るも極めて

貴重なる慣値を有す｡

かくして官撰地誌は全く廃せられしも､明治末牛吉

田東伍氏の大日本地名辞書(賓は辞書といふよりも歴

史地理的地誌といふべし) ､山崎直方,佐藤俸鹿両氏の

大日本地誌あり､斯業全く民間に移りて以て今日に及

べりo

室賀
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印度支那半島に於る英俳の侵略とその政策

(昭和十四年十二月)

(塘昔　室賀)

-,植民地獲得の経緯

印度支那半島(註-)に封する白人勢力の侵攻は夙

くポルトガル人によって記録せらるゝも.現在見る如

き近代的植民地の建設は主として十九世紀以降英俄雨

園によりて成就せられたるものなりo

英俳雨固か先進葡蘭諸国を追ひ南東アジアの海上に

購手を延ばせしは既に十七世紀の交にあり｡悌蘭酉は

頻りに宣教師をこの地方に送りて宗教侵略を開始し,

績いて俳園東印度骨社の活躍となり, -六八五年には

泰園プーケット島錫採掘の鞠占､半島西岸ソンクラー

の領有その他の重大権益を収め､ -六八七年には軍艦

三隻兵千四百を送りて盤谷その他に駐屯せしむるに至

れり｡このことは昔然俳国東印度骨社との利害の衝突

を束し,この間泰園内には有力なる棲夷集の撞頭を見.

遂に-六八八年泰園史上有名なるファウルコン革命

(註二)となりて,英俄雨園ともに一時タイ固より政

治的野心を地棄するに至りしものなり｡

その後この地方の商権を掌握せしものは和蘭なりし

が,これより後約百年を経て十八世紀末葉､美園は再

び印度支那半島に侵略の歩みを進め. -七五九年マラ

ッカを占領し､ -七八六年英国東印度骨社は僅か六千

傍の年金を以てピナン島をケダーの酋長より割譲せし

め､更に-八00年海賊の跳梁に名を借りて封岸ウエ

ルスリーを奪取し､玄に初めて馬来経略の基鮎を築き

得たり｡然れども富暁にあってはかゝる港市の占竣は

専ら自国貿易額展の烏の根接地となるに止まり､なほ

大規模なる土地領有を意味するに至らざりしものゝ如

し｡

英国のかゝるマレー半島経略に封し,俳園亦時を同

うして安南園に策動するところありたりc傭蘭西は十

八世紀の中葉安南王との別に図書を交換し.ツーラン

附近に於ける居留地獲得.軍艦派遣等若干の地歩を占

めたりしも.本圃に於る七年戦争の紛糸云,印度に於け

る英国との角逐の敗退等によりその侵略策も漸く消極

的たらざるを得ざりしが.昔時交祉支那に布教せるア

ドラン檎正ビニヨ-･ド･べ-ヌこの形勢に慨然たる

ものがあり,恰も安南に内乱あるに乗じ,療王院宿映

を援助して俳肺西と攻守同盟を結ばしめ,その代償と
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して畠留鳥の領有その他の権益を取得せり,これ-七

八二年の秋,恰も英国のビナン島を得てマレーに最初

の披果占を築きし翌年に当たるo廃王院幅映はかくして

沸蘭西の援助により安南統一に成功し-七九九年帝位

に即きたれば,俳肺西の経略は昔然なほ進展すべかり

しに.悌本圃の大革命により再び頓挫の巳なきに至れ

りc　されどビニヨ-･ド･べ-ヌの打ちたるこの一石

は躯て後述する如きナポレオン三世の安南経略の礎石

となりしもの.傑倫の雄圏空しからざりしというべしo

十九世紀に入るや英俳の勢力は初めて本格的に印度

支那半島に浸潤するに至る｡英国は-七00年代に於

て略ゝ印度経営の賞を収め,更にその鋒を東に延ばし

て大規模なる行動を開始せんとせり｡かの一八一九牢

に於けるラツフルスの新嘉披占領は耳にその-具現に

して,姦に英園の東洋侵略は新たなる段階を劃せるも

のといふべし｡世人説をなすものこの新嘉披占嬢を以

て経納骨議の決定によるマラッカ地棄の代償なりとす

るも､この不毛の小鳥に上陸せしラツフルスの脳裏を

掃去せしものは,想ふに些々たる南洋貿易の利に非ず

して賞に支那への全面的進攻なりしならん｡蓋し支那

は富時勃興期にありし資本主義諸列強の垂渡して巳ま

ざる好餌たりしのみならず,英国の勤敵たる露西亜は

夙くシベリアを領有し北方より極東を埠脱するの勢を

示せり｡この勢を挫き老大清園を自家薬龍中のものと

せんには,英国は道を何回に取り南支那に先づ勢力圏

を樹立せさざるべからず｡況や桐眼なる昔時の英園政

治家は,蕗園のバルカンに南下する力を阻まば勢の趨

くところ自から東方事態急を告ぐべきことを洞察せる

に於ておや｡されば新嘉披の経費は♯にかゝる英支を

結ぶ南海ルートの上に巨然たる大礎石を置き.その東

洋政策の基票占たらしめんと欲せしに他ならずc

かくして英閲は-八二四年の倫敦傾約により再びマ

ラッカを和蘭より譲受け,三六年改廃をピナンより新

嘉披に移し,四周の土侯園と通商条約を結びてその保

護下に入れ,緬旬-の工作と相並んで着々その牌制を

整ふるところありき｡かの-八四○年の阿片戦争の勃

韓は賓に穀上の英国の意園を明かにせしものにして､

文一面より見れば,かゝる南洋に於る経菅の成功を背

景とせしものと断じ得べきに似たりQ　その結果-八四

二年英圃は香港を正式に靖国より譲渡せしめ,更に四

六年にはラブアン島をボルネオ酋長の手より奪取して

薪嘉披と共に椅角の勢をなし,かくして南支,南洋に
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於る英国の制跡ま概ね井現に近づきつゝありきo

果して-八五四年クリミヤ戦争によりて圏南の志を

挫かれし露西亜は,東して支那の連境を犯さんとすo

英国は之を防衛し極東に於る自己の覇権を確固たらし

むべく腐心し,アロー競事件,巨文鳥占領等展ゝ事を

極東に構へしが,遂に我が日本の*力を認識して之に

倍額するの上策なるを信じ､こゝに日英同盟の締結と

なり,かくて明治廿七､八年戦役に於て我が国が蕗国

の野望を全く挫折せしめしこと人の知るところなり｡

この間に於て美園はその封東洋進出根竣地としての

マレー経誉を怠らず､殊に-八六九年の蘇士運河開通

によりこの地が一層その重要性を加ふるに至るや,七

四年ベラ酋長よりデインデインスを略取し.且つベラ,

スランゴール,ネグリ･スムビラン,バハン諸園に英

人顧問を置くに至れりQ　かくして美園の勢力は北上し

て泰国に及ばんとし,更に緬旬と連ねて支那雲南省を

窺ふ形勢を示すに至りしも,こゝに意外の強敵ありて

かゝる英国勢力に括抗せしものあり｡これ即ち,安南

に於ける併蘭西勢力なりとすo

前述の如く傭肝西は本圃に於ける大革命の勃韓によ

りて一時安南より退治するに至りしが.ナポレオン三

世帝位に即くや蓋にビニヨ-･ド･ベ-ヌ等の採りし,

政策を復活し､再びこの地に魔手を振はんとせり｡然

るに安南は既に傭蘭西との修交を悦ばず､基督教を排

斥して宣教師を殺害するに及び､ -八五九年､傭肺西

は之を｡青として西班牙と聯合し.艦隊を脈してツー

ランを攻撃し､翌年交祉支那の要地を占領せり｡かく

して-八六二年西貢倹約なりo　併肺酉は交祉支那三州

と足寄島を割譲せしめ.ツーラン港その他の開港､メ

コン川潮江橋等の重大権益を収め,翌六三年にはカム

ボヂャをもその保護国となし玄主に確固たる侵略の地歩

を占め得たり｡而も勢威更に北に延びて遂に-八八四

年安南の宗主櫛を支那より奪ひて之を保護国とし.一

八九一年この地に印度支那聯邦を組織するに至れり｡

かゝる傭肺西の安南榎皆の一半の目的が亦支那-の

進出にありしこと瞭然たる事賓にして.備蘭西は夙く

より支那奥地の資源に垂起し,こゝに入るルートとし

てメコン川の水運に着目せりといふD　然るに-八六六

年､ド･ラグレ･ガルニエ等によりて行はれたるメコ

ン川探険は,四川省-の湘江に成功せしにも拘らず,

その政治的経済的慣値に於て悲観的なる報告を斎さし

め､その結果俳蘭西の関心は更に北してトンキンのデ
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ルタ,経論､真綿の水路に移り.安南保護領化の後､

俳蘭酉勢力の政治的中心は西貢より北上して河内に樹

立せらるゝに至れり｡まことに越南は演卑の唇歯,唇

歯既に敗れて支那は南部諸州に封する健勝西の功勢を

防ぎ得べくもあらず, -八九五年三園干渉の報酬とし

て南支三省の鞍山採掘権と球道敷設種を輿-､更に-

八九九年庫州滞租借権.雲南錬道敷設樺を許容せしも

亦勢の然らしむるところといふべし｡

然るに南支那は固より香港を有する英国が自己の勢

力圏たらしめると欲するところ,雲南銭道の敷かるべ

き紅河のルートも亦美園の痛かに垂i資せしところなりo

蓋し美園は緬旬より雲南-のルートを延長して-は揚

子江の上流に連絡せしめ,他は紅河ルートに結んで印

度支那半島半島の基底部を横】軒せんと欲すo　而もこれ

らの希望は地の利を得たる偉材西勢力の摸大を防ぎ.

一方傭蘭西の力が安南より酉して泰園に及ばんとする

や,これが阻止に努力し.十九世紀末葉より今世紀の

初頭にかけて英俳勢力は南支並に泰園に於て相括抗す

るの形勢を示せり｡日露戦役の昔時､備蘭酉が頻りに

蕉園に好意を示せしは,その一半の理由をかゝる東洋

に於る英俄雨園の関係に求め得るところなりとす｡

十八世紀末に於ける印度支那半島の形勢を見るに,

英国は既に緬旬,馬束を略取し.悌肺西は安南に宗主

樺を確立し,この二頭の財狼の爪牙を腹背に受けてし

泰園の運命こそまことに風前の燈の如くなりきe　果し

て俳蘭西はまづラオスかもと安南なりしを｡書として

-八九三年こゝに出兵し,泰固よりルアン･プラバン

の地方を奪取し,更に之に満足せずシャム滞東岸チャ

ンタブリ州地方の軍事占領を行ひたりc　かゝる沸軒西

勢力の西漸を悦ばざる英国は, -八九六年価肺酉と折

衝してその侵略の阻止に成功し,相互の許諾なくして

泰園に出兵せず,又他園の侵略には共同して之を防衛

することを約し,更に一九○四年再び英僻協商してメ

ナム川を境として雨園の勢力範囲を決定し､且つ相互

に泰園の濁立を保障すべきことを規定せり｡かくして

泰園は緩衝圃として終にその甥立を維持し得たりしも,

食費なる英俳南国の魔手は之を以て巳むべきにあらず､

一九○七年俳肺酉は治外法権撤蕨の代償としてカムボ

デヤ西部の地帯を悪食し,一九○九牛英国も領事移審

種摩止に代-てマレー半島に於けるハリス､ケダー.

トレンガム,ケランタン四州を割譲せしめたり｡こゝ

に至って印度支那半島に於る土地獲得の葛藤は一席安
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定し､今日見るが如き国境を現出せしめたるものとすB

之を通観するに英俄雨園の印度支那半島に於ける侵

略は凡そ三期に分つことを得べし,その第一期は十八

世紀に於ける縁遠要地の占取にして.即ち英国の卑南

島奪取､傭肺西の崖寄島及び酉貢地方-の工作に現は

るゝところなりo　而してこの時代は主として南洋に於

る自国貿易の嶺展に重きを置きたるのゝ如しo　その第

二期は十九世紀に於ける韓展時代にして.英国は薪嘉

披占領に初まり半島南部の諸州を保護領化するに至り､

傍新西も遂に交馳支那を領有しカムポジャ,安南を保

護囲とせりc　第三期は今世紀初頭に於る固成時代にし

て,英傭それぞれ泰園の領土を掠め以て現在の国境を

形成すると共に互に泰園に於ける勢力範囲を劃定し,

一恵の安定に入りたるものなり｡

而してこの第二期脊展時代に於て英僻両国とも鋭意

この地方の植民地獲得に力を注ぎしが､而もその鼻意

は必ずしも馬束或は安南の資源,貿易にのみにあるに

非ず,寧ろ支那は極東に封する工作基地たらしむるこ

とを一半の目的とせしに既に述べしところなりc　思ふ

に印度支那の藩犀たり｡この他を財狼の春喧に重ねて

何ぞ雨域の全きを保せんやo歴代支那王朝の強盛なる

もの常に印度支那諸邦をしてその正冊を奉せしめしは

史乗に明かなるところ､今英俄雨園の極東侵略がこの
ヽ　　　ヽ

地を基鮎とする所以の偶然に非ざるを知るべしo　今や
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ

日本が東亜新秩序建設に溝進しつゝあるの時.支那を
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ

窺叙するこれら者勢力の印度支那半島に於ける存在が
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ

果して許容せらるべきものなりや否や｡退嬰を事とす

る堂上君子の三省を庶幾する所以なり

(註-)本篇に於ては泰園.英領馬束,俳印を主と

し､緬旬は猪首者米倉君に謙りてたゞ開渉するところ

mxn

(註二) Constantin Faulconは希腹人にして昔時の

泰政府に有力なる位置を占め,美園東印度骨社の勢力

と括抗する鳥悌冊西勢力と結びしが,遂にこの年鹿刑

せらる｡因にファウルコンの妻は日本人なりとい-り｡.｡

二,英領馬束に於る美園の政策

美園の馬束侵略が,この地の極東或いは太平洋に於

ける活動根竣地としての高き評慣に基くものなりしこ

とは既に述べしところなり｡このことは今日に至るま

でこの植民地に封する根本方針として不撃に堅持せら
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れ束りしものにして,かの新嘉披要塞の築造こそかゝ

る英国の意園を明白に具現するものといふべし｡新嘉

披軍港の問題は華府軍給食議以後初めて世人の注意を

惹きし如きも,而もこの地に軍事施設の行はれしは夙

く-八八二牢にあり｡殊に-八九○年より九三年に至

る間その強化の烏に海峡植民地は年々十高碗の東金を

行ひしことありて,既に今世紀の初頭には堂々たる大

艦隊を容るべき金城湯池を現出し居たりしなりo

かゝる軍備の充*と相並び,英国はまづこの地経済

的開額を第一の主眼とし,僅々半世紀の間に見事なる

植民地を形成し.且つこの狭小なる半島を以てゴム･

錫に於ける世界制覇を完成せり｡而もかゝる経済開葬

の異の意味は坊間にいふ如き利潤の占取のみにあらず､

寧ろ馬束自身の政治経済的書力を育美し.以て亜欧連

絡の関門たり南洋海面の線括看たる馬束の地理的位置

の優秀性を強化せしめんと欲せしものと解すべし｡従

って馬束に於る英国の政策は.この植民地自腹の繋柴

を希求し,極端なる本圃主義に奔ることを避けんとす

るものゝ如し｡これ後述する俳印於る沸斬西の政策と

好箇の封照をなすもの,大盗と小盗と自からその気字

を異にせるを知るべし｡

英国営局者がその開襟の首初より馬束の熱帯農業に

留意せしことは.かの有名なる新嘉填植物園の創立が

既に-八二二年に潮るを以っても知り得べし｡この植

物園が新種の移入と栽培とによりて如何に馬束農業の

鞍展に資したるかを想えば､その設立を珍花ラフレシ

アにその名を戎すラツフルスの植物学に封する個人的

噂好にのみ蹄せしむるべきに非ず｡馬来はその領有書

初の胡轍栽培をより甘煮.伽排等各種の襲遷を経､ゴ

ムに至って大なる成功を収め,他方古束有名なる縁鎌

の大規模なる採据を開始し､雨音相並んで共に世界産

額の四割内外を産出し.以て斯界に君臨するを得たり｡

殊に一九三○年以降の世界不況に際しては,この受難

期を巧に利用し,ゴム.錫共に国際限産協定を結び､

競争生産国をして強制的に之に加入せしめ,自ら最高

の割首長を享有すると共にこの協定の事賓上の支配者

たる位置を獲得せりe (註-)この大生産力とこの巧妙

なる工作とを得て薪嘉披は初めてその自由貿易港たる

機能を充分に尊拝し,近隣諸園のゴム,鏡は沼ゝとし

て馬束に流入し.その仲継貿易に委ねるに至れり｡而

もこの両者はいはゞ南洋地方の特産ともいふべきもの

なるが故に.馬束は世界に於るゴム,錫の供給に絶大
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の勢力を得,以て両者の商権を聾節しつゝありc　現世

界に於けるゴム､錫の最大消費者はアメリカにして.

その需要の大部分を馬束に仰ぐが故に,人展ゝ馬束の
ヽ　　　ヽ　　ヽ

斯業を支配するものは米国産業なりと説くも､吾人は
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ

寧ろ米国産業の隆替を支配するものは馬束のゴム､錫
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ

なりといはんと欲す｡英本国は故らにこの所産物を馬

束より購求せず､却って蘭印.ポリヴイア等の外囲に

求め,馬束産品の過半を米国に送りつゝあることは.

恩ふに米国を周東に緊縛せしめ以て南洋に於ける英園

権益の番犬たらしめんとする校智に出づるものと断ぜ

ざるを得ず｡而もかゝる好請なる詐略を★現せしめ得

たるものは,要するに前述の如きマレーの地理的位置

の優秀性と之を支持する大生産力にありしこと言を侯

たずo　これ井に英囲普局者が不断に馬束経済開矧こ専

念したる賓に他ならざるなり｡

馬束経済開単に於てその枢軸をなしたるものは英園

の資本投下にあり｡ R.K血dersleyが一九三一年未の推

定によれば英園の封マレー投資は賓に一億八百寓碗に

達し､そのうち九千寓梯はゴム栽培に投下せらるc　洩

る千八百寓碗も鏡業或は交通設備等に充用せらるゝも

のなれば,この巨額の資本は全く馬束の産業にその全

部を投下せらると稀するも過言に非ずD加ふるに日米

並に華僑の投資も多額に上り､相共に馬東経済今日の

賑盛を招束せしものなりo

かゝる経済発展の鳥の具線的方策としてまづ注目せ

らるべきものは.驚くべき交通網の整備にあり:,蛾道

は延長-○六八哩,現在西岸線と中部銀と二候の縦貫

線を主要幹線とし,いづれも盤谷と直通して泰園を新

嘉坂のヒンタ- ･ランド化すると共に半島の大動脈た

るの運命を有するものなり｡之に封し道路は延長七五

00哩,極めて高度の整備の準備を見.産業地域に於

ける毛細管たると共に又横断報道なき今日に於て東西

両岸の連絡にも重要なる役割を演じつゝありo　現在報

道並に道路の分布は西海岸に密にして東海岸疎なれど､

東部の漸次開韓せらるゝに伴ひこの方面-の建設も進

行中になるが如し　G.M.And柁WSの計算によれば,繊

道-哩宮人口三九セ七人,道路-哩富面積五千方哩に

して､この数字は我が日本を凌駕し,アジア諸園第一

位にあり､以てその如何に高度の鞍達を遂げしかを知

るべしo

一方産業の鞍展に緊要なる努働力の間矧こ封しては

如何c.罵束半島の土着民は所謂馬束人なるが.人くち

室賀

稀少,且つ能力低く,英園の近代的植民地建設に参加

する資質に秋くるところありo　さればこの目的の鳥に

英国は従束この他に韓展せる支那人及び印度人を労働

者として粒致し束れり｡一九三五年未に於る英領馬束

の人口四五七寓にして,そのうち土着の馬束人は四

五･九%を占むるに過ぎずo　之に封し外束民たる支那

人は三○ ･七%､印度人は-○･三%に達す｡而も支

那人は能力に於て最も優れ.各方面に著しき進出を示

し,殊に熟練努働者は之を措いて他に求め難き状態に

あり｡されば英富局も移民の保護には充分の注意を梯

ひ,印度人に封しては移民基金制度を設け,支那人に

封しては華氏保護局を以て之に昔らしめ,且つM議骨

等にも支那人を参加せしむる等各種の手段を講じつゝ
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ

ありQ併しながら馬束産業かその努働力を全く海外移
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ

民に仰ぐことは,その隆々たる外貌のうちに秘められ
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ

たる最大の弱鮎にして9　充分なる注目に値すといふべ

u

英国が地政畢的因由により馬束の経済的繁桑を希求

し,従ってその政策は産業開矧こ主眼を置くことかく

の如しo　されば馬束に封する英国の態度か極端なる本

圃主義に奔らざるは寧ろ昔然といふべきも,之を以て

英国の呼妹する如くこの地に植民地搾取なしとするが

如きは全く単なる読軌こ過ぎざるものなり｡土着民た

る馬束人はケダー､ケランタン,パリス,トレンガヌ

等北部諸州に於て政府よりの土地譲渡に特典あり,一

席の保護を受くるが如きも､辛はその能力の低劣さに

よりて近代的植民地建設-の参加を阻まれし馬衆人を

この地方に追込み､移民による人口の急激なる増加に

よりて不足せる食料即ち米の生産を行はしめんとする

ものに他ならず｡又英領馬束の政治組織は直轄領たる

海峡植民地と九つの保護園とに別れ､後者は従束の主

によりて組織されし政府と州話合を有し,或る程度の

自治を認められるゝも､之も書はかのdivide andrule

の-形式に過ぎず,小王国を封立せしめて馬束人の結

束を拒む一手段たるものなり｡但し馬衆人には見るべ

き民族意純なく､馬束植民地建設に昔り英園が恰も無

人の野を開くが如く意のまゝに之を遂行し得たりしも,

一に時かゝる馬衆人の無抵抗によるものと信ぜらるゝ

ところにして.されば中途に於て美音局者は寧ろ領内

統一の方途に出でんとせしが如し｡かの聯邦州の結成

の如きその-具現なりしが.其後再び地方分樺主義に

復蹄し,現在にありては聯邦州も非聯邦�"J-Hとその音質



印度支那半島に於る英備の侵略とその政策

に於て大差なきを見る｡されどかゝる分権主義の復活

は固より地方自治の尊重にも非ず,又民族的問題の懸

念にも非ずして全く財政的搾取の意廟よりなされしも

のなりe　即ち直轄領植民地と保護領との間に自ら差違

あらしめ.一方各保護領の韓展に籍口してその州に経

済開額の費用を負梅せしむる篤には地方分樺主義によ

るを最も便宜なりとするに由る｡海峡植民地と聯邦,

非聯邦諸州を問はず,産業開単の鳥の費目が最大を占

むるはこの植民地に封する英園の根本方針の然らしむ

るところとして怪しむべきに非ざるも,海峡植民地に

あっては治安,教育,衛生等の杜骨的施設に封する費

目比較的多く.歳出の二五%に近きに封し.他の保護

領諸,)帖こありては僅ゝ-○%を超えず.歳出の殆ど全

部が直接間接に閏年費に充昔せらるゝを見る｡殊にジ

ョホ-ノHtiの如きは歳出の二四%に昔る年額五○寓横

の英本国-の献金を課せられつゝあり｡而も各州は之

を以てなほ足らず,更にそれぞれ公債を負ひて開韓費

に充つ｡然るに海峡植民地は,これ亦公債を有すと錐

も､その半は新嘉坂及び卑南の市政府及び港務委員骨

に,他の半は馬束聯邦州に再貸付せられ,寧ろ之によ

って利鞘を収むる立場にあり｡

かゝる直轄領に厚く保護領に薄き政策の一例を吾人

は更に一九三三年の新通貨法に見出すことを得べし｡

従束馬束に於る通貨錬行は海峡植民地に一任せられ,

他の保護領諸･)州j:之に関する責任を課せられざりしも,

この新法案によりて諸�">Hを之に参輿せしめ,各州それ

ぞれの比率によるAll Malaya Fundを新たに設定し.

紙幣額行額をカグァ-すべきCurrency Fundの収入

による剰鯨金をこゝに繰入れ各'Wの要求に唐じて梯戻

をなすも.不足の時はこのAll Malaya Fundより

CurrencyFund-繰り戻すこゝとせり｡されば現在の

如く幸にしてCurrency Fundに鯨剰額ありて之を一

般植民地合計に繰入れ得る時は各州その割合に鷹じて

利益に典かれども,不足の時は補償の義務を有するの

みか.蘇-支梯不能のwありとしても連帝責任により

てその分も他の各州が分梅する規定なるを以て,通貨

を専行する海峡植民地昔局は之によって基金の安全性

を著しく相加せしめ得たれども.保護領諸州は何ら関

知せざる白人の資金運稗の鳥に強制的に損失補償の義

務を負ふに至りしものなり｡

なほ馬束諸州の支出はその大部分を租税収入に仰ぎ

つゝあるものなるが,零細農民たる馬束人には殆ど婚
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税力なく,主として外来移民たる支那人の負塘による

こと注目すべき現象なりとす｡これ即ち支那人の商業

と産業とが馬束韓展の基金をつくると稀せらるゝ所以
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ

にて､労働力の供給と租税の負楯とに中枢的位置を占
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　　ヽ　　ヽ　　　ヽ　　ヽ　　　ヽ　　ヽ　　　ヽ

むる英簡馬束の華僑問題こそ略束割目に値するものな

りと思惟す｡されば,前述の如く英富局も支那人の保

護には充分意を用ひつゝあるが,而も非人道的なる阿

片専専制度を布きて之を支那人に膏付け､彼らの孜々

たる勤労によりて得たる所得を搾取することを忘れず｡

海峡植民地に於ける阿片収入は算に租税収入絶額の四

○%に及ぶo　而も酒､煙草もrE]教徒たる馬衆人は多く

之を噂好せざるを以て,之も大部分を支那人の負揺す

るところと見徹して大過なきなりc

之を要するに英領馬束に於る英園の植民地政策は経

済力を充*し,この他の優秀なる地理的位置を強化せ

んとするにありc　されば馬束は単に馬束それ自鰻とし

てみらるべきものに非ずして,西に印度を控え東に支

那濠州を擁する英国東洋政策の重要竣鮎として考察せ

らるべきを要す,この地に存する`卜者ノ1イ歯音,占盲w

轟音.宥*IJH宥等の如きも,馬東経清閑韓の篤のい

はんより寧ろアジアに於ける英国金融網の有力なる一

翼たる鮎に注意せさるべきものを有す｡一般に馬束経

済はかゝる地勢畢的根接に立ち,線力戦的形態を採るo

東亜新秩序建設の側塵たるもの､決して薪嘉披の海軍

根塘地のみに非ざるを知るべしd

(註-)ゴム限産協定加入国はマレー.蘭印,英印,

セイロン.ビルマ,北ボルネオ,サラワク.タイにし

て,肺印､タイを除き絶て英帝国領なれば,こゝに有

するマレーの韓言様の大なるは言を侯たず.,

錫は協定参加国セカ国に封し決議投票数廿票を次

の如く割昔れらる

馬束　五､ポリヴィア　四,蘭印　凶､タイ　ニ､

コンゴ　ニ､ニジェリア　ニ.傭印　-､

即ち英国系はマレー.タイ,ニジェリアにて常に

確♯に九粟を有し.その他の-圃と結べば過半数を得

て自己の欲するまゝの決議を採挿し得べし｡

三､俳印に於る俳甘酉の政策

俳肺西が東部印度支那半島に侵略を行ひしは､その

企圏するところ南支並に支那奥地-の経済的帝展の篤

の根接地獲得にありしこと先に綾述せしが如し　この
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鮎は馬束を以て極東政策の基地とせる英国の方策と極

めて類似するところありしも,その後の植民政策は英

国の馬束に於けるが如き一貫せる根本方針なく,結局

土民の搾取を主鰻とする極端なる本圃主義に奔せり｡

併しながらこの両者の相違は又土着民族の問題にも

蹄せらるべきものにして,英国は能力低き少数の馬束

人より成る馬束に於て見るべき民族的抵抗を感ぜぎり

しに反し.傭蘭西は､人口二千三百寓を敷-過去に於

て比較的高度の文化と複雑せる歴史を有せる有力なる

土着民族を統御すべき難事業に逢着せしことを考慮す

るを要すo　而も俳肺西は昔初よりその統治政治に動揺

ありて一定の方針を得ず,同化主義と保護主義とは統

治者間に於て常に封立を見,線督の頻繁なる更迭と共

にその政策も聾し,徒らに植民地の民族間題を複雑化

せしむるのみなりき｡

併しながら結局勝利を得たるものは保護主義にして,

その出演者として､その賓現者として輝かしき名を傭

印統治史上に重したるものはDe Lanessin Paul

Doumer等なりき｡ことに十九世紀末より今世紀初頭

に至るDou皿erの絶督時代に於て俵印は全く面目を一

新せりといはる｡昔時の係印は厳格なる同化主義と多

数の傭人官吏の私慾の鳥に疲弊沈滞し,開軌ま何ら進

捗せず,西貢港の如きもPg十年以前の者態にあり,蘇

嘉披の急速なる専展に比すべくもあらぎりきc

Dou皿erは着任以素直ちに之が改革を企廟し.まづ

政治に於ける土民の借統を尊重すると共にそれぞれの

地方的事情の相違によって統治すべく努めたり｡かく

して交祉支那は直轄植民地として.カムボヂヤは土王

の支配する保護国として.安南は資質上植民地に近き

保護国として､又トンキンは地方圏鰻を中心とする自

治園として統治せらるゝに至れり｡然しながらかゝる

土民の倦統と地方的事情を考慮せる保護主義が決して

土民の福祉を欲するものに非ずして軒ま土民をして徒

らに反抗に奔らしめたる同化主義の弊害を修正し,以

て傭蘭西政権の強化を企園せしもの,さればDoumer

は更に第二段の工作に入り､聯邦機構を輩固ならしむ

る篤関税,通信.交通.公共事業,裁判などを聯邦政

府の手に収めんとせりc　この実は各州の完全なる濁立

を否定するものとして烈しき反封運動を招きしが,政

府は之を押切り.その企園を*現せしめ,かくして印

度支那聯邦は完全なる政治的統一鰻となり､線督の権

限も著しき強化を見たりしなり｡

室賀

かゝる政治工作に成功せしDou皿erは更に経済工作

にも鮮かなる手腕を示せり｡昔時の俳印財政は年々巨

額の赤字に苦しみが.之を改革すべくDoumerの採り

しものは間接税の徴収なりき即ち阿片.アルコール､

竪の尊者にして.之によって莫大なる収益を皐げ噺邦

財政を歳入超過に韓ぜしめ得たりしが.之が土民の利

金を犠牲として行はれしものなること後に詳述するが

如し=　かくて財政の基礎を固め,更に公債を募りて道

路､蛾道,港滞等の工事に着手せしが,之もその政治

的意味を多分に有し,園内経済開嶺は寧ろ第二義的た

るの観あり｡例へぼ昔時計圭させられし報道はかの雲

南銀道と俳印縦貫線となるが,雲南繊道の政治的は言

はずもがな,縦貫線にあってもその主眼は聯邦諸州を

一線に連絡し､且つ二大漣鮎たる西貢,河内を結ばん

とする統治上の目的に出てしが如し｡道路は主として

トンキン及び交祉の平野に分布し､産業開襟の鳥に貢

献するところ大なれども､なほマレーに於る道路網の

鞍達に比すべくもあらざるなり｡

かくの如くDoumerの政策は沸仰酉統治権の強化と

土民搾取による財政の確立に向かって集中せられたれ

ば,産業の鞍展は多く顧らるゝところなく､土民農業

は無視せられ,且つ本圃と競争的なる一切の産業は抑

止せられたりo論纂炭魂の衰退, '#'餅セメント工業の

没落は一にかゝる政策の現れに他ならず｡更に未墾地

の開韓,貿易の韓展についても昔局者は熱意を示すこ

となく,要するにDoumerの方策は疲億せる土民を鞍

うって専ら政府の収入を目前に相加せしむることにも

に努めたるものといふべし｡

Dou皿er去りて後もこの方針は遂に漁るところなく

踏襲せられ以て今日に至りしものにして.以後善政を

言風まれしSarrant等のなせしところも結局同化政策時

代の遺物に若干の改革を奥へたるに過ぎざりき｡

されば､俳肺酉の併印に封する工作の根本に存する

ものは土民の搾取にて,その-,二の列を畢ぐれば,

まづ人頭税の賦課の如き.その最も著しきものなり｡

トンキンに於ては十八歳以上の土民男子に年ニピアス

トル五十セントの人頭税を課す｡これ軒こ土民が一日

十二時間労働によりて取得に述べしところなるか､そ

の烏に行はるゝ阿片専膏の如き,非人道的搾取として

最も排斥すべきものゝ-なるべし｡禁止論なきに非ず

とい-ども何ら*敦なく.河内のみにて阿片窟千を算

すといふo　害毒の渉透知るべきに非ずや.又アルコ-



印度支那半島に於る英俄の侵略とその政策

ルは音素土民が自家用に酸造しその粕を以て養豚の飼

料に充て居たりしもの,之亦専膏となるや土民は品質

粗悪にして而も高慣なる酒類の購求を強制せられ,従

って苛酷なる刑を以て臨むも密造者絶えず､遂に暴動

事件まで惹起せしことあり｡地租その他の直接税もい

づれも重税にして,従って之が軽減を要求する撃高き

も常に拒否せられ,土民の言論は極度に塵迫せられ

つゝあり｡一方土民には強制的に兵役を課し,第一次

敢洲大戦に於ては十寓の土民軍を吸火に曝さしめたり

き｡かゝる徴蓉制度は膏に兵役に止まらず,労働力に

も及び,政府はその必要とする公共事業を行ふに昔り､

労働者並にその輸送機関を徴賛するの権限を有す｡こ

れは各地の理事官又はその代理者の一片の命令により

て行ひ得べく､而も官吏並にその荷物の輸送にも適用

し得らるゝもの,全く土民を奴隷視せる悪法なるに驚

かざるを得ず｡なほ一般に労働者は契約期間中旅行の

自由なく､又白人に雇傭されし労働者並に碑僕は一定

の登録帳,寓鼻,指紋その他の書類を有する義務あり

と規定せらる｡白人が土民の人格を無視すること極ま

れりといふべし1

されば土民の白人に封する怨唾の菅絶えず｡偶ゝ之

を緩和すべく普局の行ふ懐柔策も却って酷しき反感を

呼ぶ結果となるは寧ろ昔然なりといふべしG　その一例

は土民官吏の制度にして､昔局者は特に下級の官職を

埠設し,これに土民を採用してその歎,しを買はんとせ

しが,かゝる土民官吏は却って大衆に封し苛酷の態度

を以て臨み且つ収賄を事として却って一般土民の怨を

買ひ,やがて民族的濁立運動を温顔せしむるのみなり

き｡又政僻まこの地に於てフランス的教育を施したる

土民青年を本圃へ送り､以て本圃文化の進歩を知らし

め.鈴蘭後官吏として利用せんとせしも,彼らの多く

は滞俳中共産思想に感染し却って民族解放運動の主力

となりし鳥､現在はかゝる土民青年の留李を禁止する

に至れり｡

この現状にあってこゝに駐割する傭肺西人官吏はこ

の地の開韓に熱心ならず.例へぼ,一九一一年の傭人

官吏五六三名のうち完全に土語を解するもの僅に三人

なりしといふ｡この怠慢は殆んど-を得て博統となれ

るが如く､彼らはこの遠隔の地にあって専ら自己の保
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身に努め,無事任期を了-年金を得て故細に蹄臥する

ことのみ夢みつゝありo而してかゝる多数官吏の年金,

年俸､退職金等は年々甚だ多額に上り､以て係印財政

を麿迫しつゝあるなり｡

経済開鞍は今日に至るも著しき進展なく,たゞ博統

的なる米への偏倍経済を管みつゝあるが,最近の世界

経済の情勢に刺戟せられ漸くゴム等の栽培の鞍展を見

たり｡然れども資本家のこの地に事業を開かんとする

者､まづ政府の補助金を申請し或は利権の獲得を圏ら

ざるはなく,政府より利権の提供を見ざれば開韓事業

は行はれざるのみか,この鳥に利権を繰る疑獄の韓生

さ-稀に非ず｡これ英国が植民地に於ける利権請求者

を白眼視する態度と育填の差ありといふべく.従って

俳肺西の係印に封する投資は七十億法とも百億法とも

稀せられ馬束に於ける英国の投資と軒軽するに足るも.

その★績に於て著しき相違あるはかゝる精神的弛緩を

最大の原因となすべきに似なり｡

貿易に於ても又極端なる本圃主義にして､この地を

傭蘭西商品の市場として確保することにのみ努め.ひ

たすら外囲商品の流入を怖れて鳥に悌印自鰻の経済的

額展を阻害するを顧慮せず.従って悌肺西は却って悌

印物資の本圃流入に苦しむに至れり｡

之を要するに,印度支那に於ける沸蘭酉植民地経費

は成功を以て稀せらるゝも斉はかくの如き噛ふべき矛

盾に満つ｡馬束か経済開鞍を第一義として馬束自身の

経済力を向上せしめしに反し,係印は寓事を犠牲とし

て土民の搾取による政府収入の相加にのみ専念し､烏

に経済的鞍展は著しき遅延を見､健勝西富初の意園た

りし支那-の進出もその預期せる効果を奉げ得ざるの

みか.今は印度支那自腹をも防衛する資力なく.往時

タイ園に於て争ひし英国に専ら追随し,その協力の下

に綾に領土の安全を保ちつゝあるものにて,これ華尭

誤まれる本圃主義の罪に節すべきものなりと信す｡

以　上

(附記)泰園に於ける英傭両国の工作は,本篇第四季

に充つべきものなるか,之については前同報告中に詳

述したるを以て今省略に従ふo　前同報告中｢列強との

関係｣の章を主として参看せられ度し｡
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皇戦地誌に節する意見

(昭和十五年二月五日)

目次(水内加筆)

皇戦地誌とは如何なるものとなすべきや(浅井辰郎)

皇戦地詮とは如何なるものとなすべきや(朝永陽二郎)

皇戦地理拳について(柴田孝夫)

地誌は如何にあるべきか(松井武敏)

皇戦地埋草の意義(別技鴬彦)

皇戦地誌をして如何なるものたらしむべきか(野間三郎)

皇戦地誌についての私見(室賀信夫)

皇戦地理拳素描(米倉二郎)

室賀　他

皇戦地誌は如何なるものとなすべきや

(浅井辰郎)

-､皇戦に於ける地理拳の地位

皇戦とは千差幕別の形態､方面に亘って東洋に渉潤

しある欧米的悪意を弱化,改俊せしめ,以って東洋の

特性を韓挿し､全世界の揮然たる調和､人類の正首な

る生活を蘭さんが烏に我が日本の起したる最も歴史的

なる戦争なり｡

従ってその手段は欧米的窓意の多種なる以上に多面

多様に亘るべき園家線力戦たるべからず｡

国家線力戦の基礎丁場にあるべきか,古-既に｢地

ハ政ノ始ナリ｣と云はれしを侯つ迄もなく､そは大地

なりc海､陸､空三者を平面的且立体的に綜合せる土

地空間なり｡線力戦の基礎たる土地を理解し,これを

鷹用する事恰も｢自家薬篭中のものと烏す｣者は線力

戦の勝者にして即ち優れたる政治家(最も康義の)た

り得る事最も明らかなり.

地理拳とは土地理解の方法を尋ね,且商人をして土

地を鷹用せしめんが烏,土地を正確に記述するを既に

人類額現以束-敢て過言といふべきに非ず-使命とす

るものなり｡地誌と云ひ,ジオ･グラフイヤ(地を描

く)と云ひ,共にこの使命を語源とし,今日に至るも

のなり｡なほこの土地とは単に自然的土地のみに限ら

ず､その上に生起する人間をも含む事首然なるを姦に

HI

皇戦と地理畢の間に前述の如き不可分の関係あるは

今更賓言を要せざらんも只､今日の我が固の地理畢が

かゝる要請に康じ得ざる票占あるは亦多言を要せずo即

ち現下地理畢の皇戦の要請に鷹じ得ざる鮎は至急に改

革補填せられざるべからず｡此虚に狭義の皇戦地埋草.

或は皇戦地埋草中至急完成さるべき部門存在すD

皇戦は既に始まれり｡正しく康き地理拳全体(換言

せば康義の皇戦地理撃)は暫く措き,次には至急革新,

補填さるべき狭義の皇戦地理畢の特性を記述し,批判

を仰がんとするものなり｡

二,皇戦地理拳の研究法(土地理解法)に於ける特性

イ､あるべき姿の決定と記述

今日迄の所謂景観地理華なるものは土地を有機的に

理解せんとする鮎､適切なれども.唯土地の現状に注

目するを主とし､その土地に封する既往の人間的悪意､

或は意志による土地相嬰改の可能範囲を明らかにする

事少なかりしと言ふべし｡即ち未だ欧米的悪意の易り決

も､最適度の鷹用もその土地に封し行ひ得ざるなり｡

立に於て皇戦地理畢はこの鮎を改革,補填し,土地を

異に理解する一方.具体的一例としては国土計主にも

参輿し得べき態勢を備ふべきなり｡

ロ､日本及ひ東洋地理畢史の再建

前項の土地理解の正否も.勝又､土地に封する欧米

的悪意存在の有無も之を官設し得べきものは地理畢史

を以て尤となすD然して吾々に土地の力の大なると共

に人間意思の強大なるを示し,吾々の土地に関する革

新的前進を鞭樺するもの又地理畢史を措いて他なし｡

歴史は理論を賓託すると共に情的にも人間を鼓舞せし

むるものなればなりこ

日本及び東洋地理畢史の解搾に一貫せる理念を有せ

ず,現状の説明も附曾に過ぎざるものゝ如しこ今,日

本,東洋の地理畢史を再建し,歴史諸事象の解搾に皇

戦理念を以てし,姦に現在に向け流るゝ如く展開する

日本東洋地理畢史を建設するを得ば只に地理学史の大

収穫たるのみならず,又以て皇戦理念の公正異♯なる

を書記し得べし｡

三､皇戦地理撃の鹿用方面の特性

上述の如くして得らるべき土地の理解､書記は世界

各地域に就て行はれ､その結果は皇戦地諒として記載,

保存され,商人の席用に資すべきなり｡

鷹用方面は無限に庶幾からむも次の如くも分類さる

野m

イ､野外的唐用



皇戦地誌に関する意見

一例日日･-･-･世界新分割

駒極の世界は知らず､暫くの間現時諸国家の生

存するに方りては世界は各種気候帯を同様に含

有し､夫ゝ国家生活を完全に近く督み得べき､南

北に長き国家となるべしと云はるゝ如く,この世

界は先づ数個の圏に別るべく､その折の土地分割

は勿論地理拳の鷹用を侯つものなり｡

ロ､封内的唐用

既に行はれつゝある皇戦の最大基礎として,地理畢

は新たに認識,要請さるべきであり,又次第にされつゝ

ありQ　皇戟曾に地理研究機関の出現せるは偶然ならず

して必然といふべく.従って線力執政府の出現には恐

らく地理省の新設も賓現すべし｡明治の内務省地理局

は生育せずに終りしかど､線力戦に滞然たる地理学の

確保は必要にして地理省といふ如き機関は早晩設置せ

らるべからずo

然してかゝる機関の任務は土地理解の研究法など

時々に進化韓展すべきものは大挙等の研究機関に任す

にせよ｡

(1 )最善の研究法により世界各地の地誌の編纂を

行ひ,以て政治,経済,軍事,思想.筆問等の各方面

に畢の封し,最善の地理的資料を供給すべし｡

(2)皇戦は恐らく期限を切る事なく績行さるべき

ものにして､人間数世代を関して次第に理念に近づく

ものならん｡之れより考ふれば現在の第二世より以下

子々孫々を旺盛なる皇戦理念を以て教育する事,最も

効多し｡斯故に鬼童は幼より或は皇戦地理撃史の探検

評に新取の気象を養ひ､或は簡軍なる土地理解の法に

造化の妙を悟り,以て長ずるに及びては旺盛なる大域

民的信念と､廉い地理的理解.理解の下に皇取の達成

を一日も早く計るべきなり｡斯る地理神話をも含みた

る地理畢史の完成は書に国民を知的のみならず情的に

も鼓舞するものにして園家永遠の計としては甚だ有意

義なるものと思考す｡

四,むすび

新秩序の鳥の皇戦に富り,綜合地理研究曾は,直接

に皇戦曾を支持する他､地理.方面に封する皇取理念の

体得とその普及を使命とし,同時にその研究作品を通

しての皇戟理念の国民的覚醒をも責務とするものなり｡

者秩序の崩壊､新秩序の建設と多難なる事は云ふを侯

たぎれども吾等日本国民の-として力を表さむ事を決

心し居るなり｡
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以上

皇戦地誌とは如何なるものとなすべきや

(朝永陽二郎)

-､皇戦地誌の目的

皇戦とは皇道に即する世界維新の賓現を目的とする

戦であるo　即ち,欧米諸国の利己的なる思想の下に打

ち建てられたる歪められた現今の世界の秩序を人類の

道義に基づいて再建し､鼻正の秩序を創る鳥の戦であ

るこ

然るに､この欧米によって建てられたる既成の秩序

は武力にのみならず.政治.経済､文化等の全能力を

馨げて.換言すれば総力を以て造り出したものであり､

またその維持の鳥には益々その線力を強固にして.そ

れを打破せんとするものに封して戦はんとするのであ

るc　故に,我圃に於て,それを打破し､新なる皇道世

界の秩序を建設せんとする鳥には亦,欧米以上の線力

を額挿して､これに封抗せねばならぬ｡

皇戦地誌(地理)揺,この線力戦の一部として在る

のみならず､それ自身,その研究に於て線力戦的でな

ければならぬ｡姦に従束の草間的興味のみを基礎とし

て打ち建てられた地理拳との相異が存在する｡

二,皇戦地誌の進むべき方向

然らば.皇戦地誌(地理)が如上の目的を達成する

烏には如何なる方向に嶺展せしむべきであらうか｡

第一には,皇戦絶誌(地理)が皇戦に参輿し,総力

戦の一部として在る以上.皇戦を行なふべき全日本圃

民をして､欧米によって狭められたる世界に射するそ

の視野を席くひらかしめ､皇取の鼻意義を悟らしむる

役目を有たねばならぬ｡

第二には､皇戦地誌(地理)は欧米の地理畢を優に

凌ぐものでなければならぬ｡草間的興味に終始する事

を拒否するとはい-,その草間性は一段と高められね

ばならぬ｡

第三には,皇戦地話それ自身が線力戦的であるため

には次の如くであらねばならぬc即ち,地理畢は元束.

抽象的な筆問ではなく､具体的な､或は賓際的な学問

であり.それ自身すでに★用的な性質を具備してゐる
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草間である｡然るに従束の地理拳に於ては,地理撃の

この重要なる性質,即ち唐用的に研究する,%占に於て甚

しく不充分であった｡従って,此票占を韓展せしむるこ

とによって,換言すれば.地理拳を政策的なものに迄

鞍展せしむる事によって地理畢はその絶力を単挿し得

るのであるD即ち,皇戦地誌(地理)とは,

(-)従来､稗ゝもすれば,現在ある姿の記述に止め

たものより進んで,

(二)本来ある可き姿の把握--軟米が如何にして現在

の姿をつくり出したかに封する研討､之れより更に進

んで

(三)格束あらしむ可き姿の描出一皇道に基く新しい

世界秩序の姿の研究一新秩序を打ち建てるに昔っての

欧米に封する封策の研究,こゝ迄進むべきものでなけ

ればならぬ｡以上の三者を一連の下に.常に皇道の精

神に基いて研究する事が皇戦地誌(地理)の進むべき

方向であらうo

三.皇教地誌★際研究に昔っての一手段

以上,皇戦絶誌(地理)の進む可き方向に裁て述べ

たo　次に貴際研究に昔っての手段に封する私見を述べ

て,本論文の結びとしたい｡

皇道は,世界を蔽ふものであり,皇戦はそれに法っ

て新しい世界の秩序建設を目的とする戦であるから,

それは全世界に亙って行はる可きものであるo従って,

皇戦地誌(地理)の研究封象となる可き地域も矢張り,

全世界に亙るべき事は言を侯たぬ℃　然し乍ら,此の大

事業を鳥すに首って,我国強力なりといっても,現在

その力は無限に存在するわけではない｡即ち,一歩々々

著書に.足場を固めて進まねばならない.故に.目下

その封象となるべき地域には自ら軽重が存在するであ

らう｡皇戦地誌(地理)が,皇戟に参輿する以上､そ

の研究封象となるべき地域の軽重も亦これと歩を一に

するべきであらう｡その軽重の決定は衆知によって行

はれなければならぬが､今.その試案として大約.地

域の重要なるものより列馨すれば次の如くであるD

(-)支那大陸(清洲大陸･蒙古を含む)

世界新秩序建設の第一歩としてG　東亜新秩序建

設の封貴地域として.この地域の研究は最重要

なるべし｡

日本

束亜新秩序並びに世界新秩序建設の中心をなす

ものとして,日本自身の再建設はゆるがせに烏

し得ざるべしc

(二)南亜細亜･シベリア

世界新秩序建設の第二歩として｡並びに東亜新

秩序建設を援助するものとして｡

(三)近東地方･中南米･阿弗利加

世界新秩序建設の第三歩として｡並びに東亜新

秩序建設を援助するものとして｡

(四)オーストラリア･北亜米利加･欧羅巴

世界新秩序建設の最後のものとしてo　並びに.

東亜新秩序建設を援助するものとして｡

借て,以上の如く､世界全体を封象としつゝも,そ

の中に地域の軽重も認める事が許されるとすれば.そ

の研究に昔っては.最初には,各人が各地域を分槍し

て研究するよりも,寧ろ項目別に研究する方が有利に

思はれる｡何となれば,各人が地域別に研究する時に

はとかくその地域のみの研究に止り勝ちとなり､全世

界に寮く亙る事がおろそかにされ,加ふるに､各地域

に於ける項目の研究も各人まちまちになり､互ひに連

絡が取り難いに封し,各人が項目別に研究する時には.

地域によって軽重の差はあれ,一席は全世界に亙る研

究が行はれる故.各人の連絡が遥にとりよいであらう｡

又,各人が全世界に亙って或る項目を研究するとなれ

ば､その項目に関しては一地域のみの研究の場合より

も線力戦的であり得やう｡又,或る地域に於て政策を

建てんとする場合に於ても,その一地域の研究からの

みでは不充分であって､世界に類似を求めるとか.世

界との廉い関聯に於てたてられてこそ始めて良き政策

となり得るであらう｡

而して,以上の如き各人の項目別による線力戦研究

が.次に各地域別に集合せられ,全体を綜合する事に

よって,各地域の研究は総力戦的となり得,更に亦,

それ等を全世界として一つに綜合することによって.

皇戦塘誌(地理)は充分その線力戦的な力を鞍拝し得.

人類の道義に基く.世界新秩序建設のために皇鞍に参

輿し,これを勝利に導くであらうc

(了)

注.皇戦地誌を地理に置き換へんとするのは､地誌が

従束,稗ゝもすれば一定地域内の事象の記述にのみ止

まり,その外部との関聯を無視し勝ちであったに封し､

皇取地誌はそんな狭いものでないから,誤られない鳥

に,普通もつと廉い意味をもつ地理なる語に置き換-
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んとしたのであるc

皇戦地理車に裁て

(柴田孝夫)

-,地理拳の手鏡性

科畢の理論と賓摸は一身同体でなければならぬ｡手

軽によって理論を高め,理論によって*蹟を行ひ,相

扶け相励まして,より大なるもの,より高きもの-と

進むものでなければならぬ｡その故に理論と貴蹟とは

何れが高く.何れが低きものと直別すべきではなく,

両者の有機的結合の姿に於て始めて科拳の慣値が存す

るのである｡このことは地理拳に於ても全く同様で地

理華の理論と♯控の有機的結合の姿の中に地理拳の真

の生命が存するのであることは今更言ふまでもない｡

特に地理畢に於ては,その貴操性はよく言はれると

ころで､史拳のそれと共に重要視されるものである｡

歴史が凡ての人文事象に封して時間的に縦的なる解搾

を奥-るに封し.地理畢は空間的に横的なる解明を輿

-る｡換言すれば歴史を経とし､地理を緯としてあら

ゆる人文事象が生起するのであって.地理は全ての人

文事象に最も基礎的なるものであり､根抵に横はるも

のである,従ってすべての人文事象の解樺には不可鉄

のものであり,又同時に牌束-の企劃の烏にも必要な

るもので,こゝに地理畢が古来手鏡の拳として尊ばれ

る所以が存する｡

この手鏡性は我が閲に於ては既に古く和銅撰進の風

土記より､江戸時代の官撰藩操並びに私撰地誌を経て

更に明治の皇園地話その他に至るまでの一貫したる性

格にしてこれら幾多の地誌が何れも国家意識の高揚の

時代に於て自己反省の具なると共に又政治の用に供せ

られたのである｡

西洋地理拳に於ても*蹟性は既に古くギリシャ時代

よりその萌芽が見られ,特にルネッサンス以後は科畢

の進歩と共に著しくこの傾向が強められるに至った｡

即ちボーダン,モンテスキュウ.アダムス･スミス等

の国家聾者,経済筆者が共に地理的候件の政治.経済

への影響を論じ一九世紀に入ってラツツエルはその著

｢政治地理拳｣に於て国家体制或は政治と地理的候件

との相互作用の究明をなし.改治地理畢を樹立し.政

治筆者チエ-レンこれを更に進めて地政拳にまで鞍展
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せしめた｡かくてこの地政畢は単にドイツのみならず

全世界を風塵するに至り.今後も又地理華はその本質

に根ざす賓蹟性の故に益々この傾向を強め行くであら

うことは否まれない｡

二,皇戦地理華と世界新秩序の建設

草取は心戦と共に最高の頭脳として武戟,政戦.経

戦の上に位置しこれらを指導する｡更にこの畢取に於

ても又地理拳はその★蹟的なる故を以て哲畢,史皐と

共に重要なる役割を演ずる｡されば地理畢は世界新秩

序の建設に極めて重大なる意義を有し束るものであるc

然らばこの場合の地理草は如何なるものであらうか｡

従来の地理畢が欧米中心主義の著しく歪曲せられたる

現貨の世界を封象とするに封し,この新秩序の皇戦理

念に基く地理拳は歪曲せられざる本束あるべき姿の世

界を予見し.これを封象とするのである｡而して新秩

序の地理をうち立て皇道に基く新世界の向ふべきとこ

ろを我が皇道の宣布､世界新秩序の建設に適進し､以

て皇取の窮極の目的に寄輿する｡かゝる地理皐こそ真

の皇戦地理畢でなければならぬ｡

然らばこの皇戦地理拳が具体的には如何なるもので

あらねばならぬかc　端的に言へぼ政治地理畢乃至は地

政畢的性格を有するものである｡それは政治地理拳､

地政畢が地理的条件と政治との相互関係を論ずること

が世界新秩序の建設に最も有用なる要素であるからで

ある｡しかしこゝに言ふ政治とは者秩序の欧米的なる

政治ではなく,最も公明なる皇道に基く政治なること

は言ふまでもないo　かゝる新政治地理拳或は新地政撃

こそ皇戦地理畢の主要部分を構成するものである,

しかし一方皇戦地理拳t瑠取持導の鳥の経済地理拳,

武戦指導の鳥の軍略地理草,戦争地理畢をも包含する

がそれらは前に述ぶるところの政治地理畢,地政畢程

重要なものではないc　単に皇敷地理拳の-′J､部分を占

むるに過ぎないものである,特に軍略地理畢は武取遂

行上に重要視されるが故に動もすれば皇戦地理拳の全

てなるが如くに解せられるが総力戦の立場に於て考ふ

る時は皇戦地理畢の一部門に過ぎない｡

三,皇戦地理撃の研究法

皇戦地理拳は上述の如く.現*の姿ではなく皇道に

掩はれた本束あるべき宮島の姿をその研究の封食とす

るc　しかし歪曲されずして異にあるべき姿の世界は現
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賓には存在しない｡さればその描出には現弁に存する

歪曲されたる姿を前提とし.これに凡ゆる角度より批

判検討を加-以て歪曲を指摘するより他に途はない｡

歪曲を指摘して然る後に描出された.あるべき姿の世

界を封象として研究をなすのであるがこの歪曲の検討

に際し重要なる役割をなすは第一に過去の歴史である｡

歪曲の行はれざる以前の地理を知り.又歪曲の沿革を

知ることは歪曲を指摘し,以てあるべき姿を知るの捷

径である｡故に皇戦地理草の研究は先づ歴史の研究よ

り始めねばならぬ｡しかしこの場合､歪曲指摘の鳥の

世界観の所有と畑眼の必要なることは勿論である｡

かくて歪曲は指摘され,あるべき姿の世界は描出さ

れてそれに封する新政治地理拳的或はその他の研究が

行はれて新秩序の建設にその基礎を輿-ることゝなる｡

こゝに皇戦地理学の窮極の目的は達せられるのである｡

地誌は如何にあるべきか

(松井武敏)

新しく誕生すべき地誌,それは既に従来日本の地理

思想の裡に脈々として流れてゐたもの,或は未だ書現

せずと錐も展開の萌芽を赦せしものゝ再生或は覚醒と

いふ意味をもつものであるが､斯かる地誌が如何なる

性格を有すべきであらうかo　此れを従束の欧米的世界

秩序の中に存する地理思想を媒介として一億反省して

見度いと思ふ｡ (此れを畢史的に裏付けるを要するが､

それは室賀.米倉両氏等が試みられてゐるから重複す

るを以て比庭では論及するを避ける)

者秩序内の地理畢では一席地誌に封立すべきものは

地理通論と考-られ､而して此の雨着の性格は前者が

個性記述的として,後者が法則嶺見的として特徴づけ

られてゐる｡此の際に於ける地誌は特定地域の諸事象

の事★的記述がその任務と考-られ,その結果は百科

辞書的事斉の羅列に陥るか,或は趣味本意の巷術的記

載に堕し､精々百科便覧的利用を有するか又は初等教

育的慣値を有するに過ぎないc　此れとて勿論記述の仕

方如何によりて相昔の高き債値を有するは否定し得な

いけれども.此れを以てしては青々の文化的欲求を又

算蹟的欲求を満足し得べくもない｡それは時代を装飾

する記念碑とするに足る真理性の美しさと高さとをす

らもたず,宣してや時代を向上せしめて理想境を音現

せしむるに足る改革性の強さと深さとを有ち得よう筈

もない｡吾々の求める地誌は斯くの如き地誌ではない｡

上述の如き地誌の映陥を補ふものとして地理通論が

登場する｡地理通論は法則鞍見的である｡即ち此れに

よって理論の性格を求め.以て真理性を.理論によっ

て橡見を期し､以て穿蹟性を得んとする｡併し法則的

研究にはそれに固有なる一般化と抽象化とを伴ふ｡其

の結果は現井より遊離して動もすると算段的機能なき

法則を造りあげ,之を強いて機能せしめんとし,此虚

に衝撃的理論を存立せしめ,理論の篤の理論に走り､

只智識の遊戯たるの意義を有するに過ぎなくなる慮れ

がある｡従束の地理通論はかゝる鉄陥を威してゐた｡

されば斯かる地理通論を以て地理の本体となし得ないこ

もう-度高められた意義における地誌に締るを要する｡

一恵地誌,地理通論として封立せしものを綜合するが

如き観鮎に立つことが必要となるo　斯かる観鮎に立っ

て考へたる地理を通論的地誌と呼んでもよいであらう｡

それは地誌に非ざる地理通論を媒介とすることによっ

て*現されたものなるを以て地誌に非ずして(鼻の)

地誌たり得たものであり,此れ即ち地理それ自体でも

ある｡吾々のいふ地誌とは3-鹿斯くの如きものであるo

併し前述の如き地誌或は地理通論はイデオロギー的

に無色を擬しつゝはあるが,頼かに欧米的世界の現状

を強化する色彩で塗りつぶされた地誌であり.その現

状の強化を正常化せんが烏の理論を追求する地理通論

である｡然も或る理念によって之を改革せんとする地

理畢説が生れ出づれば,之に封し現貴を現*の範囲内

で研究するのが科拳の本体にして,あるべき姿の理念

と結びつくるは科畢の堕落なりとの思想を扶植し､以

てその改革的意志を拒否するo　又仮令斯かる思想的斯

輔を打破して時に新しき理念によって簡導される現斉

改革的所説出現すると錐も従来の其れは何れも現賓に

破錠を示し.到底世界を光被し世界人類にその所を得

しむる所以のものではない｡其れは常に事★の究明と

記述より出額すると錐も,これが一席普遍的なるもの

⊥瞥遍的なるものの徹底化によって飛躍的に♯現され

るものと考-られる理念によって否定され乍ら,而も

普遍的なもの又普遍の普遍たる理念の限定として,杏

定的表現として把握さるべきものである｡而して其の

理念たるや現秩序の欧米的世界観に非ずして新秩序の

日本的世界観であるo　此の最後のものこそ吾々の地誌

を他の地誌と区別せしむる主月艮鮎であるc
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斯くて地誌は現資の存在に於ける所事象相互間の関

聯を法則的に把握する事によってその科畢性を克ち得

ると共に,然かも他の諸科挙が統一的全体としての地

球表面から其れの構成要素の一部のみを抽出して考察

し.一面的,孤立的.抽象的たるを免れざるに封し,

地誌は全体的,関聯的､具休的であり,換言すれば総

合的線力的性格を有するo　而して又井現さるべき理念

の表現として地球表面が殊に自然と人文との関聯に於

て調和せるか,矛盾を含めるかゞ顎はにされ.以て之

れを維持又は改革すべき候件と方法とが明らかにされ

るD即ち現状の健の諸開聯の考究いはば存左の科拳に

のみ終始せずして,井現さるべき諸関野の考究いはば

奮義の科挙としての性格を有する｡理論と歴史との単

に勤して政策拳ともいふべき特質を有つ｡ (この中に

は理想的世界書現の鳥の階段を異にせる諸方法を含

む)此れは現状維持的静観的たらずして現状打破的改

革的意志を藤する｡其れは書置的従って懐疑主義的無

気力なるものに非ずして★践的な単利さをもってゐる｡

而して更に此れを補導する理念たるや日本的世界の理

念なるを以て之に依り書現された世界は道義的世界に

して欧米的世界が個人の利益を基礎として生れたると

雲泥の相違を有する〇　斯くて他人よく調和し,暗黒と

陰彰とに代りて光明と明朗とが訪れ､相魁と欺輔とに

代りて調和と正義とが支配し.高氏其の虜を得て歓喜

する｡然もその道義的世界は静態的なものに非ずして
ヽ　　ヽ

絶えずより道義的なものを目指して韓展し績ける動態
ヽ　　　ヽ

的のものたるを以て世界高民絶えずより高き理念を仰

望しつゝ躍動するo

之を要するに吾々の地誌は部分を部分として見ずし

て全体との関聯に於て省る限り綜合的取鮎に立つべき

であり,且つ存在を存在として見るにとゞまらずして

理念の書現として観る限り現資の矛盾を改革せんとす

るの欲求を含むものたるべきであり,然もその欲求た

るや利益のみを求むるに非ずして道義の支配を期する

限り､それは道義的(倫理的)世界理念の光被即ち皇

道宣布を目指すべきである｡斯くてこそ一面性と無力

性欺轍性とを克服し,時代の記念碑としての正義性の

明るさとが獲得される｡殊に現下の世界は矛盾に満ち

日本的世界の理念に照されて究明されんことをまって

ゐる｡吾々は理論的には方法的自覚を深め､具休的に

は書操的熱意を高めるを要する,而して理論を最もよ

く理解するには理論を理論として観るに止らず.理論
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を斉蹟に於て観る事が肝要であるo　而して尚井蹟に於

て理論は深められるべき構造をもつo　されば結局地誌

研究の井蛙に於て地誌を如何にすべきやを拳びとらね

ばならぬ｡

皇戦地理拳の意義

(別技篤彦)

-,目的

地理拳は歴史的に見ても常に各時代の国家的要求を

充さんが篤の算畢的役割を鳥して束た｡支那を始めと

し,ローマ,アラビヤ.近世イギリス,或は現代ドイ

ツの地理畢は凡て之に属するc　我圃に於ても古代や徳

川時代の地理華は正にこの種のものであった｡然るに

不幸にして最近の我園地理畢界はその一部に於てかゝ

る性格より遊離し,甚だしきは学問的遊戯にすら堕せ

んとする傾向(例へぼ文化現象の自然科挙的認識等)

を生じたが､今やその復古､維新を行ふべきの秋であ

る｡所謂｢筆問の鳥の撃問｣を尊重し,賓華的傾向を

以て軽しと焦すは近世欧米の一部の考-に過ぎぬ｡特

に我園に於ては人類生活に有用なること即ち国家に有

用なることを意味するQ　この意味で抑も世界の園と民

族とを愛して各々その虚を得せしめ,夫々の正しき生

命を完成せしむべき八紘一宇の理想♯現に昔っては地

理畢は正にその先騒として一代推進力として作用すべ

きであるc　何となれば此の,囲と民族によって充填さ

れた現★の世界の封象とする筆問が即ち地理畢であり.

又その性質上地理拳はいはゞ一切の土地に関係する草

間鰻系の頂矧こ位するものとも云ふべく,各種の知識

を統合錬取して綜合的解搾をなし得る性格を有するか

らである｡かくて今後我々の努力により､日本精神に

基づく皇戦地理学を建設して所謂皇道世界畢の一翼た

らしめ､その思想攻勢を以て皇鞍(線力敬)の戦士と

して或は皇道光被ブレーントラストとして皇国の進路

を誤らざらしむべく力むべきであるo　即ちこの皇戦地

理拳はまた新日本地理撃とも稀すことを得べく､内に

警固なる理念を確立し,結局はこれを皇国民始め世界

寓民に宣布するを目的とし,また一面に於てはそれに

達する過渡期たる現★の皇戦に昔っては,皇戦圏内の

勝利を獲得すべき手段.方法を指導するc
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二､具鰻的研究手段の二､三

以上の手段としての皇取地理拳の具膿的研究に就て

の私見は次の如くである｡

第一､通論的研究

1 ､東亜を主とする地理畢史の研究

2､日本精神による地理草通論の樹立等

これらの結果,例へぼ政治地理上では日本人の海外

嶺展等につき首然欧米のそれとは異なる類型を見出す

であらうc　或は経済地理の方面では従来盲目的に信奉

されたデイ-トリヒやウィットフォーゲルらの理論に

代るものをも見出し得よう｡或は佐藤信淵が既にその

｢経済要録｣で主張せる｢気候の寒暖を審にせし,土

性の剛柔を察し.束候に叶ひ,土性によろしき魔のも

のを作り,天地化育の勢力を蓋して土地に遺利なから

しむ｣の如き思想を更に地理畢的に鞍展さすべきであ

る｡而してかゝる理念が完成せば,之に基き地理拳の

井草的価値を大いに高めることは皇戦地理畢の一つの

大なる理想に属し､例へぼ皇戟圏内の生産地域の分散

配置等経済的新秩序建設には必らず地理筆者の意見を

尊重せしむる如くする｡

更に敵の各種の攻撃は同種の分野の戟ひの部門に於

て防止するのが最も容易且つ効果的なる事からみて,

地理畢に於ける膏秩序的,非皇戦的思想があらば,之

に攻撃を加ふることも考ふべきであらう｡

第二,地誌的研究

地誌的研究の方面としては元索道義に基き,各地方

の民族を解放するのが皇取の一大任務である以上,そ

の成果は直接工作に資すべき重大責任がある｡之が鳥

第一次的には皇戟圏内の各地域につき,その自然候件

を始めとし､民族､言語.宗教､教育､風俗等の社曾

的.文化的状態,資源,金融,財政､貿易､努働等の

経済的状態,行政､軍備,警察力等の政治状態或は国

際的関係等あらゆる方面に亘って調査研究し､その結

果善秩序的勢力の侵略,麿迫の状態を明らかにし.終

束該地域に於て皇戦精神に基く民族解放戦を行ふ場合

にその文化敬､武力戦.経済戦,政治戦の現寒の戦略

上我が鳥に利用し得べき候件や間隙を鞍見し,又それ

らを所謂本束のあるべき姿に戻す封策を考究する｡更

に第二次的には｢彼を知る｣意味に於て啓秩序国家自

身についても同様の研究を行ふべきである｡而して此

等の封策の決定には分梅地域の如何に拘らず,常に全

研究員の検討を経､世界史との聯関に於て高所より綜

合して行ひ､進路を誤らぬ如くし.又之が平行には,

遠雷なる機関を通じて督局者に進言する如くせばよい

であらうo　またこの通論的研究と地誌的研究とは従束

の地理畢通論と地誌の如き関係に立ち両々相補ひつゝ

進みゆくべきものである｡

皇吸地誌をして如何なるものたらしむべきか

皇戦の主動力としての地理車に裁てのJE書

(野間三郎)

-,日本民族による世界革新と地理

我々が今闘ひつゝあり､その遂行に協力しつゝある

ものは.何よりも先づ｢日本民族による世界革新｣で

あると規定し得ると思ふ｡我々の地理拳はまづかゝる

性格を昔然梅はなければならない｡即ち｢日本民族｣

と｢世界革新｣との二つを焦鮎とするものでなければ

ならず､之等を最前景に掲げることによって新時代の

創造に積極的に参輿せんとするものでなければならな

m

イ,日本地理神話

皇道世界維新は先づこの肇園以東の高き使命を婚ふ

日本人の覚醒に始らねばならぬc　近世に於る日本の萎

縮と近代に於る日本の喪失とより､ -樽して鼻日本の

恢復と日本の鎌大とを成就せしめねばならないのであ

るo

近代に於る日本がヨーロッパ的世界の一部としての

日本であり,自己自身の視野を失-る日本であったと

すれば,今我々はアジアをもヨーロッパをも葎ふもの

としての日本と,磨く世界を眺め下す視野を日本人に

輿へねばならないc　我々の地理拳は先づかゝる性格と

使命を所有するものでなければならぬ中　世界大和の国

産は我々の地理畢によって措かれねばならぬ｡かくて

必然に我々の地理拳は大いなる希望と憧僚を奥-るも

のであるが故に.今偏りに地理神話と呼ぼるゝもよい

であらう｡神話と呼ぶ､それは合理性を放く政ではな

く,国民の魂を永久に大いなるもの-罷り立て､目標

を見失はんとしては再びそこに掃って自己の行手を見

通し再出鞍の途につくを得しめるが故にかく呼ばれる

のである｡

ロ,近代ヨーロッパの否定と地理畢

我々が今闘ひつゝあるのは世界革新である｡革新で
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あるが故に古きものゝ破壊に始る新しき理想の確立で

なければならない｡

この故に我々の地理拳は,古きものゝ否定として先

づ近世並に欧米の拒否に出額し,次に日本世界光被の

目標を指示するものでなければならない｡

近代は-先づヨーロッパ概念の世界を葎ふた時期と

してその性格を規定し得る｡故に近代の克服としての

新しき地理畢はアジア概念の昂揚を使命に持つと-先

づ考ふるを得るであらう｡この新しきアジアはユーラ

シアよりヨーロッパを除いたものとしてのアジアでは

ない｡又ヨーロッパに封立するものとしてのアジアに

止らず､アジアが持つ卓越性と世界中心としての意義

とその人類復興の運命を明にせねばならないo

然して次に近代資本主義的ヨーロッパが打樹てた世

界秩序の克服としてヨーロッパ的世界地理の歪曲の暴

露とその拒否が遂行されねばならぬc

ハ.八紘一宇

近代史の樽換､あらゆる葛慣値の板倒は,代るべき

理想と,債値判断の支鮎とを有せねばならぬ｡皇道世

界宣布こそ我々の目指すところであるc　この場合我々

はこの理想の偉大と荘厳を心臆することなく誇らねば

ならぬ｡

皇道世界光彼の絶顛に到る途を.荊棟の下に或は槍

峻に指摘する道案内をなし,絶栃より見下された世界

画を作製するの任務は我々の地理畢の負ふところのも

のである｡地理畢にこれをなし得るかとの問は今提出

する必要もない｡今は唯この高き任務が我々に課せら

れてゐるといふことのみで充分であらうこ

この任務を有する我々の新しき地理畢は明に襲貌す

るc　大いなる憧懐と磨き視野と高き使命をもつという

のみにても｡然り,創造の意園をもつ地理畢は､意志

を失ひ.近代西欧的異理概念に眼晦まされたる認識の

小天地に踊蹄することなく.再び諸拳を綻べるものと

して立現はれるであらう｡

世界計圭をも意画する我々にあって,東亜の新秩序

を考案する諸説を唯遠きに至る第一歩たる韓程を先づ

考ふるものとしてのみ許容する｡所謂東亜綜合膿説等

に於る視野の狭小が終には皇道世界宣布の大目標を見

失はしめざる様警戒せねばならない｡

この新地理畢の使命の遂行し終られる時は何の日で

あらうかo地理拳は不断の成長を細けるであらうo
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二,皇戦地理の要素

今述べ束った所により,我々の地理学は先づ｢神話

としての地理拳｣と借りに呼ぶ所の性質と､次には斉

際的な政策或は軍略指導としての性質とを額著なる二

要素とするであらう｡

イ. ｢神話としての地理撃｣は先づ我園民をして高き

使命に醸しめ､彼らの鳥に康き視野を設けてやる｡か

くて我等が高き使命達成の日に至る迄,この崇き運命

の婚手たる牌東園民をしてその使命に醒しめ,勇躍せ

しめ突進せしむる永遠の魂の泉となる｡

皇道宣布の大使命は国民を.殊に絡束の閲民を原動

力として絶-ざる闘ひが必要である｡我々の地理畢が

単なる政策､政略,軍略のプレインたるに止るを得ざ

る所以であるo

日本民族を永遠に鞭接すべき魂の糧となると共に､

次いでアジア民族をして覚醒せしめ,日本民族の崇き

運命に追随協力せしめ,次では皇道世界光被の目標に

達する道を拓く二｢神話としての地理拳｣と科するもの

はかゝる目的を有するものであるが,神話と稀する所

以はかゝる高き使命と目的を高々と掲げ,寓民救済の

日本民族の運命を明に自発するところの地理畢なるが

故であり,荒唐無稽を意味するものではない｡我々は

これによって畢術性を失ふ如きものを意味してゐるの

ではなく.却てかゝる高き使命と誇かなる運命の自覚

と結合することによって一段高き畢術性が新生するで

あらう(,

ロ, ｢政策或は軍略の立脚鮎としての地理｣

史代的稗換の烏に我々は近代ヨーロッパの敢行せる

世界歪曲の現状を指摘する｡現状拒否は先づ革新の第

一歩である｡次に我々はこの歪曲されたるヨーロッパ

的世界を積極的に破壊する鳥の具線的戦略を次に提供

するであらう｡然して終には我が皇道精神がその在り

方を示す所によって世界設計をなすに至るであらう｡

-,筆戦としての地理

我々は｢神話としての地理｣ ｢政策,軍略の立脚鮎と

しての地理｣を二大要素とすることを述べたo然しこの

鳥に畢術的意義を失ふに至る憎なきことは既に｢神話

としての地理｣中にも述べてをいた｡神話或は政策と

なり終るか､絡又畢術となるか.取り得るのは何れか

一方であって二者同時でないといふが如き疑を抱く人

はもはやないであらう｡我々は既にむしろ一段と高き

畢術性さ-生れることを述べてをいた｡高き目的と強
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烈なる意志に磨れて新地理拳は一段と高き真理に近づ

くであらう｡

之によって我々は低迷の最中に紡梱するヨーロッパ

的地理の拳術性を見下し､歴倒し,拳術戦の効果を存

分に畢げるであらう｡

皇戦地誌についての私見

(室賀)

現在我々は世界新秩序建設は如何にして篤さるべき

かといふ直接にして重要なる課題に直面してゐる｡私

が今皇戦地誌の問題を取上げるのはこの立場からであ

る｡

皇戦地誌といふ命題は所謂者秩序の地理撃と封立す

るもの,それを克服するものとして提出された｡その

には者秩序の地理畢のもつ矛盾が開示されることが必

要であったo然らばそのやうな矛盾とは如何なるもの

であるか｡抑ゝそれらの地理畢は新秩序建設の立場か

ら見て如何なる姿相を示すのであるれ

謂ふところの者秩序地理畢に於て先づ指摘せらるゝ

ところはその井蹟性の喪失である｡之に裁ては既に松

井武敏畢士の高説があるから再説の要はないが,一般

に欧州諸国の地理畢は嘗てはその政治的経済的韓展の

烏の水先案内たる役割を負ふてゐたと稀せられるo　然

るに世界史の推移と共にその使命を終へた時,地理撃

は既に一つの危機に面してゐた｡地理畢そのもの-の

反省が起り.濁逸西南畢派の影響の下に､方法と封象

と,殊には拳のGebieteの問題が頻りに論ぜられたの

はかゝる苦悶の現れであったとも見られ得るo　かゝる

ものゝうちから景観挙が誕生した｡

Landscha鮎kundeの概念は,いふ迄もなく然かく

新しいものではないであらうo併し現在我々が見る､

而して今日の地理畢の主流をなす景観拳はかゝる背景

の下に生れたのである｡

それが静的statischであることは.かゝる景観撃の

もつ性格の一つであるo　それは歴史を拒んだB少なく

とも唾味のうちに歴史を否定しやうとした｡そこでは

｢作られたもの｣ ｢既成のもの｣としてのイ則から封象が

捉えられ. ｢つくる行烏｣ ｢創造する力｣は顧みられや

うとはしなかった｡現状を現状のままに､それらが彼

らの合言葉であった｡意志は沈黙し,時は停止したc

併し.歴史は間断なく人々を揺動かしていった｡殊

に第一次欧�">H大戦のあと,新しい秩序が考-られねば

ならなかった　The NewWorldは一九二一年にかうし

て現はれた｡

併し, Bowmanのこの著書はWilson大統領の理想

主義に裏づけされてゐるとはい-,未だその理念を判

然とせしめるには至ってゐなかった｡地理と改治とを

結びつけてより鮮やかな責蹟に乗出したものは

Geopolitikの人々であるo

Geopolitikerの仰いで祖とするRatzelの政治地理

拳は普俳戦争後の頚逸帝園の額展と柏唐ずるものであ

るといはれるが､これは一九世紀の燭逸史隼とも関聯

するところがある｡十九世紀濁逸史拳は政治史によっ

て特徴づけられるといはるゝのであるが,それは政治

を制度として或は組織として静態的に見るのでなく,

政治する行鳥として或は力として考-やうとするもの

であった｡それは態てRatzelに於て国家を成長する有

機髄とする思考に導いたのであるo更にGeopolitikの

鰻系を樹立したKjellenの国家畢にあっては,これは

更に判然と現はれる｡彼はまづ国家についてのjuristic

conceptionの排撃から出発して園家を力として理解

した｡

Geopo止血がこのやうに国家を行轟する主髄として

認識したことは.態て地理畢に政治性を賦輿するこ

とゝとなり,その筆は又dynamischな性格を帯びる

に至ったo　その限りに於て地理畢は*蹟性を再び獲得

し､現在濁逸の発展の創こ一つの役割を演じ得たので

ある｡ Geopolitikにあっては,前述の如く国家を行鳥

する力として捉へることから出費した｡そのうちに

我々は欧羅巴的な強樽主義を見るQ　かゝるものが吾人

を満足せしめ得ないことは奮然である｡我々の究極の

目的は皇道を世界に宣布し八紘一宇の精神を具現する

にある｡この意味で我々は国家を倫理経として把握し

なければならぬ｡倫理牌とは倫理するものゝ謂である｡

即ち国家は､恒常的なる倫理的規範たるものでなく.

かゝる規範を創造し之を賓接する主牌たるの意であるD

日本が生むべき新しき地理学はかゝる園家の倫理的意

志と関係して打樹てらるべきことが要請される｡それ

は国家の倫理的賓蹟の一具現である｡閲家は､地理し,

歴史し,哲草することに於て無限に自らの倫理性を韓

展せしめ得るのである｡

こゝに至って地理畢はもはやPolit止を以て呼ぼる
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べきではない｡このことは我々が先に者秩序の地理拳

として捨てた景観華をもう一度回顧せしめる｡それは

依然として我々に残された貴重な遺産であり,それが

地誌的である限りに於て地理畢の本流に樺さすものだ

からである｡然しそれは言ふ迄もなく景観畢をその

まゝ再び採上げることではない.我々はLandscha氏s･

kundeとGeopolitikとを､倫理的に於て綜合しなけ

ればならぬ｡

併し倫理鰻たる圃家は現在まづ非倫理的なるものと

戦ひ之を寛服しなければならぬ｡線力戦を高唱する皇

戟イデオロギーはこゝに力票占を置いたものであり.こ

の意味で皇戦地誌は現在ではまづ多分にGeopolitik

的であらねばならないであらうこ　併しそれが戦である

限りそれは過渡期であり,皇戦イデオロギーはやがて

皇道イデオロギーにまで超克されるべきことを銘記す

る要がある｡

最後にこのやうな皇戦地誌の性格は､かの青草を想

起せざるものがあることを附加-ておかう｡徳川時代

の青草者達の理念は経世済民であったc　彼らの草間は

たゞその書現の烏に存した｡従ってこのイデオロギー

に反する思考に封して彼らは果敢な闘争を惜しまなか

った｡又彼等はそれぞれ園学や本草や天文地理の専門

家であったが､併しこの究極の目的の烏には如何なる

知識の分野をも掻取するに着かでなかった｡而もそれ

は彼らの専門の撃を混乱せしめなかったばかりか､寧

ろそれを益ゝ大きくするのに役立ったのである｡我々

の貴際的な研究態度のうちには之に示唆されるところ

多いものがあるやうに思はれる｡

以上に述べたところは皇!艶地誌のもつと思はれる主

要な方向の一つを取上げてみたに過ぎない,定義し膿

係づけることは初めから私の意圏にはなかった｡それ

は無益でもあり又徒労でもある｡方向がはつきりすれ

ば,具鰻的なものが歩むことによって○ち得られ,前

進は又新たな方向を指し示すであらう(二六00､ -.

ニセ)

皇鞍地理車乗稀

(米倉二郎)

世界人類をして高氏各ゝその所を得せしむる世界の
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道義的革命が日本民族の窮局の使命であるo現代はそ

れに達する一階梯たる東亜新秩序の建設に適進してゐ

るのであるが,この工作の基礎となるべき撃取牌系中

地理学の塘ふべき任務は重且大である｡

先づ地理畢は一席世界諸民族の各々に就いて妥昔な

る生活領域を劃定し世界新秩序の未束地園を企壷せね

ばならぬc　そして東亜地域に於ては一歩を進めて地理

華の立場から軍事.政治.経済､文化等に亘って適切

なる政策を示唆しなければならぬ｡かくて現在に於け

る皇戦地理学は政治地理的軍事地理的色彩が濃厚とな

る｡たゞし.稗もすれば濁逸民族の利己的膨張の理論

に堕せんとする濁逸政治地理拳の噸に倣ふ事なく,精

神に於ては治圃平天下,八紘一宇の東洋的政治地理学

の博統を昂揚し.之を組織化する必要がある｡かくて

皇戦地誌の現時票占に於ける鰻系は凡そ次の如きものと

なる｡

皇戦地誌肇(興亜地理肇)

第一章　興亜地理畢の方法

第一節　支那地理学史

第二節　目本地理学史

第三節　西洋政治地理畢史

第四節　興亜地理畢の方法

第二章　世界新秩序の構想

第一節　大地域政治経済-の動向

第二節　大地域政治経済の必然性と成立候件

第三節　新世界地園の構想

第三章　東亜の自然と住民

第一節　東亜の地形

第二節　東亜の気候

第三節　東亜の住民

第四章　東亜の軍事地理

第玉章　東亜の政治地理

第一節　日本の政治地理

第二節　満洲の政治地理

第三節　支那政治地理

第六章　東亜の経済地理

第一節　東亜の鉢物資源

第二節　東亜の農牧資源

第三節　東亜の地域区分と産業立地
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-,絶ヵ戦

二.皇敬

三,畢戦

四.歴史と地理

草取とは線力戦の一翼として畢問を中心とする戦で

ある｡撃取の何たるかを知らんとせば､先づ線力戦の

井相が究められねばならぬ｡

-,絶力職

(推ヵ戦)　線力戦とは近時盛んに用ゐられる詞であ

るが､その内容は区々にして一定するところがない｡

斯くの如きは線力戦の内容が複雑にして了解に困難な

るが烏の結果である,

線力戦とは最奥の語義よりすれば､平に宇宙の★相

そのものである｡

総力とは.宇宙の寓象-として濁立せるものなく悉

く相即相入の関係にあることを意味する.〕無と云ひ,

空と云ひ､或は本束無自性と云ふは賞にこの意味にす

べきであらうo

戦とは鞍展の貧相に名附けて云ふc　特設経と云ふも

のもこの戦の論理と見るべきである｡宇宙生命の進展

是を名附けて総力戦と呼ぶo即ち宇宙の賓相としての

線力は具線的には常に戦として額現し軌ま常に線力の

臭腺的様相である｡

以上の如きは極めて特殊なる考へ方と恩はれるかも

知れぬが,総力戦の具鱒的研究の結果は常にここに到

達すべきであり,斯る根抵的総力戦観を放く場合には､

兎角表面の事象をのみ追求して其の本質に徹し難い憾

がある｡

然し線力戦と普通に云はれる場合には,第一次欧州

大戦の後期から自覚されて鞍展した戦争の形態を意味

する｡もとより線力戦といふのは姦に至って始めて嶺

生したと云ふのではない｡過去に於けるあらゆる戦争

は何等かの形に於いて線力を傾倒せるものであるが,

欧州大戦に於いては著しい武器の尊達.就中航空機の

鞍達に伴ひ,銃後と戦線の区別がなくなり,外交戦,

思想戦.経済戟等が夫々武力を助けて夫々の分野に於

て活動し､従来の戦争と比して深刻にして著るしく線

力的なる展開を示すに至った｡而も戦後と錐も武力の

建設一敗の武力を制限して自己の優勢を保持するが

如きも亦一種の消極的建設である-外交,経済,忠

想等各分野に於ける戟は常に焼烈を極めるに至り,衣

力の鞍動を除いては戦時も平時も異なるところなきに

至った.斯くして常に線力軌ま*施されつゝあり,わ
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ

づかに武力の額はなる単軌の有無によって,戦時線力
ヽ　　　　　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ

戦と平時線力戦とを別つに過ぎない｡
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ

(囲家推力吸)　次に国家線力戦とは圃家が主鰻と

なって戦ふ総力戦であり.線力戦は主として国家を主

膿として取はれるものである｡線力戦と国家級力戦と

が殆ど同義語の如く用ゐられるのは全くこの故に外な

らない｡総力戦は必しも園家間の線力戦たるを要しな

いけれども以下経べて国家級力戦を略して総力戦と呼

ぶことにする｡以上の如き歴史的見地から云へぼ.徳

力戦とは交戦国が計書的に常に其の物心両面をつくし

て其の圃家目的の完遂につとむる書践の形態であると

規定し得るのであるo
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ

線力戦とは云はば新しき国家統治の一形態である｡

以下その内容に就いて簡単に説明することとするこ

線力戦に於ける総力は本質的には密接不離なる-膿的

関聯にあるのであるが.是を便宜上次の五類とする｡

即ち武力,経済,政治,思想,草間であるが､もとよ

り是は便宜の上からであり､且つ各類が夫々含み含ま

れる関聯にあることは線力の本質に鑑みて自ら明らか

であらう｡

右の場合武力以下の四類は皆夫々の分野を有し本束

一線とは云ひながら異るはたらきをするのであるが,

就中武力はその建設維持の経費と単軌の消費の莫大な

る鮎.並びに其の直接に人間の生命を指向せるものな

ること更に能ふかぎり最終的に単軌し,若くは額動せ

ざるを以て可とする鮎より見て特に是を重視し,是を

他分野との関聯に於いて線力の根軸となすを妥昔とす

る｡

以上の関聯は人鰻と封比して考-る時に一層明確と

なる｡人牌は典型的なる生命鰻である｡今人牌を線力

とすれば.武力は骨髄として全身を支-.呼吸器官は

思想.神経系は草間,血管は政治,消化器官は経済と

も考-られ何れも全身にゆきわたって是を保護し是を

蓑ふものであるo　夫等は特殊の領域を持つが,何れか

の部分の危局に際しては相依り相助けてこれを中心と

なす非常の鰻勢をなし一つが破壊すれば他も亦是にと
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もなって破壊するが故に必然的に全線的相関的であるo

しかも人膿には各機関の柘奏せる所謂急所がある｡

かゝる急所は現代の総力戦に於いては各分野にわたる

のであるが,たとへぼ石油とか､アルミニウムとか.

或は人口等の重要資源とか､地理的にはバルカン半島､

トルコ等の地政畢的重要地域乃至はインド.蘭印等の

物質的重要地域､マルタ,スエズ等の国防交通上の重

要地鮎等にあたり.かゝる項目や地域は極めて多く,

且つ歴史的に嬰化するものであるQ　これは前記五類の

如き一般的なるものにとどまらず,具線的現章的なる

鮎に於いて一層の注意を必要とする｡

線力戦は直接には常に封立せる国家､若くは国家群

の間に行はれるが,斯かる国家,国家群間の戦は敵と

味方の輿閲,好意的中立園,悪意的中立国等世界全鱒

を戦争の舞主として,即ち世界を一線とした立場に於

いて*践される.若し極端なる表現を以てすれば.本

蘇-鰻なる世界は,世界各国により.各種の領域に於

いて.其の前面にわたって手鞠の如く十重二十重にと

りまかれたる線力戦の球であるc

(世界地力坂)　線力戦は常に世界を一体として*

蹟せられるべきである.よって園家線力戦は常にまた

世界線力戦である｡国家線力戦が完全に遂行せられる

鳥には,常に世界に封して線力戦を行はねばならない｡

世界線力戦とは囲家線力戦をその*蹟の場所から見た

名稀である｡

二.皇破

線力戦といふのは本質的には宇宙の*相であり､現

象的には世界大戦後期から特に強く意放された戦争の

一形態である｡従ってそれは具体的なる戦争から抽象

されて考-られたるものである｡

具体的なる戦争は一つの行動であり,時と所と人と

の関聯に於いて論ぜらるべきものであり.就中その主

休たるものと其の目的並びに其の戦場が明らかにされ

ねばならぬ｡

(島牧)皇戦とは甘に日本固家によってなされる､

皇道関顎を目的とし,世界を戦場とする戦争である｡

しかもあらゆる戦争が総力的であった如く,更に今後

-の額展に於いては夫は必然的に線力戦でなければな

らぬ｡即ち皇戦とは皇道線力戦の謂である,

(皇道)皇戦の何たるかを一層明らかにしようとす

れば先づ皇道の何たるかを知らねばならぬc
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皇道とは宇宙の鼻理である,世界の東相である｡更

に精しく云へぼ,絶封にして無私,古今内外を一貫す

る大道である.四海平等.八紘一宇､世界高氏共存共

柴の大道である｡大御心そのものである｡鼻正平等の

道である｡玄に注意すべきは斯かる鼻理が,特に皇道

と名附けられる所以であるo　皇とは天皇の義であるo

皇道とは是を臣下より見れば平に天皇に好一し奉る無

私の大道なるが故に呼ぶところであるこ　この故に皇道

を其の根抵より究めんとすれば先づ天皇の御本質に就

いて究明せねばならぬ｡

(天皇)　天皇の御本質を明らかならしめんとすれ

ば,天地開聞に始まる国史の成跡によらねばならぬや

しかも斯る国史は従束の意識的無意識の歪曲を正し,

其の鼻相を把握するものでなくてはならぬ｡然し是を

精密に論鼓することは今の主題ではない｡単に結論だ

けを提示すれば,世界は常に日本を中心として歴史的

に展開し､日本歴史は常に天皇蹄-即世界皇化なる一

貫の法則によって其の根抵を把握し得るものである｡

一言にして云へぼ,一体なる世界の中心として天皇が

ましますのであり,天皇に直接して日本民族があり､

日本圃家がある｡

(民族･国家)　天皇崇拝とは日本民族にのみ妥督

する特殊なる信仰なりとするが如きものありとせば,

斯くの如きは天皇を私せんとする狭量者か,然らずん

ば天皇の唯一絶封性の確信に徹せず神によって輿-ら

れたる我国の使命を否定せんとする非圃民的見解にす

ぎない｡しかし天皇に直接する民族､圃家が,その大

御心を体して世界に射する固体の明徴､即ち世界新正

秩序の建設を行ふことは其の昔然の使命と云はねばな

らぬ｡

以上の所説を要約すれば､本束的なる天皇世界が愈

天皇世界たることが,皇道の本義であり､天皇世界た

らしむる鳥の貴践形態が線力戦である｡而して線力戦

的形態書は宇宙の理法その儀であり,皇道はかゝる理

法の歴史的.具体的顕現の道としてそのまゝに線力戦

の本質である｡皇道練力戦とは同一の封象を二面的に

観察したものに外ならない｡

(妹の溝力戦)　皇戦とは具体的なる線力戦であり.

唯一の鼻資の線力戦である0　絶封の中心を核として最

も堅く線力を統一し世界を舞基とし,是に随順するも

のをやはし.是に逆ふものを平げ,世界に､本然的に

して且最も古くして常に新しき秩序をもたらすところ
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の戦である｡砕いて云へぼ大御心を奉体して日本国家

を主休とする封世界策であり､園内体制の維新である｡

以下具体的なる問題に就いて以上の見解を更に明瞭な

らしめたいと恩ふ｡

(内外-初)　封世界策として園内革新とは決して

二分して考ふべきものではないc　一体なる世界をして

皇道に蹄せしめんとする時,園内の態勢の整備なくし

て.封世界策の貴地なく,封世界策の樹立なくして園

内態勢の整備は不可能である｡

現下に於ける我国の方策としては先づ皇道の本義に

徹し,鳥政者も軍人も民衆も皆無私に締って其の方策

を定めねばならぬぅ従束の行掛りに捉はれて身動きの

できぬ鳥政首局,既成勢力と,所説の高尚なるが故に

観念的に傾く理想主義者との封立に封鷹し,是に確斉

なる立場を輿-,是が封策を究明して園家百年の大計

を樹立すべく,一席従束の行掛りを捨てゝ自棄モの立場

にか-り､時空を-如とする必然性の究明によってあ

るべき姿を複素し.是を現賓の立場より稗じてその理

想に蹄せしめねばならぬ,必然性の究明とは云っても

なりゆきに任せるのでなくして,組級的計童的に園内

体制を韓換せしめねばならぬ｡是こそ皇取の園内的手

技である｡現在我国が昔面する苦悶は､現資と理想と

の通路の故落であるD確賓なる通路の樹立こそ普面の

問題であらう｡然し通路は常に現軒こ徹したるが故に

把握されたる理想に於いてのみ韓見し得るであらう.｡

封外政策に於いては第一に支那事準の解決があるo

支那事嬰の解決とは､八紘一宇の皇韻に則り支那をし

て一宇ならしむるところにある｡直に一宇たらしめん

が鳥には今後幾百年の努力を必要とするであらうo　然

し支那事襲の解決を比較的容易ならしむるの道はあるc

それは支那をして反日と云ふあるべからざる情勢に導

いた背後勢力を打倒することである｡英園を首謀とす

る米糠既成勢力,赤色世界革命を企園する赤蘇の打倒

である｡而してこの打倒に向かつて必然的に歩み寄っ

たのが反共を標模し新秩序建設を目論む諸国である｡

是等の中心としての日本は明治御維新を境として押迫

る白人世界制覇の覆されたる最後の園として侵略の防

衛に努め.日露､日清雨役を経て満州事嬰に至り今や

漸くにして亜細亜の反撃,世界史轄換の第一歩を踏み

いだしたのである｡濁伊の勃興も､支那事嬰も,第二

次欧州大戦も悉く満州事轡の一石が投じたる世界の渦

ttta

しかるに日本人にこの自発なく徒らに苛安を求めて,

英米健既成勢力の打倒､赤蘇の覚醒なくして支那事轡

の解決を求めんとするが如きことあらんか痴人の夢を

求むるが如く,得んとするも得る能はぎるのみか,園

をあげて更に危殆に陥るるに過ぎないであらう｡

世界の情勢はもとより複雑である｡然しその根抵に

於いて見れば.天皇世界の額現,鼻正秩序の建設を意

画する日本と.是に興する濁伊,新秩序建設に於いて

は一致しながら､其の指導理念に於いて唯物思想の迷

妄を脱せず,建設よりも破壊を主とする赤蘇と｡白人

制覇の現状を椎持せんとする英米傍がある=　世界はこ

の封立二勢力の複雑微妙なる組合せである｡故に普面

の問題たる支那事嬰の解決は,即ち封世界政策の樹立

であり,その根抵には奮秩序と新秩序とその新秩序諸

園の指導勢力として新秩序を助け､番秩序諸国を救済

する絶封慈悲の具現たる皇道日本の主鰻性が碓井に把

握せられねばならない=,しかし支那事嬰の解決は必然

的に是が遂行を確保するが鳥の園内牌制の革新を要請

するに至るのである｡

しかし姦に注意すべきは,理想と現発との通路の鉄

落であった｡我等は園内革新,世界政策樹立の要求を

きくこと久しきものがある｡しかもなほ現賞にあるも

のは,理想と現発との相魁である｡現辛を観るものは

極端に悲観し,理想を追求するものは徒らに楽観する｡

しかし喜悲を超えて要求せらるるものは必然を自覚せ

る破壊なき稗換である｡しかしてこの要求に鷹じるべ

く新しき筆戦の任務がある｡

三.拳牧

草戟は線力戦の一翼として草間を中心とする戦であ

る｡是本項の最初に於ける畢戦の規定である｡

(思想吸と畢吸)　筆戦と呼ぶのは近東の用語であ

り､始めの中は主として､政治的一極めて康義の一

意蘭のもとに筆問を手段として敵を屈服せしむること

と考-られてゐた,従って他の分野との関係に於いて,

就中思想戦との開聯は極めて密接にして不可分である｡

むしろ思想戦の一部と考-られたのである｡しかし思

想戦が兎角宣博戦の意味に狭く解せられる今日に於い

ては,草取の重要性に鑑みて是を特にとりあげて考察

研究するの要があるc　大牌草取と云ふ言葉は現在に於

いては猶未熟なのであり,それだけに種々の娯解を招

き易いo　玄に最も了解しやすい-,二の例をひいて説



筆戦原理

明することとしようo

第一に.'i主として哲畢的な分野に於けるものである

が進化論学説の如きが是である｡英人ダーウィンの進

化論は生物界の一部に妥督する.優勝劣敗,弱肉強食､

適者生存の法則であるが､是を不首に嬢張して唯一の

世界観となし.最も遅れて額連せる欧州の文明諸国,

就中英国が以て自らの白人選民主義的世界制覇を意義

づけんとせしが如きは､最も根抵的にして,その弊害

の顎著なる例であらう.

なほ機械論的人間観に立脚せる野草が,却って人間

の健康を損ね.日本人の如き西欧直輸入の瞥華の毒す

るところとなって年毎に鰻質を低下せしめつつあるの

現状である,これも亦筆戦の一例たるを失はぬであら

う｡

(皇道車載)　皇戦の一翼としての皇道筆戦は､斯

かる奮束諸畢の迷妄を打破すると共に,是を特じて鼻

正なる拳を建設するにある｡誤れる畢を普及せしめて

敵を嘗めるにあらず.正しき畢を以てその迷妄を打破

し.是を救済するにあるo概略して云へぼ皇道に則る

真正なる畢を樹立し,この力によって世界に正しき秩

序をもたらすことである【)

斯かる拳の樹立は如何にして可能であるかc　先づ我

等は自己の立脚地に封して徹底的に反省しなければな

らぬ｡徹底的に反省することは即ち本束無一物の自覚

に立つことである｡一思ふに従束の草間に於いては､或

は作烏的､詐術的に真理を歪曲せるもの紗からず,中

には其の未熟誤謬に気附かず,徒らに是に陶酔迷信す

るものがある｡

今日に於ける日本の畢徒は.在来の諸畢.就中近世

自由主義制覇の現代に於いて.明治以束の牽制に基き.

七十年に亘って扶植せられたる欧米直輸入の拳を拳ぶ

のである｡たと-完全に是を岨嘱し消化せりと考ふる

もなほ欧米直輸入の域を脱しない｡皇道に則る直輸入

的諸華の再組織は焦眉の急ではあるが.また極めて困

難なりと云はねばならぬ｡

自己の立脚地に封する徹底的反省は,主として草間

の前提たるべき世界観の問題であるo　新しき史代的特

化は今やあらゆる意味に於いて正しき世界観の樹立に

またねばならぬ｡しかして今日に於ける畢徒は先づ自

己の立場に封して常に根抵的なる反省を加-ると共に.

従束の立場を離れて新しき立場に移り得るのでなくて

はならぬ｡本来無一物は嬰鬼の如き柔かさと.最高の
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緊張とを意味する｡

立場の持換は撃取戦士たるの第一要件であるo若し

韓換の行はるゝに於いては同一の素材に封し,従束の

資料を扱ひつゝしかも著るしき差を示すであらう｡こ

の輯換こそ菖束の筆問を生かし,誤謬を是正するの根

源である｡これなくしては過去幾百年の人類の智識も

却って兇器となって撃徒を毒し人類を損なふQ今日の

世界動乱が唯物主義､自由主義の必然の結果なるに見

るも明らかなるところであるc

以上は筆戦の意義を明らかにしたのであるが.次に

は線力戦中に於ける撃取の領域に就いて考へたい｡

(推力鞍と車板)　撃取に於いては先づ総力戦なる

ものゝ意義が明らかにされねばならぬ｡線力戦を直観

的に把握するに止まらず､その本質を明らめ,内香を

明確にし,其の歴史的過程を考-.絡束を預察し､是

が封策樹立の根抵をなすにある｡必然的昔束を明らか

にし､現算をその根抵より把握し､雨着の間隙なき推

移の鳥に封策の根幹を究めねばならぬ｡こゝに草取の

使命があることは皇戦の候下に既述せるところであるo

しかして斯る目的に於て畢戦の根抵たるべきものは算

に正しき世界観の樹立であるo

次には昔束世界の複素と是が顕現-の封策樹立の根

抵たるべき時空-如の見地にたっ綜合歴史地理の建設

であるo　世界観を以って根抵とすれば､綜合歴史地理

の建設はその双翼たるべきものである｡

皇戦的世界観の何たるかに就いては既に述べたとこ

ろで略明らかであらうo　歴史と地理の建設に就いては

以下に於いて略述することゝする｡

四,歴史と地理

皇道筆戦の根抵には皇戦観上皇戦世界観-の確立が

先づ要望せられる｡この根抵の上に新しく諸拳の体系

と共の再組織が考へられ,斯かる諸拳は皇戦の一翼と

して､蕃束の諸撃を批判し,是を是正してその本然の

光を輝かしむべく､また自ら敬ひつゝ皇戦遂行の方向

を指示し,是を現資との関聯に於いて明確にし､その

方策の根本を形成するのでなくてはならぬc

斯かる諸畢が,宙に浮いた草間,賓践と無関係な学

問でなく,最も半鐘的にして,また最も聾的なる筆問,

恰も従束に於いて矛盾するが如くに感ぜられつつあっ

た､賓蹟的と畢的との二契機を止揚するものでなくて

はならぬことは自明のことであるo
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今まで論ぜられつつあった所謂井草なるものが,主

として純粋なる筆問(?)の鷹用を中心に考-られ東

ったのは,斯かる封立の折衷的態度であって直に是を

止捜せるものではないc　寧ろ異に畢的なるものは,又

最も賓蹟的であらねばならず, *畢とは. ｢まことのが

く｣なるが故に｢♯践の拳｣であるといふのでなくて

はならぬc

以上の如き立場から考-る時､これらの諸拳が有す

べき候件は如何にあるべきであらうかo

第一には総合的であるといふことである｡即ち相即

相入的現象の世界に於いて､この-如関聯を確斉に把

握するものでなくてはならぬ｡云ふまでもなく綜合は

反面に分析を伴ふo　併し機械的に精密なる分析を以て

能となし､綜合の基底なる全体に封する把握を放くこ

とは最もつゝしまるべきである｡

第二には無私なることである｡従束の賞拳の提唱に

於いて最も誤解されてゐたのは､井草とは政策に随順

する拳である｡畢の政治-の屈服であるといふ票占であ

った｡しかし今要望せらる草間は政治を指導する筆問

でなければならぬ｡もとより如何なる時代に於いても

筆者の嶺表等に就いては常に何等かの制約がないわけ

ではなかった(｣しかし其の故に草間が誤魔化されて

いゝと云ふのではない｡政治も草間も悉く無私の｢ま

こと｣から生れ.清澄なること｢鏡｣の徳の如くある

べきものである｡少なくとも筆者は先づその研究を通

じて本束無一物たるの自発に立たなければならぬ｡是

はあたかもの拳者の問題であり,草間の問題ではない

かの観があるが.斯かる筆者と草間の分離程危険なこ

とはない｡

今日に於ける畢徒たるものは,輿-られたる立場と.

習ひ慣れた方法と,無目的の目的とに借存することな

く､常に自らの立場を求め.自らの方法を探り,目的

を確め,その研究をして自己の血の通ふものたらしめ

ねばならぬ｡

以上の諸項に顧みる時.今日に於いて特に必要なる

研究は歴史と地理であらうo　縦に過去現在を一貫して

未束を指向する歴史と,横に世界を一体としてその現

状の景観的研究より本然の姿を子方梯たらしめる地理と

の綜合的研究は最も注意すべきものであらう｡曾って

は其の綜合性の故に自らの畢的性格を定めかねた歴史

と地理が,その綜合性の故に今日に於いて其の拳的意

義を明確に把握し,更に歴史と地理とを綜合して,所

謂時空-如の見地よりする根抵的綜合皐を樹立するこ

とは現在特に必要なるところであらう｡

音素歴史と地理とは相伴って研究され束ったことは

東西其の軸を一にするo　古くは寧ろ二つが一体として

把握せられ,歴史と地誌とが未分の状態にあることが

普通であった｡支那の二十五史が多く地理志を含むこ

とや.ホーマーのオデッセイの如き一面歴史的記述と

して地理的記載を含んでゐるが如きはこの例である｡

我園に於いては固体の自覚と相伴って聖徳太子の天皇

紀と圃紀の如く,記紀と風土記の如く何れも両者相侯

って編纂され束り,近くは徳川時代に於ける水戸義公

の大日本史と常陸園誌の如きがあるo　更に明治二年大

命を奉じて六国史に継いで国史を編纂すべく史局を置

かれた際にも引紙いて地誌編纂の事を行ふに至ったの

であるo

明治維新は復古即維新として皇道を横軸とする革新

であったが故に,自ら-の反省たる国体-の自覚と相

侯って歴史と地理と相並んで編纂されるに至ったので

あるo　しかるに維新前に於いてさしも旺盛なりし尊皇

精神が,明治の西洋文明吸収と共に-持し,排外精神

は封象を代-て更に着るしくなった｡こゝに於いて地

歴の筆者就中史家の態度の如き殆ど文献拳的考護畢偏

俸性に堕して昔時の彰勃たる機運に適せず.遂に多く

の業績を見ることを得なかったのであるo

方法に精密にして.大観に徹せず,高全を求めて小

心翼々たるは筆者の通弊である｡もとより不精密より

は精密なるべく,高然を期すべきではあるが.是に終

始して徒らに古人の糟粕をなむるなからんことを期せ

ねばならぬo

明治の歴史,地誌編纂の失敗に鑑み､新しき畢徒は

自ら管しむるところがなければならぬぅ　以上拳戟の原

理としての大休を述べたの.であるが,以上の如き見地

より新たに編纂さるべき地理と歴史に就いて特に要望

せらるべき二三の票占をくりかへし強調しておきたいc

(-)聾者は現在の世界情勢に就いて不断の関心と

適確なる認識を必要とする｡特に史家は過去より現資

を見､未束を察すると共に現井より過去を見.以て未

来を明らむるの一面を省みるべく,現賓に封する関心

を必要とする｡景観認識の歪曲を正すべき地理畢徒に

於いては常に現♯の認識に注意すべきことは言を侯た

ぬc

(二)常に世界を一体とし,世界全体にわたって是
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を綜合して研究すべきであるB　この窯占については､既

述せるごとく,線力の本質,内外-如等に封する不断

の注意が要望せられるのであるc　特殊なる時代,特殊

なる地域を中心とすると錐も全世界史と全世界地理が,

たと-概観的になりとも常に意識せられてゐねばなら

ぬ｡

(三)世界が天皇世界なることの認識であるo　この

鮎に関しては最早くりかへす要はあるまいc　しかしあ

らゆる研究が.相侯ってこの認識を確かめてゆくこと

を漁期し得るのである｡
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(四)天地人相関の立場より一歩を進めて天地人-

如の見地に立つことであるc　地人相関を天地人-如と

なして考察すべきである｡

是を要するに世界を空間的,静的.景観的に研究す

るところに皇道世界地理の新しき建設があり,世界を

時間的､動的,因果的に研究するところに皇道世界歴

史の新たなる樹立があるo　しかも時空一如の見地より

する綜合がこれらの拳をしてよく現代を指導して.皇

戦の寒路を完からしめるであらうc

匪至当
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敵洲に於て擾乱が過ぎ去り革命が鎮静に節すると､

平和はやがて所謂東方問題を取り上げて退屈発しを始

める=　此が一九世紀以東の欧洲の一つの姿であるo　フ

ランス革命の後.ウィーン合議の後,又は七月革命の

後に土耳古に関して欧洲に吸塵が捲き起こったのはそ

の一例であったoかくして再び欧洲の平和は姿を消すo

東方問題は厭きることなく繰返される｡嘗って完全に

解決されたことがないからだ｡封立する一方が君府を

入手すれば勢力の天秤は直に傾く｡一国の進出は列国

の干渉を呼起す｡現状維持といふのが止むを得ない唯

一の方針であった｡東方問題はかくて解決されるわけ

がなかったのである｡かくしてこの間題は永遠の問題

になりおほせた｡

どこか一団が､臆せず進んで自国の康位を土耳古に

確立する程,隔絶した音力を誇り得る園は未だ存在し

なかった｡アレキサンダーの露西亜,ナポレオンの俳

斬西,ヴィクトリアの英帝国.ヴイルヘルム二世のド

イツ.それ等も悉く例外たり得なかったのである｡

土耳古問題はいはゞ欧洲のJL,臓であった｡そこを衝

かれると肢牌は反射的に縮み上って加筆者を梯ひ退け

ようとする｡欺洲の全線の嫉視と敵封せずして土耳古

問題に手をつけることは誰にも不可能であった⊂.こゝ

に土耳古間廟の困難と同好性が存する｡

印度に至る直接通路が額見されぬ以前に於る近東の

交通貿易上に於る重要さは誓様も無く大きいものだっ

た｡欧亜の橋梁地帯として,こゝに君臨するものは坐

らにして渡橋賃を捲上げる｡十字軍の目的が聖地奪還

といふ宗教目的によって企てられたものでなく,寧ろ

割りのよい近東地方の商業を手中せんとする西欧の経

済的欲求であった｡鞍見後英園の印度経替が確立され

欧亜の貿易が海上に於て管まれるに至っても近東の商

業上の重要さは一向嬰化しなかった｡スエズがこの航

海の関門だったから｡

スエズの重要性は誰の目にも瞭然である｡然しトル

コの.近東の,貿易上交通上の核心的重要さはスエズ

の他にもあるo　即ち黒海だD　黒海を閑却することは近

世飲洲史を理解せしめ得ないであろう｡



90

中部並に東部欧洲は,即ち欧洲の三分二は黒海によ

りて生存してゐる｡ドイツ及び波肺の一部.全洪牙利,

露西並の最も肥沃なる部分,それからヨーロッパ土耳

古-セルビア,ブルガリア,ルーマニア-はその主産

物たる農業生産.羊毛､皮革,を運び出す為には黒海

に出ねばならなかったn　ダニユープ,ヴオルグ､ドニ

エストル,ドニエプル.ドン,此等の河が繊道の代り

をつとめるこ.ガラツツ､オデッサ,タガンロックがそ

の船積港となった｡

中部及東部ヨーロッパのみならず, ′J､アジア.中正

の貿易は又黒海に多く依存する｡トレビゾント及びコ

ンスタンチノーブルはチフリス,ユーフラテス雨河地

方.波斯､トルキスタン-の商品の中心市場となる｡

バグダッド,シラーズ,テヘランを控-更にテヘラン

はキバ,ボハラ-通じてトレピノントは中亜に封する

一大門戸をなしてゐる｡露英の角逐は一面に於てはこ

のトレビゾントに於て闘はれたとい-る｡

千八百四十年頃まで中亜はロシアの商品市場であっ

た｡ロシア製品はインダス河まで侵入し,時には英園

製品をも歴倒したといふ｡アフガン戦争.シンド及パ

ンヂヤブ征服以後,英閲の中亜貿易はインダス河及黒

海によって次第に奮闘を麿倒する｡十九世紀後半に於

てトレビゾントは今や露国中亜貿易最後の関門として,

英国に封して死闘を以て守らねばならなかったo

ボスボラス､ダーダネルス両海峡の意義は一つには

かゝる黒海貿易との関聯にあるo　この両海峡を支配す

るものは黒海を自己の海とするを得る｡つまり黒海貿

易を聾断し,欧洲の三分二の死命を制し,小亜､中亜

-の開門を挺するといふわけだ｡これが両海峡の商業

的意義である｡

両海峡の商業的意義はそのまゝ直に軍事的意義であ

る｡狭い海峡は僅の施設で敵圃の黒海-の出入を完全

に遮断せしむるc　この海峡の軍事的占領が黒海を含む

康き地域に於る軍事行動に決定を奥-るのだ｡

コンスタンチノープルの軍事的償値といふものは畢

東南海峡の意義の内に含まれ,且夫を代表するもので

ある.

古の東羅馬帝国の中心に存し,欧洲と小亜細亜を結

ぶ唯一の陸路に昔るo　ヘレンスボントは此の崇占に於て

ボスボラスに譲らねばならぬ｡そこはアジアと欧洲間

に音際上債値ある通路より.又シリア-の通路から鯨

り離れすぎてゐるのである,ボスボラスは此の票占に於

て欧洲から小亜細亜内部へ.アルメニア-､シリア-

向ふに便宜である｡ボスボラスの北部は､しかしなが

ら黒海に向って絶壁の形をとる荒涼たる高原である｡

南方は,コンスタンチノープルの存する南方は､マル

マラ海に面する平坦肥沃の地であるが故に,欧亜をつ

なぐ道路は自らこゝを通過せざるを得ぬ｡コンスタン

チノープルは此の要衝に存する.

海上交通,黒海と地中海とを結ぶもの､は又此所に

その中福部を握られてゐる｡ボスボラスはヘレンスボ

ントに比して遥に狭い｡船舶の往束が最も完全容易に

支配されるのはは此虚に於てゞある｡この海峡に於て

風浪と潮流及敵矧こ封して防禦され且つ廉い海面を有

する唯一の場所は金角滞であり,しかも此滞は前述の

陸上交通との要衝でもある｡

コンスタンチン大帝が城壁を作って後､テオドシウ

ス二世亡塔城と今日呼ばれる三重の城壁を構築して

(四一三一四四七)背面の敵に備-,海上よりの敵は

ボスボラス,ベレスボンドの海峡で迎-られる｡かく

してコンスタンチノープルは土耳古人の猛襲を前に孤

立のまゝ永い間難=攻不落を誇ったのであるo

セントヘレナ講居中のヴオナパルトか欧洲の前途を

卜して､百年以内に露西亜の一統する所とならずんば､

悉く共和故に降せんと語ったのは,近東の､両海峡の,

君府の意義をよく博-るものと考へられるo

常時ロシアは欲得以東の南進策を踏んで次第に南方

に歩を進め,歴山三世治下のロシアは欧洲の友邦たる

の*を具-てゐた.悌蘭商事命とロシアの専制主義､

これが昔時欧洲を二分し相封峠するものだった｡ロシ

アが君府を手中するのは殆ど必至と見られた〔.

ヴオナパルトの預言は.この殆ど必至と見られなが

ら然も斉現されなかった複想を橡想としてゐた鮎で失

敗したo然しながら.もとロシアが成功したならば正

にヴオナパルトの言の如くならざるを得なかったであ

らうo

両海峡を得た暁には黒海はロシアの内海となるであ

らう｡ダニュ-プがロシアの河となるc　アルバニア沿

岸部を収めてアドリア海に勢威を振ふに至ればオース

トリーの領土は甚しく安全感を殺がれる｡トルコとギ

リシャに海-の玄関を定めることになれば.東部地中

海はロシアの為に確保されねばならぬことになる｡ス

エズを持つエジプトとリビヤがロシアの視界に入る｡

併合と希望の凍大.それ等は際限なく進行するに連な
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い｡スエズを抑へたロシアは､南方にあって前進の障

碍となってゐた印度以西の同数圏に-膏に進出を試み

ずばやむまいo

全く馬鹿げたことだDナポレオンの豪腹を以てせね

ばたと-侵定の話としても承認し得るものではないo

両海峡の奪取とそれに績く併合の無限の凍大はロシ

アの場合にのみ限らない｡列強の何れが主人とならう

とも､それはその園にとって遥かに凄く前進の根接地

であり､他国にとっては前進の中断と自国勢力の分離

を意味せずは止まない【}

黒海とバルカンと両海峡と東部地中海.此等が連な

る一線である｡此の内の一つは同時に他を意味せねば

ならぬ｡所謂｢東方｣意味した所である｡ダニュ-プ

が大きい意義を持ち､バルカンが列国争奪の的となる

所以である｡

ヨーロッパの中心に源を賛し､アジアに通じ又アジ

アよりヨーロッパの中心部に容易に達し得る公道をな

してゐるこの大河は様々な問題を惹起すc　ダニュ-プ

河口の占嬢はダニュ-プ河の支配を意味し,欧洲より

アジア-の通路と､逆にスヰス.ドイツ,ハンガリー

及バルカンー背の通商の大部分を挺することゝなるわ

けである｡

｢東方｣はかくの如く天秤の支鮎であり,云はゞ世

界の中心であるD　繭河地方より始って文化が世界に波

及した如く,この｢東方｣を手中するものこそ,世界

に向って支配の手を差伸し得るのである｡

二.世界政策と土耳古

襖太利が東進を策するに至った普襖戦役によりドイ

ツ聯邦より除外され､西方の関心を-先づ抑-ねばな

らぬ事態に立至ったことであった｡

ダニュ-プの支流モラウア河によってセルビアを通

り,ヴアルダル河を下ってエーゲ海の要衝ザロニカに

出るバルカン南方の大道と,ダニュ-プによって黒海

に出でる二つの道が襖国東進の二通路であった｡

これがセルビア､モンテネグロ､ギリシャ､ブルガ

リヤ及ルーマニアを含む大塊太利,即｢ダニユープ鱒

系｣を建設する骨髄として選ばれたのである｡然して

これが一九世紀後半の欧洲を角逐の絶頂-と導いた勢

力の一つであるo

喚大利の背後に濁逸を見るによって,この中欧より

する｢東方l -のJ堅力が容易ならぬものとなる｡
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濁逸統一を専らにしたビスマルクが融けられた日が

即ち東方に火薬の伏せられた日であったB大陸政策よ

り世界政策-の特換は必然ヴイルヘルム二世をして土

耳古を友邦として選ばしめたc　汎ゲルマニズムといふ

若き皇帝の世界政策が,欧亜の中福｢東方｣を自己に

結び､それを通じて摸大せんとする三B線を政策とし

て脳裏に描いたのは此れ亦然りといふ他ない､,

欧亜の中値は同時に世界帝国を稀する英国の中値た

らざるを得ぬ｡ピット以東英圃の東方政策の漁らざる

所以亦論ずるまでもないo

東方に射する喚濁英或は悌の関心は元より必至のも

のであったが,ロシアの関心はその地理的関係と俸統

に於て､亦劣るものではない｡

鬼大なロシアは世界通路につながりを有せぬといふ

鮎で不自由な足をもつ巨人であった｡南進が黒海を通

じて地中海へが,ヨーロッパ的国家を作り上げたピー

ター大帝以束の宿題であったのは昔然の結果以外の何

ものでもないのである｡

バルカンの住民は移動と混血と､それから起原の不

明な民族によって甚だ錯雑し､こゝに於る人種或は民

族といふ概念は決して裏面的な解樺を許さない｡

古代にイリリア人,トラキア人､マケドニア人と呼

ばれた三民族がこのバルカン半島に渡がり,夫々ギリ

シア化,ローマ化されることはあったが､現代バルカ

ン人の基調となってゐることは依然たるものである｡

七世紀に於けるスラブ人の侵入は然しながら,バルカ

ンに於る民族分布を津乱し,その強靭なる勢力､混血

すれば必ず他を吸収するといふ人種的優性によって忽

ち全半島をスラブ化せずに措かなかった｡東スラブ(ロ

シア)､酉スラブ(ポーランド､ボ-ミヤ)と共に彼等

は南スラブと辞せられる.二.スローヴェン人､セルプ･

クロアート人,ブルガリヤ人と呼ばれるものがその三

部分を形成するB

アルバニア人とワラキア人は十一世紀に突如出現し

た｡つまり-○八七年アンナ･コメナに始めて言及さ

れたといふわけである｡

僚惇で濁立的な,半遊牧のアルバニア人は一部はギ

リシャ教を､残りは同教を奉じ,古のトラキア人の末

であらうと考-られてゐる=.ワラキア人は､嘗て全バ

ルカン及ギリシャに廉く居住したが,今や殆ど全く衰

亡し次第にギリシャ人に吸収されつゝある古　ギリシャ

正教を奉じてラテン系の言語を語る｡トランシルバニ
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ア及ブユゲイナの彼らは喚太利に,ベツサラビアの彼

等は露固に属してゐた｡

そして最後にギリシャ人がゐる｡

南スラブ人が露西亜語に近い言語を語り,ダルマチ

ャ人,クロアチア人を除いて凡てギリシャ正教に属す

ることは不思議ではないが,この言語を宗教によって

彼らは強くツアーに結び附けられてゐた｡彼らが千二

百高のバルカン人中七百寓を占めているD

更にこのヨーロッパ･トルコに於る住民の十分九が

ロシアと宗教を同じくしてゐる｡こゝにロシアが東方

に於る優位を着々と築いた根抵が存するのであるQ

井際トルコの強烈な腕力が西欧の畏怖を捲起し,西

欧はその文化の野肇を蔑み､その交際の仲間に引入れ

ぬことによって僅にその誇を維持した時分､この半ア

ジア的なロシアはトルコの鼻斉に通ずることが出来た｡

バルカンに於る歴史がロシアの政策を主軸として展開

したことの一つの理由であるB

西ヨーロッパ諸国のトルコに封する無智と恐怖,無

定見の自然の結果はロシアのバルカンに於る着実な進

展であった｡それが西欧の政治家の現状維持といふ反

抗に阻止されて一歩づゝの僅かの前進しか果たされな

かったとはい-､この方面に於るロシアの優勢は否む

ことを得ないc　しかも又現状維持といふ西欧政治家唯

一の方策.即無策はバルカンに於るロシアを喰止める

と同時にロシア勢力の助長といふ方向に作用したので

ある｡

キリスト教徒であるトルコの臣民,即ちバルカン人

にとって,現状維持はトルコの暴政を是認し永久化す

るものであらねばならない｡ギリシャ教食の首長たる

ツアーが解放者保護者として､彼らより手を差伸べら

れる事は自然の勢でなければならないからだ.

然しながらロシアの前進が一歩づゝ無定見な政治家

の目をかすめて行はれてゐる間は,たとへ一歩づゝと

はいへ前進は許容されてもよかった｡しかしロシアが

南海l映に進出する,即ちバルカンの一部分に領土を康

めることでなしにトルコの中値を,従って欧亜阿三大

陸の中値を握る希望を明にしたときには忽ち全軟の猛

烈なる決意に出合はねばならぬウ　ニれは夫々の政治家

の政策でも決意でも何でもない｡.園家の危機を本能的

に察知した国民の自然的な阻止運動に他ならない｡こ

の故に,ロシアに限ることではないが､両海峡の専有

はトルコに封する戦争によってゞはなく.正に全欧に

封する宣戦によってのみ許されるのであった｡又今に

至るもそうであるo

三.方面重商進史

トルコが-二九九年小亜細亜西北の-小地に建園し

て以来,十六世紀半葉に於る第十二代スレイマンに至

るまでに,全小アジア,アルメニア,雨河地方,シリ

アを征し､アフリカに於ては挨及よりアノレビリアに至

る北岸一帯の地を領し,欧洲に於てはバルカン半島､

ハンガリア.タリム汗園に至る東南政一常にその覇権

を確立したo　遊牧的な剛勇と､武断の君主が二世紀の

間によくこの領土的鞍展をとげしめたのであるo　第三

代ムラッドー世の時の創設した｢新軍｣はこの時期に

於る精兵トルコの象徴であったc領内の欧洲基督教徒

の子弟を選抜徴賛して.六才の幼より軍隊生活を行は

しめ.トルコ兵士の精膳を注込ましたこの新軍はトル

コ軍の花形として縦横に基督教徒を撃破したのであるo

敢鳥の世系を轟蝕した後宮,領土の鎌大に反して停

止する文化は既に十三代セリム二世(-五六六-七四)

の世にこの帝国の内部的崩壊を開始してゐたcトルコ

軍の勢威が僅にこれを蔽ひかくしてゐた,その侵略は

唯兵士の行軍のみで足りた｡戦闘を交ふるの要はなか

ったといふ｡

-六九九年のカルロウイツツ倹約は無益なトルコの

進撃を受けとめて欺洲が築いた最初の記念碑であるo

しかしこの戦役の結果に於て､攻囲の善戦をでなく.

土耳古の内部的腐敗をかぎつけたものは敏感な鼻をも

後世の歴史家である｡ -六九九年を土耳古衰退の序幕

であると歴史家は考-てゐる｡

然しながら算際にはそれ以後に於る土耳古の度々の

拙戦と敗戦にも拘らず土耳古の内井を透察し得る政治

家はなかった｡ -八五○年代.漸くクリミヤ戦争の前

年に土耳古を｢瀕死の病人J　と呼んだ蕗帝ニコラスは

大婚な卑見をしたともい-るのであるc

露西亜の南進はピータ以来の園策であった｡しかし

それも最初の間は土耳古軍の鯨勢によって､後には欧

洲諸国の妨害によって容易に進行しなかった｡一歩

づゝ着実に前進したといふたのもつまりこのことであ

る｡

殆ど君府近くまでの全バルカンを占領する大勝を行

ふても,その獲物はドニエプル河畔に於る土耳古要塞

を破壊することで終るといふ様な僅かづゝの前進しか

野間
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許されなかったのである｡

-六九九年　カルロウイツツ候約｡ベータ大帝土耳

古よりアゾフを獲｡

-七-一年　プルート倹約c　土壌闘ひ,匂牙利､ワ

ラキア,セルビアの大部填国領となる｡

-七三九年　ベルグラード倹約｡女帝アン黒海沿岸

に-′ト地を占むo

-セセ四年　クチュクカイナルジ倹約｡カザリン二

世クリミヤを得o　但し他の占領地は悉

く返選

一七九二年　ヤシ一俵約｡ドニエプル河を以て露土

の境界とする｡

(-八○七年)テルジツト露燐協定:,露モルダウ､ワ

ラキアより撤兵c

-八一二年　ブカレスト倹約｡プルート河を露土の

国境とす,モルダウ.ワラキア土耳古

に返還

べツサラビア及モルダウの一部露領と

なるo

一八二九年　アドリアノーブル候約,産占領地常返

還｡但し希腺濁立｡

-八三三年　ウンキアル.スケレシ倹約｡露土同盟､

両海峡通行権を得｡

-八五六年　巴里倹約(クリミヤ戦争)ダニユープ

河口二州の保護種露の手を離れ列国の

共同保護となる｡

-八七八年　サンステファノ倹約(露土戦役)｡べツ

サラビア再び露領となる｡勃牙利自治

(但し土領)､セルビア､モンテネグロ

濁立,ボスニア,ヘルツェゴビナ自治

(但し土領) ､ルーマニアは巴里候約に

て得たるべツサラビアを露に奪はれ,

代りにドプルジャを得て濁立｡

-八七八年　伯林骨議､大プルガニア建設阻止さる｡

以上の欧洲に於る東方紛争即露西亜南進運動の年表

は露西亜の飽くなき努力をこの上なく明瞭に物語って

ゐるc　候約と候約の間には絶え間ない戦争が緒いてゐ

る｡しかもその倹約は争乱の解決でも何でもなかったc

かくして十八､九世紀を埋め表す戦争,しかも聯勝を

以てして露は常にその前進を思止らねばならなかった
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のである｡

露の前進の努力がいかに列国によって阻止されたが､

前掲の年表に簡単な解説を附してみる｡

土耳古に封する抗争ははじめ喚園によって代表され

てゐたD　ベータの時代至っても尚昔分は攻囲の強盛と

なるを欲せぬ事情にあった｡この時の壌土の衝突は備

園の離間に基いて起ったQ　協同者露のクリミヤ､オク

サコフに於る大勝にも拘らず､嘆の敗戦はこの露の戦

果を無に鋳せしめたのであるが,その間喚の拙戦を利

して嘆をして露に無断土耳古と和約を結ばしめたのは

備園であった｡終に露もこゝに於て絵儀なく土耳古と

和してその艶果を放棄することゝなる｡

次の-セセ四年クチユク,カイナルヂ帳約は露の占

領したクリミヤ,ワラキア,モルグヴイア及べツサラ

ビアと高架索に於るジョルジア.ミングレリアの内唯

クリミアのみが露領となり他は悉く返遷されねばなら

なかったD然し露は此の倹約によりてトルコ領内に於

るキリスト教徒保護の優先樽を獲たことに蟻て,終束

トルコに干渉し又進撃する武器を得たことにはなった=

然し大勝に比して戦果の小であったことには普嘆の妨

害といふことが考-られるo　元束この戦争はプロシア

が提案し噴霧南国が賛成したところの波蘭分割に端を

賛して-七大九年に戦争と化したものである｡然るに

露が軌捗を細け領土漬大の勢を見せるや､普喚は直ち

に露土間に調停を買って出たのであるo　カザリン二世

の拒絶によってこの妨害は直ちに結賓はしなかったが,

-セセー年末休戦しブカレストに開いた合議が不調に

終ったことによって-セ七三年露土間の開戦となった

ものであった｡この戟の結果たるカイナルジ候約はそ

の内容に於て前年のブカレスト合議に規定する所と大

差ない｡

次に-七九二年のヤシ一俵約は, -七八七年喚露共

同の封土戦争の結果であるcその打清く戦勝も英､普､

和の防備同盟の強力なる干渉によって先づ填が休戦し

(-七八九)次いで露も亦同様休戦の止むなきに至っ

たものであるo

英国は十八世紀の大半を通じて露園と親密なる関係

にあった｡即ち露を以て俳を制せん烏であった｡然し

今や露が次第に土耳古を併呑せんとする形勢を見て､

｢土耳古帝国は欧洲列強の権衡上甚大なる意義を有す

るもの｣たることを知るビットの明察が露に封する其

の干渉政策となって現はれたのであるo　向後露は常に
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英の妨害に出合はねばならぬことゝなったQ　然しなが

らこのヤシ候約は露をしてバルカンに至る競争固たる

喚園の優越的地位を奪ひ此に代らしめたものであった｡

-八○七年セルビアの甥立運動に始り, -八一二年

のブカレスト倹約に終った戦争は､此は土を助けるナ

ポレオンの牽制によって露をして終にモルダウ,ワラ

キアを土耳古に返還し,ベツサラビア及モルグウの一

部を得るに止らしめたo

-八二九年アドリアノーブル倹約に終る一連の戦争

は-八二一年に起こった土額たる希腺濁立の頼乱に始

まる｡まさに君府に迫らんとして露土間に休戦を見た

この倹約に於て､露は終にダニユープ河畔に於る土の

要塞を破壊せしむることを得たのみで､占領地は悉く

返還､寛大なる態度によってトルコに勢力を布かんと

する止むなき方策をとるに至った｡

即ち､英国は土耳古を犠牲にして露の伸展するをも

とより好まなかったが,しかも又希膿にして平隠に蹄

することなくば,.露は此に干渉の機を覗ひ,土耳古に

封して侵略を見ることが必至である故に英国は露と共

に土耳古に干渉して希臓の烏に自治獲得に壷すると共

に,然も此をサルタンに従属せしむることによって露

をして進出の機を得しめざらんとしたのであった〔､

-八三三年のウンキアル,スケレシ候約は露土の同

盟といふ奇妙なものであったc　土耳古の治下たるエジ

プト大守マホメット,アリは-八二四年希臓の叛乱錬

磨に功あったが,その時土耳古より賞としてシリア,

トリポリダマスクスを輿-るといふ約束を得たに拘ら

ず,一向貴行さるべくないのに憤り,俳国の背後より

の援助を得て､その子イプラヒムをしてシリアを攻略

レ｣､アジアに入らしめた｡こゝに於て土耳古は英国に

先づ救を求めたが､パーマストンの短見は此を拒絶し､

終に土耳古をして露に救を求めしむるに至ったのであ

る｡露はこの好機を見逃すものではなかった0　土耳古

に封する資質上の保護種はかくして無償で獲得された

わけである｡英傍はこゝに至って始めて驚博した｡英

は先に土の申入を拒絶し,僻も亦マホメット､アリの

後援者であったのだから､この驚樗は全く愚鈍を極め

てゐるo然しながら今や彼等は必死となって露軍の君

府駐屯を阻止することに努力を惜しまなかった｡露草

君府駐在の根壕はイプラヒムの前進にありとし､一方

墳及を抑-ると共に,土耳古をして露軍を君月守より撤

退せしむべきことを勧告したD　ウンキアル,スケレシ

候約はかくして出東上ったのである｡露は撤兵の代償

として両海峡の通行権を得,君府に於る牢固たる勢力

を築き上げたのである｡

クリミヤ戦役の韓生は聖地保護並にギリシャ教合保

護種を手中にして土耳古支配に一歩進めんとした露の

要求を,英国が土耳古をして拒絶せしめたところにあ

る｡

ボスニア,ヘルツェゴビナの-摸とそれに痛くセル

ビアモンテネグロの封土宣戦を先騒とした露土戦争

(-八七…八年)は,露軍がアドリアノーブルを

陥れ長駆君府に入らん形勢を示した時.再び英国の阻

止に合ひ,サン･ステファノ倹約を締結することにな

ったcセルビア､モンテネグロルーマニアの濁立とブ

ルガリア,ボスニア､ヘルツェゴビナの自治を土耳古

に承認せしめたこの候約はバルカンに於る露の素志の

完成一歩前にあることを示すものだけに英園の承認し

得ぬ所であるo　この英の改訂要求によって南国の間に

生じた戦雲を利して伯林合議招集に成功したビスマル

クは,この合議を機に終にアドリアノーブル傾約改訂

の篤ではなく濁逸の篤のものとなしおほせた｡東方に

於る立役者は一朝にして露より濁に移ることゝなった

のであるo

三B政策はビスマルクを退けたゲイルヘルム二世の

考案であるけれども､この政策の基礎は賓に亦ビスマ

ルクによって築かれたわけである｡

四,土耳古外交の本質

弱国が強固の間に虞するに以夷制夷を以てするとい

ふことは止むを得ぬことであり,又賢明な道でさ-あ

る｡

-欧米諸強争奪の的にあった土耳古に於いても､この

弱国の常道以外の道が踏れなかったであらうことは容

易に察することが出束る｡唯土耳古に於ては以夷制夷

は一般に於ると相異った形を以て現はれたc或は最も

典型的に行はれたといふてもよいであらうか｡即ち土

耳古は自ら手を下すことなくして此を成就したのであ

yj&朗

列強は互に牽制し争闘した｡土耳古は唯舞童を提供

した｡外交の主人公は列強であったQ　土耳古人は列強

の脅迫威嚇に従ふだけであり,むしろ惰眠をむさぼっ

てゐたに過ぎない｡

しかも結果より見れば,土耳古を窺ふものは相戦ひ

野間
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相傷け.要するに相刺した｡土耳古が彼等全ての関心

の的であり､一団が占取するには繰りに貴重だったか

らである｡

二百年来のロシアの進攻は絶-ざる妨害に骨ふて困

難を極めねばならなかったのであるが,しかも彼の優

越と努力が漸々に築き上げた虞は一朝にしてビスマル

クの手中に移り終ったではないかo

かくの如きは土耳古の位置する場所,欧亜の中核た

る場所が自ら引き出した自然的蘇結でもある,土耳古

は亡びるべくし亡びなかった｡滅亡-の自己運動の他

には此を亡すものはないc　外部よりの力は互に相牽制

され,相殺されて此を倒す力と作用することはなかっ

た｡むしろ.逆説的には守り立てた｡倒壊の後に束る

新主人よりは自己の命に従ふ老主人の如くはなかった

からであり､その新主人が自己以外の看ではないと誰

にも確信はなかったからである｡かくして西欧列強の

侵略の魔手は.皮肉にも土耳古の場合に依て救済者た

るの結果に終ったのであるo

以夷制夷はこの場合主人公たる土耳古の手によっ

てゞはなく,夷たる列強自らの運動によって自らその

手を結んだ｡いはゞ　r東方｣の地政畢的位置の自然的

締結であったしかしながら強者を相食ましめるを以て

使命達成の一手段とする猶太人にとって.かゝる候件

を具へたr東方｣は恰好の舞童ではなかったらうかo

列強は自ら相食む,猶太人は之を助長する｡否彼は取

組せる相手を選定するだけでよいといふわけだ｡

中世以東猶太人に封して最も惨酷の迫害を加へた彦

の南進が快く受けとらるべきではなかったらう｡彼等

が此を妨害することによって報復せんとしたとしても

敢て怪しむべきことではないやうに思はれる｡殊に土

耳古は彼等によって完全に自由な楽土ではなかったに

もせよ､承認として官吏としてその翼足を伸ばし得た

天地である｡露によってこゝにも彼等を迫害する政治

を迎-入れんとは彼等の決して好む所ではなかったに

相違ない｡

然して英国の侍統的政策となった露の南進阻止は猶

太人ヂスレ-リによって代表されるものであった｡ク

リミヤ戦争に至るまでの露の南進は主としてこの英国

の抑-る所となったのである｡

南進の蕗と此を抑へる英といふ封立は.伯林合議後

一朝にして燭実の封立となったo　然して伯林合議の立

役者ビスマルクの背後にも財政顧問プライヒレーダー
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を始として猶大人が存したことは否定し得ぬ所である｡

然らば猶太人は今や鞠を押立てゝ ｢東方｣への進出を

行はしめるに至ったのであらうかD

トランスバルカン報道が完成され,バグダッド横道

の利樺が濁の手に入り,その完成-と次第に進むこ

とゝなっては.濁の勢力は-馨にして中欧よりアジア

の隅々に行渡ることゝならざるを得ぬ形勢となった｡

英が此を阻止せんとするのは必然でなければならな

い｡世界大戦は此に於て起こったが,トランスバルカ

ン繊道はヒルシユ､バグダッド銀道はラテナウと､共

に猶太人の着工経督するところであったのである｡

世界大戦前後,政治をスルタンの手より奪同し､土

耳古に人権の宣言を行ふた青年土耳古薫のサロニカ本

部に於て,その枢要を占めてゐたのも猶太人であったこ

又革命後の露は,その俸統を一葉して土耳古救助に代

-,大戦中英国及び希臓の攻撃を梯ひのけしめ､その

後の更正土耳古に資本並に技術的援助を輿-ることに

なった｡

此等一連の事貴は,猶太人がこの列強必争の地を利

して彼等の相関はしめ且つ一国の健占を確立し得しめ

なかったことを考へしめるものがある｡

かくて土耳古は.その地政草的位置と共に.又猶太

人によっても列強の征服より免れるといふ不測の幸を

得たのである｡さながら不死の如き土耳古の活力の鼻

髄はこゝにある｡

五,現在情勢の判断

濁逸は悌園を降し,英本土攻略に向ふに先立って.

バルカン諸園の紛擾の原因たるルーマニアを中心とす

る領土問題を-先づ解決した｡このことは.濁逸がこ

の調停によってバルカン諸園を蹄服せしめ,バルカン

に於る濁逸の勢力圏を築いたものであり､これがバル

カンの新線制であるといふことも考-られる.

しかしながらかゝる観察は結局皮相の見たるを免れ

るものではあるまいo　それは決して濁逸の抱懐する欧

洲新鱒制のバルカンに於けるものゝ終局的表現だとは

思はれない｡それは封英攻略を控-る現状に通庸する

一時的輔縫策に過ぎぬであらう｡それは露のバルカン

進出-の一時的要塞を意味するに止るのであるに連な

いo　ルーマニアが,ブルガリアが再び第二のポーラン

ドたり沿バルト海諸園たるを防止する濁の封露的意思

表示に過ぎぬのではあるまいかD
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-港英国攻略を前にしてバルカンが決定的に虎理さ

れるといふことはあり得るものではない｡私が同顧し

た東方問題の歴史より抽出し得る一般的牡則に従って

もそうであるし.亦現状が一層強くそのことを明示す

る｡

元束濁蘇伊といふ三園の力の調和的働き,この燭が

多大の苦心と犠牲を締って構成し得たものによって濁

は欧洲に於る新秩序-の開幕に乗出したのであった｡

然してそれは封英の方向に結び付けられたものであっ

た｡その最高目的たる英国を討つことが残ってゐる｡

バルカンは此の結合を破壊する｡その利害がこゝに

於ては相矛盾すること誰の目にも明であらうG　重大課

題が果されぬうちに,この結合を好んで解く愚を敢て

する英雄はないであらうと思ふ｡

濁がバルカンに於る決定的新線制の建設に乗出すの

は英国攻略の後であるといふことは明である｡濁の赤

裸々なる要求はバルカンに於て露伊と衝突せずばをか

ないからである｡

濁が英国を屈服せしめて適首な時期にバルカンに着

手する象合.彼がこの両国を同時に相手に廻すことの

ないのは勿論であるc　そこで濁が味方に求めるのは伊

であり,先づ,撃破せんとするのは露でなければなら

ぬっ　露が濁と矛盾する種々の特質を有することを除い

ても､露が伊より強力であるといふことが何よりこの

ことの理由でなければならぬ｡露と組んで伊に向ふと

いふことの愚さは考えふるに堪-ない｡何故ならば,

濁が伊本土近傍に兵を出す間に.寿がバルカンを掌中

すること必至であるからだ｡

そこで露伊の協力が露に向ふことになるわけであるc

然しこの封露攻撃を予想しての′くルカン盛理は日本と

無関係に行はれるものではない｡日本との提携が行は

れた日が即ちそのバルカン慮理着手の日となり,封露

宣戦の日となることも明でなければならない｡我々は

この烏に充分なる用意を持ってゐる必要がある｡日本

が封露問題に没頭する烏には少くとも米国との問題を

解決する必要があるといふ考,即ち封露行動を背後よ

り牽制するもの,存在をなくする必要があるといふ考

が正しいならば.この日濁の提携の前には甚だ大きい

間頓があるわけである｡

粗て露を討った暁に於るバルカンの燭伊勢力分野の

劃定といふことは一つの問題であらうc　唯最小限ドナ

ウ河口地方を濁が握るといふことは動かし得ぬが,君

府海峡の庭理はこの際も依然最も困難な問題となるで

あらう｡

以上の議論は濁伊の欧洲の新港制がバルカンに於る

諸邦の沸立を許すものであれ,濁立を否定するもので

あれ.おのづから両国の勢力範囲といふものが構成さ

れる以上はその根底に於て襲動するものではない｡

露が濁の封英紙攻撃に先ってバルカンに進出すると

いふことは最もあり得ることには連ない｡しかし露の

★力は今日このことを容易になし得るものでないと考

-られるo

そこで濁は蕗のバルカン-の進出に封しては何時で

も撃滅し得るが如き態勢を示して露を抑-てゐねばな

らぬ関係よりして､英国線攻撃は突然前鱗もなく行は

れねばならぬといふ推測を可能にする｡

蘇って土耳古はどうであらうか｡英備に組した土耳

古は今や退引ならぬ窺境に陥った｡弄れかかった英国

の重味は遂に土耳古をおしつぶすに連ない(,土耳古は

取返し得ぬ失敗した｡

かゝる観察は間々行はれるものかも知れぬが事態の

兵相を見極めりものたるを免れるものでない.かゝる

観察を全然誤ってゐると断言するのは予言といふ綱渡

りの危さを冒すものでも何でもないo　歴史の観察はこ

の断言を助ける｡燭の英国攻略までに土耳古は満と提

携してしまってゐるといふだけだ｡しかもこの提携は

土耳古が苦慮塞策の複成し得るものでなく,雨音より

互に手が差伸べられて成立するといふ性質のものであ

る｡

此に比してムツソリニの使命の困難さに思至す人は

案外少い｡彼が窮極に於て目指す大羅罵帝国の再建,

地中海国家の建設は,その完成と共に分解作用を起す

運命を恐くは避け得べきものではないと思はれるこ

海洋は一面結合的性質を有してゐること疑ないo　地

中海を己が湖水とした伊太利は急速に地中海周連に嬢

がり一つの統一的な地中海文明を構成し得るであらう.

アレキサンダーの帝国をローマ帝圃のみがなし得たこ

の大事業を｡

然し古代の此等の地中海的統一は同数の勃興によっ

て崩壊したo　この崩壊も亦地中海のもつ分離性に基く

だのでしかないo

地中海は動物界の分界線であるに止らず人種に於て

も亦有力なる分界線を形成してゐる｡.ハム及セムとア

ーリアン,同数と基督教の相封する地中海のこの長軸

野間
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を越へたものは.すべて他に吸収されることを避ける

ことは困難である｡北アフリカに於るギリシア人,ロ

ーマ人ヴアンダルがその例であり,又逆に西班牙.シ

シリ,クレタに於るアラビア人.南東欧洲に於る土耳

古人も又その例に漏れない｡今日故人の支配下にある

北アフリカと錐も.土人はその大多数人口を維持して

をり且つその特性を失ってはをらぬ｡

地中海的自然候件は地中海周囲の狭き場所を占める

に過ぎないe　その背後は皆大陸的原野であり.この原

野の側よりする侵略民族を防ぐことは甚だ困難であるo

況やこの原野地-の進出は甚だ困難を極める｡唯この

困難を克服し得た者のみがその大帝国の存練を望み得

るのであるo　この票占に於てもアレキサンダー及ローマ

帝国はその偉大さを我々に示してゐるのである｡かく

の如く地中海は一方に於ては結合の要因であると共に,

分離の,統一を防ぐる所の要因でもあるo

かく考えふるならば､伊大利百年の大計のとるべき

方策は､分離性最も弱き地鮎たるジブラルタル,シシ

リ,エーゲ海を確保して地中海周連を中心伊大利に強

く結び付けることであらねばならぬ｡大陸の周連にあ

る諸島喚はこの意味に於て高き意義を有する｡伊太利

が地中海に於る島喚の占有を強く主張するに至るであ

らうこと火を見るより瞭である｡

このことの鳥に賄束を海園として鞍展せしむること

の重要であるのは此又いふまでもない｡

然して地中海統一文明の永繍を計るためには､地中

海周連より大陸内部-の困難なる進出が行はれねばな

｣XI

らぬ｡このことの成否が伊太利の永汝如何を最后的に

決定するであらう｡帝にエチオピアを占有したことは､

アフリカに於るこの努力を容易にするものとして甚だ

賢明であったといはねばならない｡

君府海峡と挨及は唯に交通軍事の関門たるによって

ではなく.この意味に於て伊太利にとって至重の意義

を有してゐる｡

君府海峡は小アジアとバルカンを繋ぐのみならず,

近く迫ってゐる非地中海地域-の進出鮎であり､ナイ

ルを有する挨及はアフリカに於て内陸深くまで嫌がる

ことを得しめる唯一の園であるに止らず,又アラビア

との結付をさへても強固にし得る所であるからだ｡

伊太利の精束は右の如き諸種の候件の克服にかゝつ

てゐる｡その-を失へぼそれは殆ど致命的に影響する

に連ない｡

伊にとっても甥にとっても君府海峡は最大の関心で

なければならない｡この鮎にこそ今次大戦の最も深刻

なる興味がつながるのであるし,此の鮎の決定に欧洲

新膿制の最后的決定が見られるのであるD

土耳古は滅亡することなくして存辞するD依然とし

て君府海峡は東洋封西洋の封立按解鮎たるを嬰-ぬで

あらうo東洋の西洋-の攻勢が準備されねばならぬ今

日に於て.日本がこの地軸-の額言種を有せぬことは

甚だ菱ふべきであらねばならぬ｡南洋圏確保の後,そ

こに於る同数が日本にとって薪なる意義を獲得せねば

ならぬ所以である｡
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(昭和-五･十二･ニセ)

(室賀報告)

はしがき

日本の所謂南進政策が､本束極めて友好的同胞的精

神に立つものであって,何等侵略的意固を有しないこ

とは今更こゝに言ふまでもない｡大東亜共集廟を以て､

屡々云はれる如く日本の生存樺に関はる生活空間との

み解することは短見の鼓りを菟れまい,それはより多

くの道義的なものであり､皇道の本質に根ざすところ

であり､かゝるものゝ自己資現なくしては日本の存在

が意味を失ふといふ限りに於て,始めて生存権と補し

得べき性質のものである｡従って日本の南進政策が平

和裡に遂行せられるべきを理想とすることは.単に武

力的手段が囲幣を費し兵力を損耗することを危快する

功利的見地から立言せらるゝのではなく､日本の圃家

的理念の本質から理解せらねればならない｡

とはいへ,平和的南進政策とは,右顧左給して一時

の苛安を食る消極主義であってはならぬ｡それは皇道

の本義に則るが故に,常に断乎たる積極的姿勢を執り,

平和の裡に強烈なる武を包鼓するものたるべきであるc

蘇って南方の現状を見れば､日肺印の交渉は停頓し,

英米泰軍事密約説まで博-られ,この地方の沓束の支

配者たちは太平洋に利害を有するあらゆる者秩序的勢

力を自己の防衛に汲々とし0日本の打倒を策してゐるo

従って日本の南進政策が平和裡に遂行せらるゝことは

殆んど不可能に近い｡故に日本は.勿論線力戦的見地

から.所有手段方法を以てこの地方に於ける皇道の開

額を策するを怠るべきではないが､結局この南方圏を

邪悪なる影で蔽ふ秩序勢力を武力的に駆逐する決然た

る覚悟を要するc　この意味に於て日本の南方政策の現

箕的段階は軍事的であり,少なくともそれを極めて重

要な背景としてもつと断ぜざるを得ないD　而して南方

に於ける新秩序樹立の妨害者が依然として英国である

とすれば,姦にその極東探題たるシンガポールが我々

の眼にその不吉な映像を示すであらう｡

シンガポールは勿論その軍港たるによってのみ重要

な位置を占めるのではないo　一層注意せらるべきは,

この港の持つ地理的優越性によって.東亜並に太洋洲

に封する英国流の線力戦的謀略網の一大支持鮎をなし

てゐることである｡但し.この鮎に裁ては､不完全乍

ら合て少しく報告するところあったから,本編に於て

は専ら軍事地理的意義を検討し､かゝる視角より南洋

の現貴に-解搾を提出したいと思ふ｡切に御叱正を待

つ次第である｡

-,軍事板♯地としてのシンガポールの沿革

マレー史の上に,シンガポールはn皿asik或は

Singa puraとして現はれる｡ Singa puraとは獅子の

島を意味し､有名なジャヴァのMajapahit王によって

十三世紀中葉に破壊せらるゝまで,土酋の築城するも

のがあったと博-られる｡マレー年代記は,このジャ

ブァ人の襲撃によって全島血の海と化し,今に至るま

で米を生産しないといふ俸説を物語ってゐる｡併し白

人の束訪以前,この海峡支那と印度を結ぶ交易路の要

衝に昔り,アラビア人の来往するものも多かった｡異

説もあるが.マルコポーロの記載するMalayurをシン

ガポール島に比定せんとする単著もあって,この地の

交通上における位置の重要さは.歴史的回顧のうちに

見出され得る｡

今日のシンガポールの創始者ラップルズが,この島

を占領したのは-八一九年の事で,その年の二月六日

ジョホール王と倹約を結び,英国がこの地に貿易港を

開設することを許容せしめたo　爾後のこの港市の嶺展

に就ては既にその⊥端を略叙したからこゝでは省略す

る事としたいが､いずれにしても.,シンガポールは英

国の東洋侵略の竣鮎として昔初から運命づけられてゐ

たのであるo

併し軍港としてのシンガポールの歴史は.然かく遡

ることは出来ない｡ -八四○年の洩片戦争に際しては､

この地は英国の軍隊､運送船,艦隊の集結地となった

が､ -八四一年香港が英領に蹄してからは,英国の東

洋における軍事的勢力の中心は,この新たに得た支那

の港に置かれることゝなった｡このことは今次の欧州

大戦の直前まで細いた｡蓋し印度支那半島に接鮎を求

めた園々は,英国にせよ仏肺西にせよ,その究極の目

的が支那にあった事は,前報告に詳述した通りである｡

シンガポールに初めて軍事施設の置かれたのは-八

八二年で,このことは,昔時おける傭蘭西の安南経営

を反映するものであらうこ　ナポレオン三世治める下の

俳肺西は,この東南アジアに於いても英国の有力なる

競争者だったのである｡ -八九○年から九三年に亘り､

ra
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海峡植民地は更に年額十寓砲を支出して海軍根凄地を

設け､砲塁を築造したo併し乍ら,日露戦役までの東

洋に於ける英国の直の勤敵はロシアであって､その意

味からも香港はシンガポールに優る位置を占めてゐた

のである｡のみならず,英国は更に巨文鳥にもその簡

手を延ばし,その注意の焦鮎を常に北方-向けている｡

だが､このことを以って英国がシンガポールを等閑に

附していたと考えるならば大きな誤りであらう｡英国

が支那海北進の態勢を取り得たのも,シンガポールに

確たる基礎が置かれていたからに他ならない｡この地

の経営は､これと並行してこの間に次々として行われ

てゐた｡たゞ傭蘭酉勢力の萎廉と.之に代る強敵の出

現を見なかったことによって,その軍事的方面に多く

の顧慮が梯はれる要を見なかったに過ぎない｡

然るに日露戦役に結果ロシアの敗退となって美園は

その目的を-唐果したが.このことは固らずも日本と

いふ新き敵手を呼び覚ますことゝなった｡殊に第一次

欧Jil大取を経て,この極東帝園の勢力が著しく膨張し,

その政策が世界的規模を有するに至ると､英国は支那

における自己の既得権急のみならず,廉く太平洋にお

ける自国植民地の防衛について真剣なる考慮をなさゞ

るをえなかった｡夙に一九-○年オーストラリアは英

本国よりヘンダーソン大尉を招いて園防計量の樹立を

依嘱したが,第一次大戦の直後,一九一九年美園はユ

トランド海戦の提督であったジェリコー大尉を各植民

地の海軍建設顧問として極東を巡視せしめた｡同大牌

はその結果,オーストラリア.ニュージーランド.カ

ナダの融合による一種の八八艦隊建造案を進言し.且

つその根接地をシンガポールに置くべきことを具申し

た｡日本の南方進出を阻止し.東亜に於ける日本の勢

力を打倒し去らんとする目的を以って,英国がシンガ

ポール築城案を具鴇的に取り上げ始めたのは軌ここの

交にある｡併し､戦後の創境未だ癒えざる英園に取っ

ては,この事業は尚遂行の困難があった｡それ故に.

所請シンガポール軍港の問題が大きくクローズ･アッ

プされるのは,華符合謎以後のことである｡

一九二一年の華府合議は,美園としては多年の盟友

であった日本と新らしき敢封関係に入り,米囲と合作

して東亜に於ける日本の進展力を減殺し,以て太平洋

に於ける自領植民地の安全と.支那に於ける自国権益

の発展を策するものであったc　それ故に､日本の海軍

力を封英米六割に制限すると共に,所謂西太平洋防備
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現状維持案を提出して日本の南洋委任統治領は勿論,

千島, ′｣､笠原,琉球,基滞等に於ける海軍根横地の新

設若しくは嬢張を禁止した,而もアメリカは,本園を

離るゝこと二千百浬のハワイ鼻珠湾をその制限外に置

き,実囲は,太平洋の西限を何等根接なき東経百十度

と規定することによってシンガポール築城榛を得たの

であるD　その専横,まことに驚くべきものがあるc

かくして日本の手足をもぎとってから,美園は一九

二三年,十カ年計童千五百着碗のシンガポール築城案

を譲合に提出したc　その理由は､海相メアリーの説明

に従へぼ,要するに日英同盟の廃棄によって､東洋に

おいて日本の援助を期待し得ないといふにある｡これ

が日英同盟の廃棄者の言葉であった｡而もこの説明は,

この同盟に代る四囲倹約が賓は束縛するものであるこ

とを明らかにし,シンガポール軍港が日本を目標とす

るものであることを公言したに等しい｡流石にかゝる

暴拳に封して園内にも強い反封論が起り,殊に提案者

たる保守蕉政府に封し野煮たる労働蕉､自由薫は,華

府倹約の精神に反し,日本の封する無用の挑戦にして,

而も大戦後の経済的負塘を重からしむるものであると

の見地から論難の態度に出でたっ　注意すべきはこの反

封論のうちに,スコット大牌やバイウオーター氏の如

き軍事的専門家の管を混じ-てゐたことであるD　かく

して結局賛成二-四票に封する反封一三三票を以てこ

の議案は通過したが.線額は九五○寓碗に減額せら

るゝことゝなった｡

着工は翌一九二四年の筈であったが,その一月保守

蕉内閣倒れ,マクドナルドの第一次労働幕内閣の出現

となって工事は中止せられた｡併し一九二五年十二月

再び保守兼が政権を握って以東この実は再度頴行せら

れ,その後の第二次労働案内閣も之を中止せず,以て

今日に及んでなほ績行せられつゝある｡工費もその後

の追加預算と､マレー.ニュージーランド等諸植民地

の献納金とによって､既に富初の案たる千五百高検に

も達したと稀せられる｡香港がその統治以東八十鯨年

間に費やした軍事設計費線計三百寓碗に達せざるに比

し,このシンガポール築城案が如何に施大なる計量な

るかを知り得るであらう｡

二,軍港の規模

かくの如くシンガポール軍港は極めて巨大なる規模

を有し.鼻珠湾,ジブラルタル､ヘリゴランドと併せ



100

て世界四大要塞と稀せられ.その施設は世界注視の的

となっているが,しかしその詳細は勿論之を窺ふべく

もないo　夙く一九三一年の傭人エドモン･ドラージュ

や,近くは一九三六年の濁人アルフィード･バルク等

のこれに関する記載があるが,之等もその信懲度を奈

連に置くべきやを矧ましめるものがある｡

シンガポール島は虜さニー八平方哩の小島であって,

南はマラッカ海峡に緒くシンガポール海峡によってリ

オ群島に封し,北はジョホール海峡とする狭隆なる水

路によってマレー半島に連なる｡このジョホール海峡

には一九二四年長さ約三五00唄の陸橋が竣工し,シ

ンガポール島を人工的な陸繋島としたこ.マレー縦貫鉄

道はこの陸橋上を走ってゐる｡南港並に空港は,島の

南部,シンガポール海峡に面する位置を占めるが,軍

港はこの陸橋から東.ジョホール海峡に臨んで島の北

面せる部分に構築せられた｡

軍港工事はシンガポールのサー･ジョン･ジャクソ

ン骨社よって請負はれたが.熱帯の悪候件の下にジャ

ングルを伐開き,狙激地を固定せしめ､且つマラリア

と戦ひ,その工事は甚だ困難を極めた｡マラリアの蚊

を殺す烏に毎年七寓ガロンのガソリンを用ひたとバル

クは述べている｡かくしてジョホール海峡の出口にあ

るウビン島,テコン島をはじめ全島殆ど要塞化し.蘇

鋭を誇る十八吋砲と､百高噸の貯蔵量を有する重油タ

ンクが設備せられた｡併しこの地の施設のうち最も重

要なものは浮ドックと乾ドックであらう｡浮ドックは

英本国に於いて造られ､一九二八年ロンドンから同航

せられたcドラージュによればそれ自身完成せる工廠

であるといふ｡乾ドックは十年の歳月を要してこの地

で建造せられ一九三八年竣工を見た｡東洋に於ける最

大のドックで､如何なる大主力艦をも修理し得べく､

-四00噸級の騒遂艦ならば同時九隻を収容し得ると

いはれる｡

このドックの完成によってシンガポールは一席その

昔初の計量を竣へた形となり､同年二月盛大な祝賀式

が開かれ､ドックはキング･ジョージ六世と命名せら

れた｡以後の施設は議骨に於ける鷹鮒などから推察し

て.寧ろ空軍根接地としての充★に向けられてゐると

の観測が有力である｡

然らばこの金城湯池を守備すべく英園は幾許の兵力

をこゝに常置しているのであらうか｡勿論この間題も

詳細なる賓情は不明であるが,軍に概数を以てするも.

その繰りに微弱なるに驚かざるを得ない｡而もこの鮎

にシンガポール要塞の性格を明かにすべき鍵を有して

いるとも云-よう｡

マレーに於ける陸軍の兵敷を一九三六年バルクは約

八千名即ち-混成旅園と推定してゐる｡同年マレー普

局は,常備兵敷を三倍に強化し.約三高の兵員を置か

んとする旨を発表したが.その計壷は♯現された模様

もなく,現在でも略ゝ右の兵故にとゞまることは,ジ

ャーナリストなどの一致した観測であるo　尤も､北支

上海の撤退軍がマレー防備に参加せしめられたことも

考-得るし,又最近美園極東司令部がこの地に設置せ

られ,印度兵その地を以て軍備の増強が行はれた旨発

表されてゐるから､事賓は,一個師団を超えるかもし

れない｡併し,少なくとも今次大戦の勃額前迄は,希

並全土に匹敵するこの植民地は.僅か一万に足らざる

兵力によって譲られてゐたのである｡空軍に裁ても同

様のことが云-るo　現在マレーの空軍は三百機と稀せ

られ,殊に最近この地方の防備に空軍力の耕充を主要

なる目標としていることは後述する如くであるが.バ

ルクによれば今次大戦前は百機を出でなかったらしいc

無気力なる土着民を擁し.隣接囲に強兵なく､面も背

後に印度を控えた恵まれた務境によるとはい-,かゝ

る僅少なる兵備を以って英昔局が嬰如たり得た所以は.

ビルマは勿論タイ,悌印,柵印､比律安を自菅防御の

外廓となし得た政治的経済的工作の成功によるものと

見得るであらう｡

海軍に就て見るに,シンガポール要塞建設の主要封

象が軍港である以上,人はこゝに有力なる艦隊の常置

を橡想するであらう｡面も事★は全然これを裏切る｡

一九三四年まで,この壮大なる海軍根漣地には一隻の

軍艦すら配備せられていなかった｡同年以降漸く一隻

がBase ship　として常駐せしめられたが.それは

Tbrror号と稀する老朽艦であるo傾令戦前香港に集結

していた美園東洋艦隊をこゝに合するとしても,この

劣勢なる巡洋艦隊を容れるべく.シンガポール軍港の

設備は徐りに巨大ではないか｡併しながら､と論者は

いふ,美園は日本と極東に於いて事を携わふる日には.

その本圃より有力なる主力艦軍をこゝに派遣せんと企

圏したのであるとc　この一見妥首に恩はれる意見のも

つ根本的誤認は,シンガポール軍港が華府条約以後の

作品であるといふことを考慮してゐない鮎に存する｡

華府合議において,英国は封米パリティを承認し,辛

室賀
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寮上博徒的な世界海軍の王座を下ったのであったc　而

も高一日英海軍が極東海面に相争うとせば.英国は少

なくとも略ゝ日本の全艦隊と匹敵する勢力をこの地に

送らねばならない. El本は封英六割を保有するo　これ

と同等の力を東洋に割いた英国留守艦隊の★力はフラ

ンス或はイタリーの海軍よりも劣勢となるを免れず,

地中海.大西洋の護りは全きを期し難いo　このことを

最もよく熟知していたものは英海軍昔局者だった筈で

ある｡とすれば,英国はシンガポールに昔初から大艦

隊を送らうとする考えはなかったと見る外はあるまい｡

事書この根接地建設案の重要なる論漣となった敷日防

衛の任務を算行せんとすれば,前述の如きジェリコー

大尉の空想的な東洋八八艦隊の建造が必要だったので

ある｡それ故にシンガポールは英囲海軍の別荘として

建てられたのではない｡それは貧家だったのである｡

借請人は言ふまでもなくアメリカであった｡だがこの

矧こ就いては更に後章に詳述するであらうc

三,軍港の併催

シンガポール軍港のもつ鉄陥に就ては､既に軍事専

門家が雇ゝこれを指摘してゐるが.地理的見地より見

れば次の二鮎を皐げ得るであらう｡即ち気候風土によ

る悪倹件と根嫌地としてのヒンタ- ･ランドを鉄除す

ることゝがそれであるD

大陸アジアの最南端に位し,赤道を距ること僅か八

十哩c　高温多湿のこの地が人の活動能力を著しく低下

せしめることは言ふまでもない｡殊にこのことは白人

にとって致命的である｡人間の能率に於いてのみなら

ず,又この候件は各種の施設に不測の結果を現し,例

えば前述の大浮ドッグの如き,既に憂ふべき腐蝕を生

じつゝあると報ぜられるo　精密なる兵器の高度の消耗

率は､次に述べる後背地故除の弱票占を一層加重せしめ

るものであらう｡

近時建艦技術の進歩に伴ひ軍艦の機能が複雑化する

につれて､その故障の頻度も増大し.且つ-小部分の

穀損によって艦全健の運行に支障を生ぜしむることが

展ゝ緩急さるゝに至ったo　高屋蒸気の不断の使用によ

る汽錐故障の締出の如き､第一次大戦昔時の英国海軍

を悩ましたものゝ一つであるc　これらの票占は莫大なる

燃料,兵器の補給と共に近代的海軍根接地の候件とし

てヒンタ- ･ランドの重要性を再認識せしめるもので

あった｡敷艦より成る軽艦隊は論外とするも.苛も主
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力艦を含む均勢ある大洋艦隊を蓑ふことは.単なる軍

港に附随する修理設備を以てしては不可能であって,

その後背地に総合的なる重工業地帯の存在を秩き得な

いo例へぼ我が横須賀軍港は京溝工業地帯を擁し,瀬

戸内海或は九�"J-Nの根漣地は阪神或は北九州の重工業に

よって支持せらるゝが如きである｡英本圃の場合にあ

っても,スカパフローよりポーツマスに至る各軍港は､

いづれも本土の旺盛なる重工業地帯を後背地としてゐ

ることを見得るであらう⊃　この票占に於いてハワイの寅

珠湾､或はジブラルタルの如きは極めて孤立的な弱鮎

をもつ.世界の大軍港と稀せらるゝものが本圃になく

して却って斯くの如き遠隔の地に求めらるゝことは,

多くはかゝる後背地の関係より理解し得るところであ

るo　シンガポールは自国の植民地たるマレー半島に細

き,この鮎に於いて異珠湾.ジブラルタルに勝る如き

観を抱かせるが,併し鼻珠湾はなほ米国艦隊の略ゝ防

備し得る海面を以って直ちに米本国に連なり,ジブラ

ルタルも本園艦隊の健在なる限り,外交工作の成功と

相侯って､英本国と比較的近距離にあるが故にその補

給に重大なる困軽を生ぜしめないであろうo現在東部

地中海に於いて英国海軍が伊太利に封し寧ろ功勢的態

度を執り得てゐるのも,このジブラルタル海峡が完全

にその機能を結け,マルタと繋いでアレキサンドリア

を遠く英本圃と結んでゐるからである｡

然るにマレー半島は.かゝる意味でのシンガポール

の後背地をなすものではないo　ビルマ或は斬印の石油

は,シンガポールの鳥に力強い支持を輿-るものであ

るが.重工業地帯を近隣に求めるのは不可能であらう｡

ジブラルタルの如く本圃と連絡すべく,繰りにその距

離は遠隔に過ぎる｡印度の工業も,なほ充分なる需要

に鷹じ得ない｡この弱鮎こそがシンガポールに世界有

数の大ドッグを建設せしめた主因であるが,而もなほ

之を以てその弱鮎を蔽いうるものではなく,シンガポ

ールは依然として世界に於ける最も孤立的なる軍港と

稀し得るであらう,

かくの如き弱栗占を有し,而も前章に述べた如くこゝ

に容るべき艦隊を望み得ないシンガポール軍港は.然

らば無用の長物であらうか｡そうではない｡この軍港

の其の意義は寧ろ純粋に軍事的であるよりも,より多

くの政治的な鮎にあるであらうc　結論的にいへぼ,英

国はこの要塞の建設によって直接には俳印､泰.肺印

を威服せしめ,濠洲.ニュージーランド,印度,カナ
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ダなどの自囲植民地を本国に緊縛し.更に支那.ソ聯.

米国にもその資力を示して完壁なる日本包囲陣営を結

成せんと企圏したのである｡而もそれは殆んど成功し

た｡この意味に於いてシンガポール軍港は,英圃太平

洋政策の象徴であるとも云ひ得るであらう｡

軍なる一軍港の建設が.かゝる席汎なる政治的成果

を収め得たのは,一にシンガポールのもつ地政畢的位

置の健秀性によってゞあるo　この地がパナマと相封し

て太平洋の西門に首り､亜欧交通の要衝を占めること

は改めて経説するまでもあるまい｡従ってこの門扉を

鎖せば,極東と印度との連絡は直ちに切断せられる｡

今次大戦前における日本の貿易の約五割がこの関門を

通過してゐたことは,この軍港が我園に封してもつ最

も直接的な脅威であったo　而もこの他は香港八一四六

○淫.濠洲のポート･ダーウィン八一八六○浬.セイ

ロンのトリンコマリ軍港-約-六00浬に首り､西南

太平洋と印度洋との略ゝ中･L､票占を占めてゐる｡ハーバ

ード･ラッセルの言を籍りずとも.シンガポールの戦

略的健位はF自明』といふべきであらう｡

地圏を按ずれば,所請濠蛮地中海はシンガポールを

頂鮎とし,印度支那半島並に支那大陸の海岸線を一連

としスンダ列島より濠州北岸に至る線を他の一連とし

て,内にボルネオ,比律賓その他の多数の島喚群を碁

布せしめ,巨大な投網を接げた如き状貌を以って西南

太平洋を形成する｡従ってシンガポールはこの康大な

る海面の統括者たる位置にあり.このことがこの港自

身の政治的経済的能力の重要なる要素をなしてゐるこ

とは,前報告に述べたところであるが,この形成が又

軍事的にもシンガポールを香港､ポート･ダーウィン

と結ぶ所請三角防備陣の観念を生む基線となったので

ある｡この三角形の意画するところが.之に含まるゝ

西南太平洋の全地域をユニオン･ジャックの支配下に

置かんとするものであることは言ふまでもないが,而

ち,この三角形の東北､西南の二連は,それぞれ異な

った機能を有することが看取され得る｡即ち香港,シ

ンガポールを結ぶ東北連は､英国の極東に封する侵略

的進攻線であり､ポート･ダーウィン.シンガポール

を連ねる西南連は濠洲､蘭印諸島を英本国に緊縛する

同蹄的防衛線であるo　両者いづれにしてもシンガポー

ルがその基鮎たることは言ふまでもないa

かゝる好位置における堅塁の築造は,近隣諸国,蘇

に俳印.泰､蘭印などに重大なる影響を及ぼした｡日

本の南進を密かに怖れてゐたこれ等諸国は欣然として

その傘下に入り､共同防衛の態勢を整えたのである｡

その一例は､昨年初夏に於ける所請シンガポール骨談

であらう｡日本の南下に脅えた英俳蘭三園は,泰園を

誘ってこの時南洋防備に関する臭腺的打ち合わせを行

ったのである｡

(註)泰園は一九三二年の立憲革命まで,極端な親

英層によって園の指導権を握られていた｡現政府の

成立後と錐も,多年に亘る老猪なる工作に緊縛せら

れて,泰政柄=は直ちに封英硬の手段に出づることが

出来なかった.シンガポール食談に泰園が参加した

か否かは不明であるが,少なくとも英国の勧誘を正

面から拒否しなかったことは事*であるc　なほこの

食談には米国からもオブザ-ヴァ-が派遣されたと

の説もある｡

併しかゝる事態は然かく近年のものではなく､要塞

建設の昔初よりこれらの諸園の間には英園を仰いで首

長とせんとする黙契が存したと見るべきであらう｡と

すれば彼等は,この軍艦なき軍港に,いはゞ一億五千

万碑の不渡手形に絶大な信用を輿-欣んでその前衛と

なったのである｡而もこれによって得た英固の利益は､

単に軍事的見地のみよりするも蓋し想像に繰りあるも

のがあるc　即ちマレーに於ける自国植民地を守るべく

俳印.泰を左翼の防壁とし,肺印を右翼として濠洲と

の連絡を確保し､これなど諸国の全兵力を糾合して自

己の摩下に入れ,更に比島と呼鷹して南支那海をその

掌中に収め､一朝事ある時は他園の領域に於いて他園

の兵力を先頭として､自己を防衛し得る態勢を整える

ことが出来たのであった｡単にこの一事のみより見て

も,シンガポール軍港の構築は英園にとって極めて低

廉有利な投資であったことを知るであらう｡

併しこの軍港の出現は,英国の各植民地に封しても

重大な効果を膏した｡マレー半島が印度に封する前衛

であり.こゝの軍港が印度洋以西の貿易を確保するも

のであることはいふまでもない｡のみならず,この地

の武装化によって日本の勢力が南方に牽制せられるこ

とは,カナダに封してもー種の安全感を輿ふるもので

あった｡だが英領植民地のうちで､シンガポール軍港

に最も重大な関心を寄せるものは濠洲である｡

オーストラリアは由来東洋を最も嫌忌する園の一つ

であるc　曾て支那人並に日本人移民の流入によって脅

かされた経験は､今なほこの白人種民地の裡に苦い記

室賀
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憶を残している｡有名な白濠主義は夙く一九○一年に

成文化せられ,爾束強化の一途を辿ったのであるが,

殊にそれは強固として発展しつゝあった日本の政治的

勢力の浸潤に封する極端な恐怖となって現はれた｡日

露戦役の直後濠-J-Hが海軍建設を策したことは既に述べ

たが､それが日本を直接の封象としたものであること

は言ふまでもない｡第一次欧州大戦中も同盟国たる日

本の海軍が赤道を臓えて南半球に作戦することを極力

阻止し,ヴェルサイユ講和合議に於ては我圃の提出せ

る人種平等案に封し､濠洲代表ヒューズ氏は正面から

反対の気勢を示した｡要するに濠洲は常に日本の勃興

を抑燈せんとする妄想に捉はれ得る,この意味におい

て日英同盟の存在を蕗骨に迷惑祝したのである｡され

ばこそ華符合議に於いてこの同盟を破棄せしむべく最

も熱心なる暗躍をなしたものも濠洲であった｡従って

日本の発展を圧倒し去るべき強大なる軍備が英本国の

手によって太平洋に出現することを.彼等は衷心より

希望してゐたのである｡

一方濠洲と英本国との政治的関係は,他の植民地同

様.或はそれ以上に疎隔の傾向を示してゐた｡所謂自

壊主義なるものも漸次その性質を韓化して濠洲中心と

なり,遂には英本圃からの移民にすら各種の俵件を附

するに至った｡殊に一九三一年英本国と各自治領間の

封等的関係を規定したウエストミンスター法が成立す

るや､彼等は線督すら濠洲人より選み,濠洲人の濠洲

-の道を歩み始めたのである｡かゝる傾向は､濠洲の

経済的額展をその重要なる因由とするものであらう｡

昔初全く英帝国に依存していた濠洲の通商関係は,そ

の生産と消費の膨張により,次第に世界性を有せざる

を得ない趨勢を馴致したo殊に輸出の票占に於いて従来

の濁占的顧客であった英領諸国が,既にその飽和に達

したのを知った時,豪州が新しい市場として求めたも

のはアメリカであったt】今オーストラリアの経済的動

向を論ずるのは,本篇の目的ではないが.併し凡そかゝ

る背景を以て米濠聯携論が主として濠州の側から論ぜ

られ､この立場から濠州は最も熱心なる英米協同論者

となったのである｡殊にそれ等の論者のうちには公然

と濠州が美園を離れて米国の傘下に入るべきを説いた

ものすらあった｡かゝる論説が英本国政府にとって最

も寒心に堪えざるところであったのは言ふまでもないc

この鮎から見ればシンガポール築城は,濠�"J-Nの熱望

する封日軍事基地の建設と､後述する如き英米協同の
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賓現とによって彼らの希望を満たし,そのアメリカ市

場開拓に支持を輿-て間接に本圃を利し,一方この武

力の存在によって,動ゝもすれば離脱的傾向をもつ濠

州-の無言の探題たらしめんとするものであった｡

唇ゝ濠州の動向が英国の太平洋政策を左右するといは

るゝ所以は立にある,されば濠州はシンガポール根接

地建設案の最も熱心な支持者であり,殊に軍港の位置

が選定せらるゝ以前には､シドニー,プリスベ-ン.

フリマントル,或はポート･ダーウィンの如き自治領

内-の設置を主張したのであった｡殊に例へぼシドニ

ーの如き,前述せる後背地の観票占よりすればシンガポ

ールに造に勝るものがある｡併し封日攻勢を主目標と

する以上,濠州諸港はあまりに遠隔なるを免れず､且

つ又英本国の意園が極めて多岐なる鳥､位置的に優秀

なるシンガポールが選まれたのであった｡

併しながら､シンガポール要塞は,要するに空手形

である｡美園は,極東に派遣すべき大艦隊を有しない

ことを前提として而もこの大軍港を築造したものであ

ることは既に触れることころであった｡従って有事の

際､最後的な守りとしてこの軍港を使用するものは米

園海軍であるc　近束米園のシンガポール軍港使用説が

頻りに新聞を阪はしているが,英国がかゝる考えを抱

いたのは造に古く.この軍港の建設に就いて英米間に

事前了解のあった華府合議に遡ると見るべきであろう｡

英国が西南太平洋の番犬の役目を米園に負わせようと

したこことは､ゴム,錫を以て米国とマレーを緊密に

結びつけた政策によって自ら明かである=.華府合議に

於いて米国がグアム島並に比律賓の防備制限を受諾し

たのも.シンガポール使用を見越しての上であったの

ではあるまいか｡而も米国と結ぶことによってシンガ

ポール軍港はその重要なる鉄陥であった後背地の問題

を,濠州を通じアメリカと連なることによって一部補

ふことが出束るのである｡かくして殊に極東の情勢が

逼迫するにつれ,この軍港に於ける英米協同防備は次

第に具鯉化の道を辿った｡一九三六年の紐育新報は既

に米園海軍がシンガポール軍港使用を許可されたもの

と了解し得ると報じたが.翌三七年一月ヤーネル提督

庵下の米国アジア艦隊はその全艦を奉げてシンガポー

ルを訪問し.更に越えて三八年二月の大ドッグ竣工式

には,健,肺諸国を率いて米艦三艦が偶ゝこの祝典参

列の鳥に派遣せられたのである｡更に近着のニュース

は英園海軍次官バトラーが議骨に於いて､英米両国の
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間に海軍問題その他協同防衛に関する重大問題が考慮

されつゝあり,緊密なる連絡が取られていることを言

明し,之に呼鷹するが如く米国のスターリング少格は,

マニラ,シンガポール間の新航空路の延長に関してそ

の軍事的意義を臆面もなく高調した｡それ故にこの軍

港に米国の艦隊が集結したとしても.それは既定の事

斉である｡世上シンガポール根接地を論ずるものは､

屡ゝ英国海軍の封日進攻作戦の不可能を説いて快とし

したが,かゝる議論は既にその前提に於いて空想であ

った｡敵はアメリカなのである｡

以上筆者はシンガポール軍港のもつ鉄陥を述べ､而

もその位置的優秀性と,英国の巧妙なる術策によって

拳げ得たその政治的効果を説き,更に其の武力をこゝ

に行使するものありとせばそれは米国であることを指

摘した｡併しかくして結成された封日包囲陣の打破の

鳥に,日本は大東亜新秩序の目標を掲げて立上がって

ゐる｡それは現在の事態を如何にあらしめてゐるであ

ろうかc　この事情を明かにすることによって､この報

告の結尾としたい｡

結　簿

多年に亘るかくの如き英国の封日蜜迫策が,今次の

支那事聾に決定的な反撃を受けたことは周知の事貴で

ある｡本束空手形であったシンガポール軍港は､日本

のこの断乎たる態度によって忽ち馬脚をあらわさざる

をえなかった｡この軍港の最も有力な前進基地であっ

た香港は､すでに完全にその機能を喪失したと考えて

よい｡さればこそ英圃に於いてもアクウオース大佐の

如き､香港なきシンガポールは無益であるとの悲観論

を唱-るものさ-現れたのである｡而も日本の力は更

に南に延びて海南島を占櫨し新南群島を占有した｡か

くして英国の勢力圏に属していた南支那海は日章旗の

影に脅かされるに至ったのである.然るに英国にとっ

て一層悲劇的な不測の事態が発生した｡第二次欧洲戦

争の勃葬と日本の大開接近,並に皇軍の悌印進駐とで

ある｡ことに後者はシンガポール首局者にとっては正

に戦便的事件だったであらうo　之によってシンガポー

ルは陸路よりする脅威を受くるに至ったからである｡

この享鮎は従来彼等の多く意を用いなかったところであ

った｡海上よりする攻撃は,仮令日本海軍の精鋭を以

てするも至難と思われる緊占が多い｡併し俳印が若し無

抵抗に日本陸軍を容れ,日泰の接近が更に皇軍のマレ

一連撃の道を開くとするならば,微弱なるシンガポー

ルの陸軍は如何にして之を防衛し得るであろうか｡備

印縦貫鉄道は,バスを以って連絡する泰国境の一部を

除き.泰園を経てシンガポールまで同一の幅員をもつ

軌道によって繋がってゐるo　皮肉なことには,これら

三園の鉄道の幅員を一致せしめたものは､往年の英囲

の利己的政策だったのである｡それ故に,単にかゝる

軍事的見地よりするも英園は泰囲並に少なくとも南部

俳印を自己の勢力下に置き､日本軍の進出に封する防

壁としならなければならないc　殊に西貢,シンガポー

ル間六四○哩,若し日本の航空基地がこの連に出現す

れば,シンガポールは直ちにその爆撃下に曝されるの

である｡かくして英園はヴィシー政府に属する傭印の

現政権を否認し,ド･ゴール派に働きかけて南部係印

の確保を目指し.又泰園に強麿を加えて自己の陣営に

引き入れんと努力しつゝある｡過般博-られた英米春

草事密約の如き､その鼻偽はなほ明かではないが､償

令単なる風説とするもかゝる風説を生むべき根拠は充

分に認めらるゝのであり.経済的に英国に依存せしめ

られた泰園の態度が,その好むと好まざるとに拘らず

従束の封英関係を一朝にて清算し得ざる事情にあるこ

とは注意を要する｡

併しながら俳印,泰のみならず,ともすれば日本に

脅かされがちな肺印をも自己の勢力圏内に置くべき

かゝる外交工作の鳥にも,叉より直接にはマレー自身

の防衛の馬にも,シンガポールは井質的に武装されな

ければならなかった｡この要求が最近のニュースの博

-る英園極東軍司令部の創設となって具現したのであ

る｡その司令官が空軍大尉ブルック･ボーバムである

ことは,マレー防備の兵力の不足を空軍によって補は

うとする意固を示唆するものである｡併しながら.英

本圃が濁逸の攻勢の前に焦燥の急を告げ､地中海に於

けるイタリアとの封峰が多数の濠洲兵.印度兵をアフ

リカ.近東に集結せざるを得ない現状にあって,果し

て極東に幾許の兵力を集め得るであらうか｡

折って思ふに日本がその抱懐する南進政策を実現せ

んとするならば.結局はシンガポールに根城を置く英

国の勢力を覆滅しなければならないc　筆者は先にシン

ガポールを以て英園太平洋政策の象徴だと稀した｡ま

ことに現下の南洋に於て日本の皇道宣布を阻もうとす

る凡ゆる方策はてこの港から生れるといってよい｡現

在の如きシンガポールの生存する限り.大東亜共薬園
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シンガポールの軍事地理的考察

とは単なる美しき空想に過ぎないであらうc

若しシンガポール撃つべしとするも,従来の論者の

説く如く直ちに海軍を以て海上より攻撃せよといふが

如きは策の迂なるものと考-ざるを得ない｡由束重装

備の要塞に封する海上よりの攻撃が努のみ多くして攻

少きことは近代戦史の敷ふるとことであり,第一次大

戦に於ける英沸聯合艦隊のガリポリ攻略戦がよき教訓

を残してゐる｡而も美園は多年之にそなべ.幾度か演

習を繰り返へして防備の手段を考究して来たのであるD

然るに英国が不測の事態の発生に慌てゝ現在狂奔し

つゝあるものは陸上攻撃に封する防備である｡その狼

狽こそは彼等が自らその弱鮎を世に暴露しつゝあるに

等しく,正に彼等の従束多く意を致さゞりしアキレス

の畦であらうoその備-ざるを撃つは兵の常道であるo

日本のシンガポール攻略戦は,されば陸軍を主鰻とし

て行はれなければなるまいc　勿論このことは皇軍にと

っても懸軍寓里の遠征の不利を伴うo　併しながら充分

なる事前の態勢整備はその不利を滅殺すること多大な

るものがあらうQ　即ちかゝる方途として我々は次の三

つを車げ得るc　-は皇軍の南部悌印進駐であり､二は

日泰軍事協定の締結であり,三は雲南作戦である｡

泰固は現在俳印との間に失地同復の係争を起こし

つゝあるが､想像を達しうすれば､これを煽動したる

英圃の鼻意は恐らく泰園をして俳印におけるヴィシー

政権と争はしめ.南部偽印のド･ゴール派と泰園との

結合を誘致すると共に,若干の悌国領土を好餌として

泰園を自己の陣営に入れ,前述の如くマレー防備の前

衛となさんと欲したのではあるまいか｡とすればこの

国境紛争が渡しなく接大し,共に自領の防壁たるべき

傭印.泰が混乱に陥ることを欲するものではないo　ま

た泰園の側よりすれば､濁裁的傾向を多分に有しなが

ら尚その基礎固からざるビプン首相が,その封内的意

園もあって傭本圃の敗退と英園の使l鋲とに常時この要

求を提出したものゝ,俳印の泰印の態度以外に強硬に

してし而も園内の輿論は熱狂し,引くに引かれぬ状態

となって内心平和的解決を欲しつゝ現在の事態に立ち

至ったものであらう｡このことは本事件の昔初に於け

る泰園の封仏要求がメコン河上の数個の島喚の蘇展､

乃至は仏印領となれるラオスのメコン右岸の地域を出

てなかったこと,並に最近に於けるビプン首相等の曹

明等によって充分察知し得る事書であるo　故に日本が

もしこの紛争の居中調停に起こつとせば.その成功の
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可能性は充分にあると考えてよい｡而もこれによって

俳印に於けるド･ゴール派の勢力を削ぎ,進退両難に

陥れるビプン首相の立場を救ひ,泰園をして我が傘下

に入らしむるを得よう｡これを機として我が園は泰園

と攻守同盟を結ぶか,少なくとも皇軍の泰額通過権を

獲得すべきである｡かくの如くにして鼻の日本の外交

が存する｡地圏上に描かれたる政治国境を徒らに重視

し,領土尊重を唱えて通商協定にのみ狂奔するは,東

洋の盟主たるの名に塊づべきの愚策ではないか｡

かゝる外交の推進は武力の背景なくしては行はれ得

ない｡泰圃が従束我が国に封して友好的態度を示した

のも.それは日本の外交の巧妙さによるものではなく

して泰固が日本の青力を認識したからであった｡従っ

て日本が英米に封し退嬰的なるを見れば,直ちに我を

離れて彼に附かんとするのである｡この意味からも皇

軍の南部係印進駐最も緊急なる一事である｡況んや悌

印海岸の掩有は南支那海の全海面を制し.シンガポー

ルを含む英領マレーの全土をその翼下に収め得るので

ある｡

併しながら一方シンガポール攻略の烏には.その背

後より之を支ふるビルマを抑えねばならぬ｡この目的

には,筆者は雲南作戦の遂行を以て最も得策なりと信

ずる｡勿論雲南の峻険なる山岳地帯とマラリヤその他

の風土病は.皇軍のこの作戦を極めて困難のものとす

るであらう｡併し筆者の主張するところは.直ちに道

を現在の援#ルートに借りて乾隆帝の緬旬征討の跡を

辿り一章ビルマを衝けといふのではない｡日本は既に

雲南作戦の鳥に備印の通過権を得ていると聞くc　仮令

若干の小部隊にもせよ,皇軍が昆明に入り大理を陥れ

たとすれば,由来親日的傾向強きビルマは鼎の如く沸

くであらう｡かくして皇軍は馬にサルウインに飲まし

めずして能く英国のビルマ守備兵を釘附けにし,シン

ガポール作戦を起こすに昔ってビルマにも軍を進める

とせば.米倉撃士の説かるゝが如く泰固よりテナセリ

ウム山脈を超えてビルマの心臓部たるラングーンを衝

くを上策とするであらう｡

而してかゝる雲南作戦と南部傭印への進駐は時を同

じくして行はるべきである｡かゝる事態の発生は既に

全世界の半ば漁期せるところであって.このことのみ

によって米国は日本に封し直接行動には出でないであ

らうD　それ故にこの形成を得て泰圃を完全に我が友邦

とし.然る後徐ろに封米海戦の機を見てシンガポール
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を衝くべきである｡何となれば.日本のシンガポール

進撃は直ちに日米海戦を意味する｡この時に昔って我

が園が既に叙上の態勢を整-得てあったとすれば,シ

ンガポールの堅畳も全く孤立し,その戦略的償値は半

減して殆ど米圃海軍の使用にすら堪え得ないであらう｡

かく観束ればまことにシンガポール軍港は過去十数

年に亘って英園太平洋政策の根竣地であり,支揮鮎で

室賀

もあった｡今や我が皇道圏の嫌大によって落日の歎あ

りとはい-,なほアメリカと呼鷹して極東の一角に強

奪の飴勢を保ちつゝある｡日本が一歩退けば彼は俸統

の力によって二歩盛り返すあらう｡ラッフルスの打建

てたこの邪悪なる港を東洋の地園上より抹殺して.そ

の廟嘘の上に新たなる皇道具額の都市を建設するか否

かは,かゝって我が日本の決意にある｡

I
酉貢港の地薮畢的位置に就きて

(昭和十六年六月二四日印刷)

(塘昔　室賀)

-,新嘉填の廿値批判

思ふに東南アジアに於ける地政畢的接鮎として､新

嘉披港の重要なるは万人の等しく之を認むるところ,

現*に於てまことに南洋海面の練括看たり､後に一路

スエズ､喜望岬を擁し､前に遠くパナマ,真珠沖と呼

鷹し､英帝国の極東探題として健に太平洋,印度洋を

制摩し.一票占よく支那､濠州,印度を抑ふるもの､貴

にこの紗たる小島にありとせば,その他政争的慣値の

如何に高きかに驚かざるを得ず｡

然りと錐もかゝる新嘉披の優位とは,この島の自然

的位置のみによって蒼されたるものに非ず｡却って英

帝国の勢力に依って賦輿せられ,その世界支配形態に

よって支持せられたるものなることを思はぎるべから

ずo　さればこそ美園の世界支配が欺輔に充ちたるが如

く､そのまゝに新嘉披もその繁発と堅固とを請われな

がら,而も軍事的.政治経済的脆弱性を潜めたること

筆者の既に論破せしところなり｡

もとより筆者は亜欧連絡の開門マラッカ海峡を阪す

る新嘉坂の位置を軽視するものにあらず｡而も現在世

人によりて多く論ぜらるゝところの薪嘉披の重要性な

るものは斉に上記の如き英国的重要性にして.日本の

主線的立場より之を批判せば自ら締結の異るべきとこ

ろあるは見易き理なるべし｡言ふまでもなくかゝる英

圃的紐帯の破砕の鳥に.その結節票占たる薪嘉坂を正常

に評債するは目下の喫緊事たりと錐も.もしそれ我が

南方政策の建設的面に於て尚この美園的遺産を継承す

るに汲々たるものありとせんが,或は東亜統治の大計

を誤るなきを保せずo

思ふに薪嘉披の位置するマレー半島南端部は.西方

よりする勢力の南洋に覇を唱へんとする時必須の要地

たりしが如し｡古代に於る印度文化の惨透､中世に於

けるアラビア人の活動等皆これを徴証するものあり｡

更にこれを白人侵略史に見るも.所謂大草見時代以降

南洋に到れる最初の白人たるポルトガルのアルプケル

ケは, -五-○年印度西岸ゴアを奪取するや未だセイ

ロンを略取するに及ばずして直ちに東して翌年マラッ

カを蕪ひ､爾束久しきに亘ってこの地を南洋貿易の策

源地となせりc　今日マラッカに戎されたるポルトガル

人の策源地は雑草離々たるの間に空しく-六二○の年

競を刻みて往年覇権の跡を止むといふ｡

ポルトガルに代りて南洋の覇者たりし和肺も亦はじ

めその根接地として樺びしものは新嘉披に近きバンカ､

ビリトン等の島々なりき｡彼らはやがてスンダ海峡の

利に着目し,その基地をバタヴイアに移せしが､尚マ

レー半島はその掌中にあり,彼等が塩に香料の島々を

甥占し得たりしもの亦この南洋-の二大通路を阪せし

が故に他ならず｡

和肺に代わりし英人が新嘉填の建設者なること再び

喋々を要せずと錐も,昔時その有力なる競争者たりし

フランスがこの披,e占の先取せられしを嘆じ.マレー半

島の長狭部を開饗して運河を通じ新嘉披の慣値を渡波
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せしめんとするの拳に出でたることは,彼も亦新嘉披

の重要性を認識せし所以に他ならずo　今日に至るまで

種々の議論を醜しつゝあるクラ運河問題は賓にこゝに

端を韓せしものなりとすc

果して然らば政府は今日の薪嘉披によって象徴せら

るゝマレー半島南端部の占嬢如何は西方よりする勢力

の南洋制覇の鍵錦たりしこと論なし, .恩ふに印度方面

より南洋を窺ふものに取りては,マレー半島,東印度

諸島によって抱かれたる南支那海は外海なり｡従って

こゝに入るの門戸としてマラッカ或はスンダの海峡を

阪し扇形に嫌がる南洋地域の物資をこの要に於て西方

へPR牧するの態勢を取るべきこと理の昔然といはぎる

べからず｡こゝに薪嘉填,バタヴイアをして白人の鳥

の要衝たらしむる所以の存するを見る｡

要之,新嘉坂の地政畢的意義は西方勢力の南洋制覇

の烏の竣鮎たること明けしを錐も､もし東方或は北方

よりの南海に封する勢力を想定する時,その意義また

自ら異らざるを得ず｡而もこの北方よりの勢力とは､

他なし｡嘗てこの地域を覇煮せしめたる支那帝園と､

而して現在この地に皇道の光被を意園しるゝある我が

日本と是なり｡

二.南部沸印海岸の歴史地理畢的性格

斯くの如く南支那海は,西方勢力よりこれを見れば

続に狭隆なる海峡を以て通ずる外海なるも,これを北

方よりする日本或は支那より見れば-の内海たるに過

ぎずe所謂濠亜地中海の名ある所以にして､正に東亜

の民族に取りてMa托Nostrumたるべきものなりo

果して然らばこの海面に沿う島喚郡を制摩し,その

豊簾なる資源を吸引するの地鮎は､これを遠くマレー

半島に求むべきにあらずして､却して南支那海の中央

に位しよく南支の諸港と連繋呼鷹するの位置を保たざ

るべからず｡この意味に於て南部沸印海岸の有する歴

史地理畢的性格は吾人に示唆するところ甚だ大なるも

のあるに似たり｡

夙に古代よりして今の傭印の地は支那勢力の波及す

るとこなりしこと,史籍これが明記を存し.秦の始皇

が越南征服は暫く措くも,湊代以降こゝに郡蘇の制を

布き,接湊の馬援が遠征によって一層漢文化の穆透を

見たるは又近時の考古畢的研究によって明白に裏書き

せらるゝところなり,而も昔時に於て既に海上貿易は

甚だ盛大を極め､単に南洋諸国のみならず遠く印度､

107

西南アジア方面とも交通ありしこと周知の寄食に属す.

漠期の安南統治は賓にこの南海の資源と貿易とを繭つ

ながら掌中に収めんと欲せしに他ならず｡普代支那貿

易港の史乗に著はるゝものまづ番島(席東)に指を屈

すべきが如きも,これと並びて日南の段盛亦逸すべき

にあらざるなり｡

日南は漠代に於る支那最南端の郡治たりc　その避嘘

は略ゝ安南海岸ツーラーヌ附近に比定せられ後代席南
二　　王

期の王居を定め.現在も王宮を存する順化に近き歴史

的要地にして,ツーラーヌ港の貿易的慣値は,我が御

朱印船活躍時代,南進の先駆者等がこの附近ニケ所に

亘って日本町を建設し,支那.和蘭の商膏とその南棟

を争ひし史賓を以てしても窺ひ得べく,この他今なほ

日本橋(来遠橋)の遠地を存し,名古屋情妙寺所蔵茶

屋四郎次郎交祉交易画はこのツーラーヌ港に於る日本

船入港の*景を博へたりo　而もこれ近世のことのみに

非ずD　菓調固(セイロン)挿図(北部ビルマ)等の諸

園の日南徹外より来貢せしこと漢史屡々その記載あり.

有名なる大秦王安敦即ち羅馬皇帝マルクス･アウレリ

ウス･アントニヌスの使臣が遠く寓里の波涛を越えて

湊室に入貢せしも亦この港に於てなりき｡

然るに後漢末支那の安南に封する統治力弱まるに及

びて,この地方に任せしチャム人その窮粋を脱して

こゝに一団を建つ｡支那史乗に林邑或は占城等の名を

以て記載せらるゝもの即ち是なり｡チャム人(或はチ

ャンパ人)は現在悌印に於て僅か敷寓を算するに過ぎ

ざる衰亡の民族なれど.もとインドネシア系の憤惇な

る海洋種族にして,南印度パラヴア文化の影響を博へ,

順化に近き茶喬に都し連りに北侵の勢を示せり｡その

国土が安南沿岸の狭隆なる平地にとゞまりしにも関ら

ず､園勢大に振ひ今日なほその故都附近に壮大なるチ

ャンバ文化の遺跡を重し得たりしものc　軒ここの南支

那海に面する好位置に位し南海貿易の利を収め,且は

その海事城的活動によって官有を致せしが故に外ならずこ

されど唐末宗初安南人の国家的濁立あり,清輝なる民

族活動を起して南下の勢を示すや､繁柴を誇りし占城

も次第にその歴迫を被り､更に南西よりは,クメール

人の佳麗あり､遂に後年安南人に全く併呑せらるゝこ

とゝなりぬ｡

クメール人は今日フランスの保護園たるカンボヂヤ

王国に僅にその除端を保つに過ぎずと錐も亦古代より

中世に亘る南海の富強園の建設者なりき｡古く扶南国
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として現はれ後に真臓と稀せられたるもの即ちこれに

して､メコン下流の地帯を占接し､支那､印度と通交

し,又通りに四周の地を拓きタイ滞東岸よりマレー半

島にも勢力を及ぼし,チャンパの衰運に向ふに及び印

度マレー方向よりの膏船の寄港地として南海の貿易権

を墾断せりo　されば三園時代長江沿岸に勢を張りし呉

王孫権も使節を派してこの囲と交易を求めたりきo所

謂呉時外囲博の名によって僅にその逸文を博存する一

書は､賓に昔時に於ける呉使の見聞録にして,この園

に集まる諸外国の記事をも併せ穀べたるが､その後唐

代支那商舶の積極的に洋上に進出するに至るまで殆ん

ど四百年の間支那人の海外知識がこの記載を多く出づ

ることなかりしを見るも亦扶南の貿易活動が如何に慶

範囲に亘りしかを物語る一語となるに足らんo　然るに

扶南の後を受けたる暴騰は九世紀の交一時スマトラの

バレンバンを中,しとする窒素脇追の王国磨下に入りし

も.再び十世紀以降のその最盛時代を現出し.十一世

紀にはメコン,メナムの全流域を支配せることマスベ

ロ氏の説くが如し｡かのアンコール･ワットの燦然た

る文化を開きしもの賓にこの民族にして､かの槍如蓮

の諸審志に｢殿宇雄壮,惨脆特甚｣と記さるゝ国王の

豪奪を極めたる生活も,亦この南海の官業貿易によっ

て膏されたるもの多きに慮る｡是に由って之を観れば

併印南部海岸地方が南支那海の貿易通交に於て絶好の

位置を占め得たりしこと更に繰言の要なきに似たり｡

されば漢民族が唐代以降従束の昆嵩船(外囲船舶)の

来貢に侯ちたる貿易形式を脱して積極的に海外進出を

試むるや,この地帯にその活動の根接地を求めんと欲

したること故なしとせず｡例へぼ元が南海諸園を制塵

せんとするや､まづ着眼せしは船城の地にして行中書

管(中央の中書省の地方的出張機関)をこゝに設置し,

南方経管の一大接鮎たらしめんとす｡所謂元の安南征

討の拳も､その異意は占城領有の道をこゝに籍さんと

せしに外ならざるなり｡而も新興民族の意気軒昂たる

安南人の反撃に遭ひ,元の企鳳空しく破るゝに至りし

が､その後再びジャヴア遠征の師を起して成らざりし

所以のものも賓に占城に於て確固たる根接地を樹立し

得ざりしに由る到断ずるを悼らざるべし.更に明代に

至り永楽帝の時運りに南海の経費に努め,太監鄭和を

して南方諸国を採撫せしむること前後七同に及びしが,

その船隊が常に基地として梓びしもの亦安南海岸占城

の地なりしを想はぎるべからずo

然りと錐もこの明の経略にして尚且つ占城地方を完

全なる自己の勢力解に収め得たるにはあらずo鄭太監

の遠征を稀するもの算は単なる武装的官業貿易に過ぎ

ざりしなりc　即ち思ふ支那が漠未以降順化以南の俳印

南部海岸にその政治的宗主種を掌握せしこと絶えてな

かりし一事は漢民族の南海制覇を遂に完成せしめざり

し所以にして､明未以降華僑の大草展に伴ひ南洋の経

済樺を垂断し得たりと錐も,西方勢力のひとたびマラ

ッカ,スンダに現はるゝや,もとより硝たる基礎に閑

くるところありしその覇権は一朝にして土崩瓦解し,

空しく白鬼の蹟使に甘んずるの巳むなきに至りぬ｡

なほこゝに再思すべきは.支那のかゝる南洋よりの

退却が,文藻民族自身の頚勢を直ちに結果せしめたる

事賓にして､豊鱒なる南洋の経済的意義とその地政的

債値とは支那帝国の更に磨く東亜諸国の存立の鳥に有

史以来既往の史家の評量を越えて遥かに大なるものあ

りしなるべし｡越南は演越の唇歯とは支那史家の常に

説くところ､而も唇歯たるもの何ぞ越南の一角に止ま

らんや,賓に南海の全地域こそ東亜に取りて不可鉄の

構成部分なることを思はぎるべからず｡

説いてなほ詳かならずと錐も､支那或は日本より南

海を制摩するの接票占が現在の併印南部海岸に求めらる

べきこと柄として歴史のしめすところ.これを以て現

代の指針となすに竜も不可なきに似たり.

然らば我々は今かゝる歴史地理的背景を負ふ俳印南

部海岸の地政拳的意義に就き再び新たなる考察を進め

ざるべからずc

三.西貢港の地政畢的意義

今試みに南部悌印パラダン岬を中心として半径二0

00粁の園圏を引くに,北は雲南より福建,墓碑を含

み,比島,ボルネオ,スマトラ,アンダマン､ニコパ

ルを全くその圏内に包壊し.セレベス,ジャヴアを通

じてビルマの大部分を容るo　この園こそは正に所謂南

洋圏と然らばこのバダラン岬附近を以て所謂南洋の中

心と解するも敢て不可なしといふべく元師明絡の道を

占城に借りたる亦故なきに非ぎりしを知る｡

もとよりかゝる絶封距離を以てする圏上の観察は

屡々時間的距離と敵蘇すること多く､定疎なる立論に

終わることあるべきも､この地方に於ては,少なくと

もその南東面に関する限り海路を以て通ずるが故に.

環南支那海に封する如上の考察がなほ妥昔性を有する

室賀
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を疑はず､而もこの南支那海たる,日本海,東支那海

と全く等倍的に我が日本の池たるべきにも拘らず,今

に至ってなほ完全なる英米の梅たり｡即今日蘭印食談

の決裂を見たるも亦正にかゝる因由によるものと折ず

べき欺｡バタヴア政廉の不遜なる,ひたすら英米の虎

威を借りて我が正昔なる要求を拒み,量を高うして自

ら守るもの,要は我が武力のこゝに及ばざるを信ずれ

ばなり｡然り而うして皇国海軍の精強を以てするも,
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

今直ちに肺印遠征の師を起さば,これを公平に見て基
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ

地を占城に得ざりし元軍舟師の履轍を踏むなきを保せ

ず､樹瞳百般備-足らざるにあらず,而も今日これを

用ふるの術なき至らしめたるもの.我が政治外交の貧

困によりしにあらずにして何ぞや｡

然らば我が日本が今や固南の臆翼を張り,算質的に

東南アジアを大東亜のうちに包括せんとせば,南支那

海の中値を握るべき要地に接景占を建設すべきこと急務

中の急務なること嘆を要せず｡世人或は基滞にこれを

求め､或は海南島の位置を過大視し,更に皇軍ハノイ

進駐を以て望外の悦びとなす｡何ぞ地理に迂きの甚し

0&

これを歴史に見るにかゝる要地としてまづ注目せら
ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ　　ヽ

るべきものは占城の故地ツーラーヌ港なり｡然れども

この小津たる.直ちに安南山脈の峻壁を負ひ､狭小な

る沿岸平野を除きては背後地を稀すべきものなく,且

つ港内土砂の堆積著しくして今日外洋船は二浬の沖に

停泊せざるを得ず,東北季節風の候にありては､これ

が掩護物を有せざれば風浪高くして繋船に便ならず,

況んや有名なる騰風の屡々襲ふありて年々の被害少か

らざるに於ておやo

こゝに於てか我等の着眼は自らに西貢港に韓ぜさる

を得ず｡

西貢は安商人が交祉支那煙管の捷鮎とせし嘉定府の

故地にして､メコン川の分流西貢河に面し､海岸より

六五粁の内にありと錐も,現在の施設をもってすら倭

に二寓噸級の大船舶を容るべく,中型級以上の船舶二

十娘を停泊せしむべき岸壁を備-.更に海中二十ケ所

の繋船設備を有す.加ふるにフランス東洋艦隊の根埴

地を併設し, -八八八年竣工せし大船渠をはじめ高般

の施設,第一次欧洲大戦前にあっては本圃ツーロン軍

港を凌駕せりといふ｡その規模の既に甚だ大なりしを

見るべしo　而も季節風による影響なく,髄風もこの部

分に至れば殆どその事を見ず.且つ印度支那の諸港に
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注ぐ諸河川は,バンコック.ラングーン.ハイフォン

等に於けるいづれも熱帯河川の特徴として土砂の流出

著しく,河口に門洲をつくりて大汽船の航行に障害を

輿ふるも,サイゴンのみはメコン中流にトレン･サツ

プの大潮を有し堆積物の搬出を調節するが故に全くそ

の憂ひなく,巨船の出入に何らの困難をも感ぜしめざ

るなり､されば俳人が河港としての諸候件上海に劣ら

ずと誇稀するも亦故なきに非ず｡之をハイプオンの僅

か一高噸以下の船舶を出入りせしむるに､満潮時を待

たざるべからざるに比して如何に恵まれたるかを知る

べく,今次欧州大戦直前の統計によるも外洋入港船入

港噸数は年九○幕噸にたらざるに封し西貢は井に三五

○寓噸を算して係印第一の商港たるの位置を占め得た

りc

更にこれを後背地につきて見るに西貢の負ふメコン

下流部は印度支那に於る最も豊鱒なるデルタの一に敷

ふべく､且つ廉くカムポジヤ,ラオスの低地に唐がり,

俳印輸出の大宗たる米穀の主要生産地辞をなす｡而も

単に米産に止まらず,肥沃なる赤土背はゴムの植栽に

適し,その他綿花.玉萄黍等有用農産物の賛庫たりQ

ゴムの如き区々たるマレー半島の小平野に於てすら英

国の努力は世界需要の殆ど半量を充すに足りたるが,

もし傭印昔局にして夙に意をこゝに注ぎしならんには

英領マレーの十倍の産額を皐ぐること易々たるものあ

りしならん｡見るべしひとたび斯業のこの地に開か

るゝや数年ならずして即ちフランス本圃の全需要量を

充してなほ徐りある成功を見たることを｡

而もこの豊鱒なる大後背地の物資を集散すべき運輸

の手段は,デルタを流るゝ無数の水路によって圃滑且

つ大規模に之を行ふを得べし｡現在プノンペンには千

五百噸級の大船を漸江し得べく､而もこの内陸に位置

する都合にしてなほ港内に四十二寓噸の船舶を同時に

停泊せしめ得べき康表を有す｡更に潮りてその中流部

に至れば,メコン川の現状は屡々急瑞に妨げられ運輸

の不便を免れずと錐も,更に俳印昔局による改修計圭

あり,その完成の暁に於てはサイゴンの後背地は更に

廉くラオス地方に達し,健領ラオス,並にタイ固東北

部の高原地方をも包含するに至るべし｡

されば現在と錐も西貢は悌印経済の中枢をなし.人

口十五寓､政治的首府たるハノイに封し宛も我が東京

に封する大阪の地位を占む.二且つ封岸に轟'#3高あり.

華僑の本漣として名高く.人口十九寓(内,支那人十
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蘇)､精米､醸造,製氷等の軽工業盛にして俳印唯一の

工業都市とも稀すべく､この両市を合すれば正に係印

第一の経済都市たるの算を備ふ二　統治者傭人の怠慢な

る.この地の暑熱を厭ひて北方に移り,久しく開韓を

怠りて土民の搾取にのみ汲々たるものありしが,かゝ

る状態に於てすらなほ且つこの繁柴を致せしもの,そ

の地理的優越に由ると噺ぜざるを得ずo　もしそれ我が

園にしてこれが建設に意を注がんか､忽ち新嘉披の股

盛を凌駕し得べきこと火を賭るよりも明かなるべし｡

かゝる酉貢の位置は､又南支那海制歴の鳥の好竣鮎

たりo　この意味に於てこの地は巌たる武力を以て装は

れざるべからずc然れども現在の如く商港と軍港とを

同時に併設すること或は策の上なるものにあらざらん

艶新嘉披の如き亦この形式を襲用すと錐も､これ他

に適地なく,巳むを得ざるに出でたるものにして,既

にその軍港の狭隆なる,大艦隊の収容に困難を告げ.

軍事専門家の間に論議を顔しつゝありQ　然るに西貢港

はその東北に好箇の錨地あり､名づけてカムラン満と

いふ｡即ち日露の役.パルチック艦隊の寄港地として

我らの耳菜に親しきところ,現在は俳印海軍の小根接

地たるに過ぎずと錐も､横内庸表四二00隔と稀せら

れ,殆ど新嘉坂軍港の十倍に達す｡而も季節風は狭ま

りたる溝口の地形と､こゝに横たはるラグネ島とによ

って完全に遮蔽せられ,滞内水深は概ね-○一三五米

に達し､大鑑巨船を容るゝに苦しまず｡況んや近代的

海軍の必須の要求たる副根接地として酉貢港として,

又西貢港建設の不可分的要素として,カムラン横根接

地の築成を提唱せんと欲す｡

かくして西貢に大貿易港を興し.その後背地たるカ

ムポジヤ,ラオスを開額し,南支那海の物資をこの地

に集散し,同時にカムラン溌に巨大なる軍事基地を設

けて南海を制度せば我が日本の国南の業既に半ば成る

と稀するも過言にあらざるべし=　勿論筆者は西貢建設

を以て足れりといふにあらず.又新寡填､パタヴア,

マニラの軍事的,経済的位置を軽視するものにも非ずD

されどこれら諸港の慣値は前述の如く現在の英米的支

配形態の下に於て評債せらるべきに非ずして､却って

あくまでも日本の南洋計童のうちに主鰻的に把握せら

るべきものたるべく,換言せば中枢的位置をもつ酉貢

との関聯に於てその濁自の意義を見出すべきものなり｡

筆者は嚢に提出せる報告に於て.西貢を以て新嘉披の

副根接地たる意味に於て重要なりと進言せりD今その

不明を恥づると共に.却って新嘉填は西貢の副根竣地

たるべく東漸する西力に封する南海防衛の阪塞たると

共に,又印度洋進出の前進接鮎たる鮎にその真意義を

認めんと欲す｡又これを西貢につきて見れば,この港

が略ゝ等距離に新嘉披バタヴア,マニラ､ダパオ等の

重要なる副根接地を廻らし､これらの線括看たる位置

を占むることに於て一層その債値を高むといふべく､

更により本圃的意味をもつ唐東或は高雄等との関聯に

於て益ゝその重要意義を見出すべきものなり｡

今や我が南進政策に於ける西貢港の重要性はⅦ明せ

られたり｡然らば我等がこれに封して採るべき方途果

して如0

四.現下に於る酉貢建設の方途

人或は言はん,現下の事態に於て酉貢建設論の如き

殆ど不可能事に属すc日本はなほ支那に事を構へたりo

何ぞ力を南に割くの蓮あらんやとo　その言や-を知り

てこを知らざるものなり｡支那事襲の解決は支那本土

に存するにあらず｡斉に世界に存するなりo　少くとも

南方問題の解決なくして何の事襲鹿理ぞ｡南方に於る

英米の勢力の残存を許して軍燭に蒋介石政権の打倒を

論ずる如き.まさに痴人の夢なるべきのみ｡

皇軍の蕪に北部傭印に進駐するや.安商人は箪食壷

紫してこれを迎-,額立の気運汐韓たるのもあり.鯨

波は及んでタイ,ビルマを蔽はんとしたること我等の

耳目に新たなるところ而も荏幕として今日に及び,一

旦軍靴の響に惜伏せる群鼠輩の再び我が寛恩に仕れて

跳梁を塩(こするに至りしはまことに,忍びざるところ

に非ずや｡殊にハノイを抑-られたる悌印昔局がその

基地を秘かに西貫に移し,南部俳印を根嬢としてド･

ゴール派の暗躍と相通じ.英米的勢力と結託して我が

南進の勢を阻まんとす｡而も我が園の路に首る者右顧

左晒を事とし使臣を派して｢有効裡に｣協商の*を奉

げんと欲するが如きは歴史の必然を知らず､或は圃家

百年の悔を残すの虞なしとせんや｡借問す､我が日本

の主張する新秩序的精神と英米者勢力との間に如何な

る共通の根抵かあるこ　仮令蘇張を今日にあらしむると

ち.食談百濁して-の妥協を求め得ざることもとより

明けきなり｡抑ゝ日俳印経済交渉の成立により果して

係印物資は初期の如く我が園に流入しつゝありや｡絡

又今次日併合商の決裂は何を物語りつゝありや｡筆者

もとより基閣の諸公と遣外の使臣が夙夜国事に奔走せ

室賀



西貢港の地政拳的位置に就きて

らるゝの努はこれを甚だ多とするものなり｡而も敢て

苦言を程せんと欲する所以は,唯諸公の或は歴史への

透察を開き態度の果断を失はるゝなからんかを危倶す

るによるなりD

果して然らば西貢建設の業の如きも､之を所謂外交

交渉によって進捗し得べき性質のものにあらず｡取る

べき策は-のみ,即ち皇軍の南部係印進駐これなり｡

このことたるや最近に於ける甥逸とゲイシー政府の

関係より見れば.必しも流血の惨を予想し得べきにあ

らずo外交とは井にかゝる決意と*力とを背景として

事態を囲滑に進展せしむるの,e占に存すc　本束不可能な

る骨商に日を過して徒に外侮を受くるが如きは断じて

外交の名に値せざるなり｡或は言はん.これによって

米国の参戦を促すことあるを虞ると｡米国の参戦は米

国自身の事情によって決定すB　もし彼にして敬はんと

欲すれば,何ぞ我が偽印進駐を待たんや｡而も-面よ

りすれば彼らは侯に所侯梅軸園に封して事*に於て宣

戦せるに非ずや｡若干噸の韓と石油を惜しみて秩手し

てその束襲を待ち,殊更に自らを不利の態勢に置くが

如きは迂愚の甚だしきものといはぎるを得ず｡

且つ近時の英俳関係は,英圃の係印に封する積極的

活動に好箇の辞柄を興八つゝありo　マレ-防衛の第一

線が南部備印にあること既に筆者が前報告に論じたる

ところ､シリアに於る英軍の不蓮が再びカムポジャ.

交祉の野に繰返さるることなきを保せざるなりo　もし

この地にして英軍の先取するところとならば,もとよ

りメコン,デルタは無数のクリ-クに刻まれ､我が遠

征軍の活動に極めて不利を督すべきこと,かの上海附

近に於る経験に徹して明かならん｡今断じで行へぼ平

和裡にことを行ひ得べし.四囲の情勢の巳むなきに至

ってなさば犠牲は即ち百倍せんこ

皇軍の南部悌印進駐の意義は単にこれのみに止まら

ず｡旭族燦としてひとたびこの他に輝かばタイ園の向

背亦白から明かなるべきものあればなり｡タイ園は既

に我が庇護の下に係印との国境問題を解決し,封日感

情著しく好縛したりと錐も,最近に至っては英国の軍

事的経済的歴迫に抗すべくもあらず.再び英米陣管に

誘引せらるゝの傾きを示せり｡もとよりタイ園の英傍

を怨むこと年ありと錐も､近く圃都にと首を拝せられ.

日本の援を乞ふに路程の遠きに苦しむとせば､この弱

小国が自己保存の必要上かゝる傾向を示すこと寧ろ蒼

然の締結と言はぎるべからずo　然れ共南部傭印に我が

Ill

勢力の樹立せらるゝあれば､この園の蹄趨亦自ら知る

べきのみ｡恩ふにメナム流域も亦クリーク縦横に走り

て大兵を機動するに便ならずc　且つ友邦の沃土を空し

く取火に投ずべきにあらずとせば,樽;乱の間にタイ園

をしてマレー進撃の路を開かしむること必須の務たる

べきなり｡而もこの好態勢を備-得べき背景も亦皇軍

南部悌印進駐に存することを思はぎるべからず｡かく

して南支那海は我が海軍と空軍の制畦下に入り,印度

支那の東部亦我が陸軍の鉄蹄下に置かるゝとせば.節

嘉披と馬尼刺と､この英米の二大接空占も殆ど策を施す

の飴地なきに至るべく.施旗ひとたび動かば我が圃威

の英領マレーよりスマトラ､ジャグアを帝の如く捲か

んこと掌を返すが如くなるべしc

而も西貢占嬢の目的は軍にかゝる軍事的意義にとゞ

まらず､寧ろ牌束の我が南方計圭の一環として考慮せ

らるべきものなれば,皇軍進駐と同時にこの地方の経

済閉鎖.港滞施設の改善,メコン河流の改修等に着手

すべきこと言を侯たず｡聞くならく､濁軍ポーランド

に入るの日､艶火未だ収らざるに早くも既定の道路計

壷を♯行しつゝありきとc我が園に於ても即日科学者,

技師等を動員し､大規模なるメコン流域の開襟計量を

樹立すべきこと緊急の要事たらんこ

筆を欄くに首り重ねて言はん､南部俳印は南洋魔の

要梅たり.これを制するの方途は一に皇軍の即日進駐

あるなり｡もとより兵を動かす自から機ありと錐も現

事態を歎ずるに一日遅るれば一兵を損じ,両日遅るれ

ば十兵を傷らんc　先に筆者は新嘉披の脆弱性を論じ､

急速その側背を衝くべきを進言せり｡而も今日の新嘉

披は既に昨日のそれに非ず｡アンザック十寓タイ国境

に終結し,米国製航空機は陸綿として補給せられつゝ

あり｡もとより皇軍の精強なるこれを破砕するに難か

らずと錐も,なほ多くの兵を損ずべき虞あるを奈何せ

んやo　南部係印進駐の如きも徒らに荏再として英米の

鳥に日を籍さば.現地精兵の努苦今日に千倍するもの

あらん｡即ち非才自ら憶らずして西貢港の地政拳的慣

値を論じ､再び南部悌印-の即時進駐を進言する所以

なりo　説くところ或は激越の調を免れず,層々不遜の

誰を弄したるなきかを虞るo顕はくぼ微意の存する

ところを諒せられ幸いにして寛恕を給-=

(昭和十六年六月廿日稿了)
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